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Ｇ
Ｂ
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保
護
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
以
上
、
五
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四
合
併
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二　
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較
衡
量
そ
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自
体
に
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か
わ
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裁
判
例

　
　

１　
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益
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比
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衡
量
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基
本
的
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枠
組
み
に
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か
わ
る
裁
判
例

　
　
　

⑴　

利
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比
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衡
量
の
基
本
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
等
の
裁
判
例
（
以
上
、
五
三
巻
一
号
）

　
　
　
　

②
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
（
②
の
五
の
第
五
の
裁
判
例
ま
で
、
五
三
巻
四
号
）

　
　
　
　

③
小
括
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上
、
五
四
巻
一
号
）
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の
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に
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い
て
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ま
た
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当
該
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の
態
様
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認
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が
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と
さ
れ
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案
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解
約
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の
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に
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る
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案

　
　
　

⑶　

当
事
者
の
利
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が
均
衡
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て
い
る
場
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に
つ
い
て
（
以
上
、
本
巻
本
号
）
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的
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の
比
較
衡
量
に
関
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る
裁
判
例

Ⅲ　

総
括



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
一
月
）

171

Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

１　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

⑵
　
当
事
者
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て

　

す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
の
⑴
の
③
に
お
い
て
、
裁
判
例
に
お
け
る
利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
裁

判
所
は
、
徹
底
的
か
つ
綿
密
な
事
実
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
枠
組
み
に
お
い
て
両
方
の
側
の
利
益
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
確
定
さ
れ
た
事
実
を
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
と
い
う
法
概
念
に
包
摂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
、
裁
判
所
は
、
事
案

に
よ
っ
て
は
、賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、当
事
者
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
第
二
に
、
当
事
者
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
①
当
該
契
約
の
締
結
時
ま
た
は
当
該

住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
、
②
当
該
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
が

問
題
と
さ
れ
た
事
案
、
お
よ
び
、
③
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
そ
の
他
の
事
案
、
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
分
け
て
、
関
係
す
る
裁
判

例
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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①
当
該
契
約
の
締
結
時
ま
た
は
当
該
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　

ま
ず
、
当
該
契
約
の
締
結
時
ま
た
は
当
該
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
考
察
し
た
い
。

　

第
一
に
、
筆
者
の
既
存
の
研
究）

270
（

に
お
い
て
も
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
バ
ー
ト
・
ホ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
四
月
一
三
日
判
決
を
み
て
お

き
た
い
。

　
【
32
】
バ
ー
ト
・
ホ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
四
月
一
三
日
判
決）

271
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
は
、
一
九
八
一
年
に
、
本
件
建
物
を
被
告
に
賃
貸
借
し
た
。
お
よ
そ
一
九
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
土
地
上
に
は
、
ひ
と
つ
の

居
住
用
建
物
、
な
ら
び
に
、
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
物
置
小
屋
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
の
本
件
建
物
は
、
全
部
で
、
お
よ
そ

一
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住
面
積
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
に
関
す
る
原
則
的
な
合
意
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
八
一
年
八
月

一
日
付
で
、
本
件
建
物
に
居
住
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
当
事
者
は
、
比
較
的
長
い
交
渉
を
経
て
、
一
九
八
一
年
一
二
月
一
九
日
付
で
、
書
面
に
よ
る
本

件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
。

　

本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
際
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

原
告
お
よ
び
そ
の
妻
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
が

4

4

4

、4・

雇
用
さ
れ
た
医
師
と
し
て
の
自
己
の
活
動
を
終
え

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
後

4

4

、4・

自
己
の
診
療
所
を
開
業
し
た
い
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
後

4

4

4

、4・

本
件
土
地

4

4

4

4

・4・

建
物
を
売
買
し
た
い
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

さ
し
あ
た
り

4

4

4

4

4

、4・

五
年
間
に
期
限
づ
け
ら
れ
た
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
意

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

図
し
た
が

4

4

4

4

、4・

そ
れ
に
反
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

一
〇
年
間
の
有
効
期
間
を
と
も
な
う
契
約
を
望
ん
だ
。
最
終
的
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
事
者
は

4

4

4

4

、4・

書
面
に
よ
る
本
件
使
用

4

4

4

4

4

4

4

4

4

賃
貸
借
契
約
に
表
れ
て
い
た
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

延
長
条
項
を
と
も
な
う
五
年
間
の
契
約
期
間
に
合
意
し
た
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

原
告
は
、
一
九
八
七
年
七
月
三
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
一
九
八
八
年
七
月
三
一
日
付
で
終
了
し
、

同
時
に
、
一
九
八
八
年
七
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
当
該
書
面
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、「
本

件
土
地
・
建
物
は
、
売
買
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」、
と
な
っ
て
い
た
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
借
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
、
本
件
土
地
・
建
物
は
、
経
済
的
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

本
件
建
物
の
実
態
は
、
取
り
壊
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
あ
り
、
本
件
建
物
の
改
造
は
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
原

告
は
、
本
件
土
地
・
建
物
に
賃
借
人
が
い
な
い
場
合
に
の
み
、
買
主
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約

は
、
延
長
条
項
に
対
応
し
て
、
期
間
の
定
め
な
く
延
長
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
一
九
八
七
年
七
月
三
〇
日
付
の
書
面
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の

本
件
解
約
告
知
の
理
由
（
本
件
土
地
・
建
物
の
売
買
）
は
、
十
分
に
立
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、「
本
件
訴
え
は
、
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
七
月
三
〇
日
付
の
原
告
の
本
件

解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
八
八
年
七
月
三
一
日
付
で
終
了
し
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
被
告
は
、
本
件
土
地
・
建

物
の
返
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」）

272
（

、
と
判
断
し
た
。
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そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
筆
者
の
既
存
の
研
究
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
本
件
解
約
告
知
が
形
式
的
に
有
効
で
あ

っ
た
こ
と
、
次
に
、
経
済
的
な
利
用
の
妨
げ
・
賃
貸
人
の
著
し
い
不
利
益
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た）

273
（

。

　

そ
の
う
え
で
、
区
裁
判
所
は
、
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お

い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
お
け
る
賃
借
人
の
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し

た
の
で
あ
る
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
被
告
（
賃
借
人
）
の
異
議
に
も
と
づ
い
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
延
長
す
る
理
由
も
ま
た
、
存
在
し
な

か
っ
た
。
原
告
と
被
告
の
相
互
の
利
益
を
比
較
衡
量
す
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

す
で
に
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
が

4

4

4

、4・

自
己
の
診

4

4

4

4

療
所
の
設
立
に
出
資
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
土
地

4

4

4

4

・4・

建
物
の
利
用
を
全
く
具
体
的
に
も
く
ろ
ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
結
果

4

4

4

4

、4・

本
件

4

4

使
用
賃
貸
借
関
係
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に
書
面
に
よ
る
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
署
名
の
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

期
間
の
定
め
の
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
慮
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
原
告
は
、
適
時
に
、
被
告
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
指
摘
し
た
の
で
も
あ
る
か
ら
、

被
告
は
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
ほ
ぼ
二
年
間
、
ほ
か
の
住
居
を
探
す
機
会
を
十
分
に
有
し
た
で
あ
ろ
う
。
被
告
は
、
こ
の
点
で
、
何
ら
か
の
努
力
を
試

み
た
こ
と
を
主
張
す
ら
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
・
」）

274
（

。

　

第
二
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
１
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
六
月
二
六
日
判
決
を
み
て
お
き

た
い
。
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【
33
】
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
六
月
二
六
日
判
決）
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
は
、
一
九
八
五
年
八
月
一
日
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
本
件
建
物
の
一
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
を
住
居
所
有
権
と
し
て
取
得
し
た
。
被

告
ら
は
、
一
九
三
六
年
以
来
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
被
告
ら
は
、
そ
の
間
に
、
八
〇
歳
な
い
し
八
二
歳
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
、
一
九
八
八
年
八
月
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
八
九
年
八
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

原
告
は
、
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
ら
が
現
在
（
賃
借
人
と
し
て
）
居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ

の
住
居
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
協
調
的
に
経
過
し
た
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
突
然
悪
化
し
た
。
原
告
と
そ
の
妻
は
多
く
の
論
争
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、

訴
訟
と
な
っ
た
。
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
感
情
的
に
強
く
負
担
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
賃
借
建
物
に
お
い
て
は
、
賃
貸
人

側
と
原
告
ら
だ
け
が
居
住
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
も
、
不
適
切
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
原
告
の
妻
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本

件
解
約
告
知
は
、
成
人
し
た
子
供
ら
を
考
慮
に
入
れ
て
、
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
の
妻
は
、
一
九
八
五
年
の

終
わ
り
以
来
、
重
い
病
気
に
な
り
、
全
部
で
三
回
の
重
大
な
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
の
妻
は
、
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
重
い
障

害
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
れ
以
上
の
手
術
が
決
ま
っ
て
い
た
。
原
告
の
妻
は
、
彼
女
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関

係
に
お
け
る
常
な
る
あ
つ
れ
き
を
こ
れ
以
上
耐
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
理
由
か
ら
、
原
告
ら
は
、
彼
ら
の
所
有
物
に
入
居
し
た
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、原
告
は
、次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、原
告
は
、一
階
の
本
件
住
居
、お
よ
び
、そ
の
下
に
所
在
す
る
半
地
階
に
あ
る
住
居
を
、
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そ
れ
ら
の
両
方
の
住
居
を
結
び
つ
け
、
そ
こ
に
居
住
す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
、
取
得
し
た
。
原
告
ら
の
「
自
己
必
要
」
は
、
ま
た
、
理
由
づ
け

ら
れ
て
も
い
た
。
と
い
う
の
は
、
現
在
の
（
原
告
の
）
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
原
告
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
い
負
担
を
意
味
し
、
原
告
の
妻
の
き

わ
め
て
不
健
全
な
健
康
状
態
は
、
自
分
自
身
の
四
つ
の
壁
の
な
か
に
居
住
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
原
告
の
妻
は
、
一
九
八
五
年

に
、
乳
が
ん
の
手
術
を
受
け
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
化
学
療
法
の
治
療
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
八
八
年
の
夏
に
は
、
重
い
抑
鬱
症
に
か
か
っ
た
。

原
告
の
妻
は
、
腫
瘍
の
最
善
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
い
う
枠
組
み
に
お
い
て
、
不
安
お
よ
び
神
経
的
負
担
の
な
い
家
庭
環
境
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
本
件
住
居
に
お
い
て
だ
け
可
能
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
原
告
の
「
自
己
必
要
」
を
否
認
し
た
。
特
に
、
被
告
ら
は
、
現
在
の
賃
貸
人
と
の
目
下
の
使
用
賃
貸
借
関
係
に
つ

い
て
の
要
求
で
き
な
い
負
担
を
否
認
し
た
。
一
九
八
五
年
八
月
三
一
日
付
の
原
告
の
最
初
の
解
約
告
知
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
は
問
題
に
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
、
原
告
の
妻
の
手
術
は
、
一
九
八
五
年
一
一
月
に
行
わ
れ
、
手
術
後
の
治
療
は
、
一
九
八
六
年
に
終
わ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
原
告

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
三
年
の
経
過
し
た
後
に
あ
と
ま
で
残
る
影
響
を
否
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
異
議
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
両
方
の
被
告
ら
の
疲

れ
き
っ
た
健
康
状
態
に
お
い
て
、
住
居
の
交
替
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
、
し
か
も
、
賃
貸
人
の
「
正
当
な
利
益
」
を
考
慮

に
入
れ
て
も
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
さ
ら
に
引
き
続
い
て
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
本
件
住
居
に
、
彼
ら
の
生
活
の
中
心
点
を
有
し
た
し
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
居
住
し
て
い
る
娘
が
、
被
告
ら
を
訪
問
し
、
世
話
を
し
た
。
被
告
・
妻
は
、
重
い
心
臓
病
に
か
か
っ
て
い
た
し
、
被
告
・
夫
は
、

心
臓
の
機
能
の
重
大
な
制
限
が
あ
っ
た
。
被
告
ら
が
、
夏
の
間
、
彼
ら
の
自
分
自
身
の
建
物
に
お
い
て
、
し
か
し
、
狭
い
半
地
階
に
あ
る
住
居
に
居

住
し
て
い
た
こ
と
は
、
正
し
か
っ
た
。
夏
の
間
、
被
告
ら
、
な
い
し
、
Ｓ
会
社
は
、
そ
の
建
物
に
所
在
す
る
住
居
を
、
広
範
囲
に
賃
貸
借
し
て
い
た
。
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被
告
ら
は
、
そ
れ
ら
の
住
居
か
ら
の
収
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
・
夫
は
、
自
力
に
よ
っ
て
い
た
し
、
年
金
に
よ
っ
て

は
十
分
に
自
分
自
身
を
守
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
ら
が
、
た
と
え
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
ジ
ュ
ル
ト
の
Ｗ
に
滞
在
し
た
と
し
て
も
、
被
告

ら
の
生
活
の
中
心
点
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
被
告
ら
が
、
要
求
で
き
る
条
件
の
代
替
住
居
を
こ

れ
ま
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
職
業
が
建
築
家
で
あ
る
と
こ
ろ
の
被
告
ら
の
娘
と
そ
の
夫
は
、
集
中
的
に
、
代
替

住
居
の
調
達
に
努
力
し
た
。
そ
の
場
合
に
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
一
階
の
住
居
だ
け
が
考
慮
に
値
し
た
が
、
賃
貸
人
ら
は
、
八
〇
歳
を
超
え
る
夫
婦

へ
の
賃
貸
借
を
論
外
で
あ
る
と
し
て
拒
絶
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
被
告
ら
の
異
議
は
、
期
間
の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ

と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
ら
は
ジ
ュ
ル
ト
の
Ｗ
に
八
ヶ
月
滞
在
し
た
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の

本
件
住
居
は
、
も
は
や
被
告
ら
の
生
活
の
中
心
点
で
は
な
く
、
被
告
ら
の
生
活
の
中
心
点
は
、
む
し
ろ
、
Ｗ
に
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
す
で
に

一
九
八
五
年
に
、
本
件
住
居
か
ら
退
去
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
代
替
住
居
を
真
摯
に
探
し
た
こ
と
は
、
否
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他

方
に
お
い
て
、
原
告
の
妻
の
最
後
の
追
加
的
な
手
術
は
、
一
九
八
九
年
二
月
に
行
わ
れ
た
。
す
で
に
こ
の
こ
と
か
ら
、
原
告
の
妻
に
お
け
る
健
康
侵

害
の
深
刻
さ
は
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
原
告
の
「
自
己
必
要
」
は
、
確
か
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
存

在
し
た
。
し
か
し
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
三
項
に
し
た
が
っ
て
、
期
間
の
定
め
な
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
に
対

す
る
請
求
権
を
有
し
た
、
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。
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﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
の
本
件
控
訴
は
、
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
原
告
の
本
件
控
訴
は
、
実
質
的
に
正
当
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
被
告
ら
に
対
す
る
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
継
続
さ
れ
る
、
と
判
決
を
下
し

た
。
区
裁
判
所
の
判
決
の
適
切
な
理
由
は
、
詳
細
に
引
用
さ
れ
る
。

　

本
件
控
訴
の
理
由
づ
け
も
ま
た
、
異
な
る
判
断
を
正
当
化
し
な
か
っ
た
。
区
裁
判
所
は
、
原
告
の
自
己
必
要
の
要
件
を
認
め
、
そ
れ
か
ら
、
こ
の

自
己
必
要
に
、
本
件
住
居
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
を
、
被
告
ら
の
利
益
が
凌
駕
す
る
と
い
う
結
論
を
と
も
な
っ
て
、

対
比
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
法
的
に
誤
り
の
あ
る
利
益
の
比
較
衡
量
を
と
が
め
る
と
こ
ろ
の
原
告
の
批
判
は
、
正
当
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
」）

276
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
１
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
は
じ
め
に
、
賃
貸
人
の
「
自
己
必
要
」
に
関

す
る
最
近
の
最
上
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
と
の
関
連
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
に
被
告
ら
が
と
ど
ま
り
続
け
る
た
め
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
の
理
由
は
、
原
告
の
正

当
な
、
か
つ
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
自
己
必
要
に
対
し
て
、
凌
駕
し
た
。
本
件
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
被
告
ら
の
高
齢
、
被
告
ら
の

健
康
状
態
、
お
よ
び
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
範
囲
内
に
お
い
て
住
居
を
交
替
す
る
こ
と
に
よ
る
憂
慮
す
べ
き
結
果
が
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、被
告
ら
が
五
〇
年
を
超
え
て
以
来
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
も
、全
く
相
当
に
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

原
告
は
、
本
件
住
居
に
つ
い
て
自
己
必
要
を
理
由
づ
け
る
た
め
に
、
一
九
八
五
年
に
本
件
住
居
（
住
居
所
有
権
）
を
取
得
し
た
。
そ
の
こ
ろ
す
で
に

4

4

4

4

4

4

4

高
齢
の
被
告
ら
が

4

4

4

4

4

4

4

、4・

長
年
利
用
さ
れ
た
本
件
住
居
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
主
張
さ
れ
た
自
己
必
要
に
対

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

置
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
危
険
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
に
違
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・
原
告
は

4

4

4

、4・

一
九
八
五
年

4

4

4

4

4 

4

に4

、4・

ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

空
い
て
い
る
住
居
所
有
権
を
取
得
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ 

る
。
今
日
と
同
じ
よ
う
に
当
時
、
住
居
所
有
権
に
つ
い
て
の
供
給
は
、
賃
貸
住
居
に
つ
い
て
の
供
給
よ
り
も
、
よ
り
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

被
告
ら
は
、
ま
た
、
ジ
ュ
ル
ト
に
お
け
る
被
告
ら
の
休
暇
用
住
居
に
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、

区
裁
判
所
の
判
決
の
適
切
な
理
由
が
、
引
用
さ
れ
る
。・
・
・
・
ま
さ
し
く
年
金
を
も
ら
え
る
年
齢
に
お
い
て
、
夏
な
い
し
冬
の
間
、
そ
の
人
に
と

っ
て
好
ま
し
い
と
こ
ろ
で
過
ご
す
こ
と
が
、
誰
に
で
も
許
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
水
浴
場
に
規
則
的
に
夏
の
間
滞
在
す
る
こ
と
は
、
も

ち
ろ
ん
、
冬
の
間
、
規
則
的
に
、
そ
の
人
の
人
生
の
主
た
る
部
分
が
過
ご
さ
れ
、
家
族
構
成
員
が
居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
大
き
な
都
市
に
お
い
て

過
ご
す
と
き
に
、
生
活
の
中
心
点
が
そ
こ
（
海
水
浴
場
）
に
移
さ
れ
る
こ
と
を
結
果
と
し
て
と
も
な
わ
な
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
」）

277
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
い
て
、
す
で
に
高
齢
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
が
、
長
年
利
用
さ
れ
た
本
件
住
居
に

と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
を
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
主
張
さ
れ
た
「
自
己
必
要
」
に
対
置
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
に
存

在
す
る
と
こ
ろ
の
危
険
が
、
原
告
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
こ
と
、
②
原
告
は
、
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
空
い
て
い
る
住
居
所
有
権
を
取
得
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
六
）

180

　

第
三
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
一
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
月
一
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
34
】
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
一
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
月
一
三
日
判
決）

278
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、被
告
（
賃
借
人
）
に
賃
貸
借
さ
れ
た
本
件
住
居
（
住
居
所
有
権
）
を
購
入
し
た
あ
と
、一
九
九
一
年
四
月
二
九
日
に
、「
自

己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
二
五
歳
の
娘
が
、
も
は
や
両
親
の
建

物
に
居
住
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
む
し
ろ
、
自
分
自
身
の
世
帯
を
構
え
る
た
め
に
、
彼
女
の
恋
人
と
一
緒
に
、
被
告
の
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
か
な
り
高
齢
で
あ
っ
た
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に

異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
（
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
）
継
続
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
え
は

棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」）

279
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
ま
ず
第
一
に
、
区
裁
判
所
は
、
的
確
な
理
由
づ
け
を
も
っ
て
・
・
・
・
一
九
九
一
年
四
月
二
九
日
付
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告

知
を
有
効
で
あ
っ
た
、
と
判
断
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
次
の
場
合
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
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け
る
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
自
己
必
要
に
つ
い
て
の
理
由
を
意
味
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二
五
歳
の
娘
が
、
も
は
や
両
親
の
建
物

に
居
住
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
む
し
ろ
、
自
分
自
身
の
世
帯
を
構
え
る
た
め
に
、
彼
女
の
恋
人
と
一
緒
に
、
被
告
の
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
」）

280
（

。

　

次
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
賃
貸
人
ら

の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
、「
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
賃
貸
借
さ
れ
た
住
居
所
有
権
を
購
入
し
、
そ
の
結
果
、
原
告
ら
は
、
は
じ
め
か
ら
、

か
な
り
高
齢
の
賃
借
人
に
対
し
て
、
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
を
貫
徹
す
る
と
き
に
、
困
難
さ
に
陥
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
」、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
し
か
し
、
被
告
は
、
被
告
の
継
続
を
求
め
る
異
議
を
も
っ
て
、
原
告
ら
の
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
一
九
九
三
年

一
二
月
三
一
日
ま
で
継
続
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
と
こ
ろ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
を
主
張
し
た
の
で

あ
る
。

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
の
利
益
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
利
益
に
対
し
て
、
優
位
に

あ
っ
た
。
こ
の
関
連
に
お
い
て
、
原
告
ら
の
負
担
に
お
い
て
、
確
か
に
、
彼
ら
の
娘
の
た
め
の
原
告
ら
の
自
己
必
要
は
、
一
年
の
間
本
件
住
居
へ
の

転
居
を
待
つ
こ
と
が
原
告
ら
に
な
お
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
重
く
の
し
か
か
っ
て
は
い
な
い
こ
と
が
考
慮
に
入
れ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
も
か
く
、
原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

賃
貸
借
さ
れ
た
住
居
所
有
権
を
購
入
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
結
果

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

は
じ
め
か
ら

4

4

4

4

4

、4・

か4

な
り
高
齢
の
賃
借
人
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
を
貫
徹
す
る
と
き
に

4

4

4

4

4

4
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4
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4

4

4

4

4

、4・

困
難
さ
に
陥
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
か
っ
た

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
論
述
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
継
続
さ
れ
る
、
と
判
断
し
た
が
、
最

後
に
、
他
方
に
お
い
て
、「
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
よ
り
も
よ
り
長
い
期
間
の
間
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
も
は
や

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
利
益
と
一
致
で
き
な
か
っ
た
」、
と
も
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
よ
り
も
よ
り
長
い
期
間
の
間
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
も

は
や
原
告
ら
の
利
益
と
一
致
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
と
も
か
く
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
た
め
に
、
一
年
の
期
間
が
被
告
の
意
の
ま
ま

に
な
る
。
被
告
は
、即
座
に
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
、か
な
り
の
時
間
が
・・・・

代
替
住
居
の
探
索
の
た
め
に
、
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
も
っ
て
、
被
告
の
意
の
ま
ま
に
な
る
の
で
あ

る
か
ら
、
被
告
は
、
被
告
の
健
康
状
態
の
悪
化
に
行
き
着
く
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の
特
別
な
負
担
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

282
（

。

　

第
四
に
、
レ
ヴ
ァ
ー
ク
ー
ゼ
ン
区
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
月
二
六
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
35
】
レ
ヴ
ァ
ー
ク
ー
ゼ
ン
区
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
月
二
六
日
判
決）

283
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
は
、
本
件
建
物
の
二
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
七
九
歳
の
被
告
は
、
彼
女
の
幼
年
時
代
か
ら
、
本
件
住
居
に
居
住
し
、

彼
女
の
両
親
の
死
亡
後
、
一
九
六
〇
年
か
ら
は
、
本
件
住
居
の
主
た
る
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
原
告
ら
は
、
一
九
九
〇
年
に
、
売
買



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
一
月
）

183

に
よ
っ
て
本
件
建
物
を
取
得
し
、
権
利
の
承
継
の
方
法
に
お
い
て
、
本
件
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
賃
貸
人
に
な
っ
た
。
本
件
建
物
に
は
、
二
階
に

所
在
す
る
本
件
住
居
の
ほ
か
に
、
同
じ
広
さ
の
一
階
の
住
居
（
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
二
つ
の
部
屋
、
台
所
、
玄
関
ホ
ー
ル
、
浴
室
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
た
）、
お
よ
び
、
屋
階
に
ま
た
別
の
住
居
が
あ
っ
た
。
本
件
住
居
の
月
あ
た
り
の
賃
料
は
、
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
経
営
費
の
前
払

い
を
加
え
て
、
三
八
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
基
本
賃
料
で
あ
っ
た
。

　

原
告
ら
は
、
一
九
九
一
年
四
月
二
六
日
付
の
弁
護
士
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
九
二
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
・
一
が
、
一
階
の
住
居
と
一
緒
に
、
妻
と
四
人
の
子
供
ら
を
と
も
な
う
彼
の
家
族
の

た
め
に
、
本
件
住
居
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
一
九
九
二
年
一
月
七
日
付
の
賃
借
人
協
会
の
書
面
を
も
っ
て
、
本

件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
ら
は
・
・
・
・
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

一
九
九
一
年
四
月
二
六
日
付
の
有
効
な
本
件
解
約
告
知
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
の
社
会
的
な
異
議
が
貫
徹

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」）

284
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
一
項
、二
項
二
号
の
解
約
告
知
理
由
が
、原
告
ら
に
味
方
し
た
。と
い
う
の
は
、原
告
・
一
は
、妻
と
四
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
、

彼
の
以
前
の
住
居
に
お
い
て
、
現
在
本
件
建
物
の
一
階
の
住
居
に
お
け
る
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
、
不
十
分
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
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れ
ら
の
部
屋
と
居
住
面
積
に
か
ん
が
み
て
、
最
上
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
の
意
味
に
お
け
る
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
が
、
二

階
に
所
在
す
る
被
告
の
本
件
住
居
が
原
告
・
一
に
よ
る
居
住
の
利
用
の
た
め
に
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
有

利
な
材
料
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
」）

285
（

。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
他
方
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量

に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
賃
貸
人
ら
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定

し
た
の
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
は
、
本
件
事
案
に
お
け
る
特
別
な
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
明
渡
し

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
原
告
・
一
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に

入
れ
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
被
告
の
長
期
の
居
住
期
間
、
被
告
の

高
齢
、
お
よ
び
、
被
告
の
歩
行
障
害
に
か
ん
が
み
る
と
、
自
由
意
思
か
ら
で
な
い
転
居
は
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
身
体
的
お
よ
び
精
神
的

な
負
担
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
被
告
が
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
よ
り
よ
く
世
話
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
不
確
定

で
あ
り
う
る
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
告
ら
の
判
断
の
影
響
下
に
は
な
か
っ
た
。
原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

こ
れ
ら
に
関
す
る
事
情
を
知
っ
て
本
件
建
物
を
取
得

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
た
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

、4・

素
人
の
見
地
か
ら
も

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
明
渡
し
は
何
の
問
題
も
な
く
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
予
見
す
る
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
き
た

4

4

4

の
で
あ
る
。
原
告
・
一
は
、
そ
の
間
に
、
た
と
え
狭
い
と
し
て
も
、
本
件
建
物
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
事
情
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

286
（

。
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第
五
に
、
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
二
月
二
五
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
36
】
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
二
月
二
五
日
判
決）
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（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
は
、
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、
八
〇
歳
で
あ
り
、
一
三
年
以
来
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
他

方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
住
居
が
所
在
す
る
本
件
建
物
を
売
買
に
よ
っ
て
取
得
し
た
う
え
で
、
そ
の
居
住
状
態
を
改
善
す
る
た

め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ

条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
ら
が
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
有
効
に
解
約
告
知
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
不
確
定
で
あ
り
う

る
。・
・
・
・

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
社
会
的
条
項
に
も
と
づ
い
て
、
期
間
の
定
め
な
く
延
長
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
の
た
め
に
、
原
告
ら
の
す
べ
て
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
」）

288
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡

量
に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
賃
貸
人
ら
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
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定
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
・・・・
そ
の
際
、と
り
わ
け
、被
告
が
八
〇
歳
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
般
的
な
人
生
経
験
に
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
年
齢
の
人
々
は
、
新
た
な
環
境
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
り
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
結
ぶ
と
い
う
状
況
に
も
は
や
十
分
に
は
な
い
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
被
告
は
一
三
年
以
来
本
件
住
居
に
お
い
て
生
活
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
被
告
は
被
告
の
周
辺
の
地
域
に
定
着
し
た
こ
と
か
ら
出
発

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。

　

確
か
に
、
も
っ
ぱ
ら
賃
借
人
の
高
齢
そ
れ
自
体
だ
け
で
、
な
お
、
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
に
行
き
着
く
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
事

案
に
お
い
て
も
、
当
事
者
の
諸
々
の
利
益
は
、
互
い
に
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
長
い
居
住
期
間
に
も
と
づ
く
当
該
周
辺
の

地
域
へ
の
定
着
の
よ
う
な
事
情
、
お
よ
び
、
代
替
住
居
の
調
達
が
困
難
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
り
若
い
賃
借
人
の
場
合
よ
り
も
、
高
齢
の
賃
借
人
の

場
合
に
は
、
む
し
ろ
、
正
当
化
さ
れ
て
い
な
い
苛
酷
さ
に
行
き
着
き
う
る
の
で
あ
る
。
被
告
は
、
健
康
で
あ
り
、
経
済
的
に
守
ら
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
本
件
事
案
の
特
別
な
事
情
は
、
原
告
ら
の
利
益
が
後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
行
き
着
い
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
ら
は
、
そ
の
間
に
、
原
告
ら
の
本
件
建
物
に
お
い
て
、
二
階
の
住
居
と
屋
階
の
住
居
に
入
居
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
少
な
く
と
も
お
よ
そ
、

原
告
ら
の
自
己
必
要
を
実
現
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
原
告
ら
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
得
よ
う
と
努
め
ら
れ
た
完
全
な
居
住
面
積

に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
屋
階
の
住
居
に
全
部
の
設
備
品
を
収
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
解
決
策
は
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
居
住
状
態
に
対
し
て
、
す
で
に
、
相
当
な
改
善
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
原
告
ら
に
は

4

4

4

4

4

、4・

は
じ
め
か
ら

4

4

4

4

4

、4・

高
齢
の
賃
借
人
が
生
活
す
る
と
こ
ろ
の
建
物
を
取
得
し
た
こ
と
が
周
知
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
つ
け
加
わ
っ

た
。
原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

は
じ
め
か
ら

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
使
用
賃
貸
借
関
係
を
何
の
問
題
も
な
く
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
解
約
告
知
で
き
る
こ
と
か
ら
出
発

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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4
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4
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4

4
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す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
原
告
ら
は
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
被
告
が
退
去
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
本
件
売
買
契
約
締
結

前
の
被
告
の
説
明
を
あ
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
た
と
え
そ
れ
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
法
的
に
有
効
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。・
・
・
・
」）
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（

。

　

第
六
に
、
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
九
六
年
四
月
二
五
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
37
】
ケ
ル
ン
区
裁
判
所
一
九
九
六
年
四
月
二
五
日
判
決）
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

ケ
ル
ン
区
裁
判
所
に
お
け
る
競
売
手
続
き
に
お
い
て
、
本
件
建
物
に
所
在
す
る
二
つ
の
住
居
が
競
売
の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の

ひ
と
つ
の
住
居
は
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
空
い
て
い
た
住
居
で
あ
っ
た
。
原
告
は

4

4

4

、
一
九
九
五
年
三
月
一
六
日
付
の

ケ
ル
ン
区
裁
判
所
の
決
定
に
よ
っ
て
、
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
競
売
に
も
と
づ
い
て
買
い
受
け
た
。
本
件
住
居
の
賃
借
人
ら
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
時
の
時

4

4

4

4

点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

。

　

原
告
は
、
一
九
九
五
年
三
月
二
八
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
九
五
年
六
月
三
〇
日
付
で
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
夫
婦
と

の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

原
告
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
に
つ
い
て
の
原
告
の
諸
々
の
利
益
が
、
被
告
ら
の
側
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
た
「
苛
酷
さ
」

に
つ
い
て
の
理
由
を
凌
駕
す
る
、
と
考
え
た
。
原
告
は
、
大
学
で
勉
学
し
て
い
る
原
告
の
二
人
の
娘
ら
の
よ
り
よ
い
展
開
の
可
能
性
の
た
め
に
、
本
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件
住
居
を
差
し
迫
っ
て
必
要
と
す
る
、
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
人
の
娘
ら
は
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
、
部
分
的
に
、
両
親
の
住
居
に
お
い
て
、

き
わ
め
て
狭
い
部
屋
で
そ
の
他
の
家
族
構
成
員
と
と
も
に
生
活
し
、
部
分
的
に
、
友
人
ら
の
も
と
で
生
活
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
人
の
娘
ら

の
勉
学
の
目
標
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
自
由
な
住
居
市
場
に
お
い
て
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
、
外
国
人
の
女
子
学
生
ら
に

と
っ
て
、
実
際
に
不
可
能
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
夫
婦
は
、
一
九
九
五
年
四
月
一
九
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
は
被
告
ら
に
と
っ
て
特
別
な
「
苛
酷
さ
」

を
意
味
し
た
と
い
う
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
異
議
を
述
べ
た
。
被
告
ら
夫
婦
は
、
今
や
二
三
年
以
来
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
被
告
・
妻
は
、

八
三
歳
で
あ
り
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
も
は
や
本
件
住
居
を
離
れ
な
か
っ
た
。
被
告
・
夫
は
、
八
八
歳
で
、
重
病
で
あ
り
、
死
に
瀕
し
て
い
た
。

七
五
一
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
三
八
ペ
ニ
ヒ
の
金
額
に
お
け
る
月
あ
た
り
の
年
金
か
ら
、
四
九
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
が
、
賃
料
費
用
に
支
払
わ
れ
た
。
被
告
・

夫
は
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
八
日
に
死
亡
し
た
。
被
告
は
、
そ
の
後
も
、
転
居
す
る
こ
と
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
被
告
の
高
齢
お
よ
び
健
康
状
態

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
差
し
迫
っ
た
生
命
の
脅
威
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
主
張
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」）

291
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
は
本
件
解
約
告
知
に
つ
い
て
「
正
当
な
利
益
」
を
有
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
確
か
に
、
原
告
は
、
一
方
に
お
い
て
、
一
九
九
五
年
三
月
二
八
日
付
の
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
よ
っ
て
・・・・
解
約
告
知
し
、
他
方
に
お
い
て
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
た
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
も
有
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
一
月
）

189

件
証
拠
調
べ
は
、
原
告
の
二
人
の
娘
ら
が
本
件
住
居
を
共
同
の
所
帯
を
も
つ
と
い
う
目
的
の
た
め
に
必
要
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
証
人
ら

は
、
当
裁
判
所
に
、
全
部
で
七
人
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
両
親
の
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
お
け
る
現
在
の
居
住
状
態

が
、
証
人
ら
の
個
人
的
な
展
開
に
お
い
て
要
求
で
き
な
い
や
り
方
に
お
い
て
証
人
ら
を
制
限
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
大
学
の
卒
業
試
験
に
対
す
る
準

備
が
、
説
明
さ
れ
た
事
情
に
よ
っ
て
特
別
な
程
度
に
お
い
て
困
難
に
さ
れ
た
こ
と
を
納
得
さ
せ
た
の
で
あ
る
」）
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（

。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
他
方
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に

お
い
て
、
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た

の
で
あ
る
。

　
「
し
か
し
、
被
告
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
一
九
九
五
年
四
月
一
九
日
付
の
形
式
と
期
間
に
適
合
し
た
書
面
に
お
い
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を

述
べ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
は
、
被
告
の
た
め
に
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ

ろ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
事
者
の
両
方
の
側
の
諸
々
の
利
益
の
比
較
衡
量
の
た
め
に
、
八
三
歳
と
い
う
被
告
の
高
齢
、
な
ら
び
に
、
被
告
が
医
師
の
診
断
書
に
よ
っ
て
証

明
し
た
と
こ
ろ
の
被
告
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
が
、
第
一
に
、
決
定
的
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、
被
告
の
病
状
に
も
と
づ
い
て
、
か
な
り
前
か
ら
、

も
は
や
本
件
住
居
を
離
れ
な
か
っ
た
し
、
被
告
の
息
子
お
よ
び
孫
の
世
話
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
被
告
の
現
在
の
生
活
環
境

へ
の
特
別
な
定
着
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
被
告
の
環
境
へ
の
特
別
な
定
着
に
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の
、
今
や
二
三
年
と
い
う
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間

が
つ
け
加
わ
っ
た
。
被
告
の
願
望
に
反
し
て
い
つ
も
の
被
告
の
生
活
環
境
か
ら
被
告
を
引
き
離
す
こ
と
は
、
生
命
の
脅
威
ま
で
の
被
告
の
健
康
状
態

の
な
お
こ
れ
以
上
の
悪
化
を
結
果
と
し
て
と
も
な
う
と
い
う
危
険
が
大
き
か
っ
た
。
全
く
同
様
に
、
被
告
の
高
齢
は
、
す
べ
て
の
人
生
経
験
に
し
た
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が
っ
て
、
新
た
な
住
居
と
居
住
地
域
に
適
応
し
、
そ
こ
で
快
適
に
感
じ
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
。
被
告
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
た
年
齢
に
お
い
て
、

被
告
は
、
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
に
、
比
較
的
大
き
な
損
害
を
こ
う
む
る
こ
と
な
し
に
、
被
告
の
残
り
の
人
生
の
た
め
に
、
自
発
的
で
は
な
い
住
居

と
環
境
の
交
替
に
適
応
す
る
状
態
で
は
も
は
や
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
両
方
の
側
の
諸
々
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
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。

　

自
由
な
住
居
市
場
に
お
い
て
住
居
を
見
出
す
こ
と
は
規
則
正
し
い
収
入
の
な
い
外
国
人
の
女
子
学
生
ら
と
し
て
の
原
告
の
娘
ら
に
と
っ
て
実
際
に

不
可
能
で
あ
る
と
い
う
原
告
の
申
立
て
も
ま
た
、
ほ
か
の
法
的
な
評
価
を
正
当
化
し
な
か
っ
た
。
自
由
な
住
居
市
場
に
お
い
て
住
居
を
見
出
す
こ
と

が
説
明
さ
れ
た
事
情
の
も
と
で
困
難
さ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
さ
え
も
、
知
人
、
す
な
わ
ち
、『
伝
聞
』
を
通
し
て
住
居
を
見
出
す
と
い

う
可
能
性
は
存
在
す
る
。
ひ
と
り
の
証
人
（
ひ
と
り
の
娘
）
は
、
自
分
自
身
で
、
彼
女
が
友
人
ら
か
ら
提
供
さ
れ
た
部
屋
を
手
に
入
れ
た
、
と
申
し

立
て
た
。
本
件
に
お
い
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
被
告
の
側
に
お
け
る
特
別
な
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
に
か
ん
が
み
て
、
原
告
の
娘
ら
が
住
居
を
探

す
こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
原
告
の
娘
ら
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
告
の
娘
ら
の
問
題
は
、
諸
々
の
利
益
の
比
較

衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
被
告
の
諸
々
の
利
益
の
背
後
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
被
告
の
側
に
存
在
す
る
特
別
な
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は
単
に
一
時
的
な
性
質
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
し
、
先
の
見
通
し
と
し
て
は
い
つ
こ
れ
ら
の
事
情
が
存
在
し
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
は
不
確
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
裁
判
所
は
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
三
項
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
の
で
あ
る
」）
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。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
両
方
の
側
の
諸
々
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
が
本
件
住
居
を
取
得
し
た
と
き
に
賃
貸

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、②
原
告
は
、は
じ
め
か
ら
、素
人
の
見
地
か
ら
も
、「
自

己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
を
貫
徹
す
る
と
き
に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、③
そ
れ
に
対
し
て
、

本
件
に
お
い
て
同
じ
本
件
建
物
に
お
い
て
競
売
の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
空
い
て
い
た
住
居
の
た
め
に
は
、
確
か
に
、
よ
り
高
い
価
格
が
支

払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
原
告
の
娘
ら
が
そ
の
取
得
直
後
に
そ
こ
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
保

証
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
七
に
、
ツ
ヴ
ィ
カ
ウ
地
方
裁
判
所
一
九
九
七
年
一
二
月
一
二
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
38
】
ツ
ヴ
ィ
カ
ウ
地
方
裁
判
所
一
九
九
七
年
一
二
月
一
二
日
判
決）
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
二
五
年
以
来
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
被
告
は
、
そ
の
間
に
、
八
四
歳
で
あ
っ
た
し
、
病
気
で
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障
害
が
あ
っ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
住
居
を
取
得
し
た
う
え
で
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請

求
し
た
。

　

地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
は
、
原
告
ら
で
あ
っ
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
許
容
し
う
る
本
件
控
訴
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」）
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（

、
と
判
断
し
、
原
告
ら
の
本
件
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
取
得
時

に
お
け
る
賃
貸
人
ら
の
態
様
・
認
識
を
重
要
視
し
た
う
え
で
、賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、地
方
裁
判
所
は
、

賃
貸
人
ら
に
は
、
新
た
な
法
的
な
状
況
に
つ
い
て
の
照
会
義
務
ま
で
も
あ
る
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
・
・
・
・
本
件
控
訴
審
手
続
き
に
お
け
る
原
告
ら
の
側
の
申
立
て
は
区
裁
判
所
の
判
決
の
変
更
を
正
当
化
し
な
か
っ
た
・
・
・
・
本
件
賃
貸
目

4

4

4

4

4

的
物
の
取
得
の
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
賃
貸
目
的
物
に
は
か
な
り
高
齢
の
二
人
の
賃
借
人
ら
が
い
た
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
に
周
知
で
あ
っ
た
。
原
告
ら
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ド4

イ
ツ
法
は
社
会
的
な
使
用
賃
貸
借
法
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
ま
さ
し
く
、
か
な
り
高
齢
の
人
々
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

何
の
問
題
も
な
く

4

4

4

4

4

4

4

、4・

住
居
か
ら
解
約
告
知
さ
れ
る
こ
と
は
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
な
い
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む
し
ろ

4

4

4

、
ま
さ
し
く
、
か
な
り
高
齢
の
人
々
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

住
居
の
交
替
は
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
特
別
な
社
会
的
な
保
護
が
存
在
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。・
・
・
・

原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

存
続
し
て
い
る
使
用
賃
貸
借
関
係
に
関
す
る
原
告
ら
の
知
識
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
別
な
注
意
と
慎
重
さ
を
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
が
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
し

4

4

、4・

場
合
に
よ
っ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
新
し
か
っ
た
と
こ
ろ
の
法
的
な
状
況
に
つ
い
て
照
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
ろ
う
。
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被
告
が
一
度
い
つ
か
将
来
退
去
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
か
も
し
れ
な
い
限
り
で
は
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
被
告
の
特
別
な
法
的
拘
束
の
意

思
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
表
明
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
、
か
な
り
高
齢
の
人
々
に
お
い
て
は
、
彼
ら
が
、
不
必
要
に
当
該
使

用
賃
貸
借
関
係
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
、
全
く
退
去
に
同
意
し
て
い
る
と
表
明
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
、
当
該
住
居
を
交
替
す
る
こ
と

に
関
し
て
大
変
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
は
、
具
体
的
な
退
去
の
日
付
に
言
及
し
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
、
当
該
表
明
に
拘
束
力
の
な
い
こ
と
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
し
た
。
か
な
り
高
齢
の
人
々

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

八
〇
歳
を

4

4

4

4

超
え
た
人
々
は

4

4

4

4

4

4

、4・

ほ
と
ん
ど
四
半
世
紀
以
来
居
住
す
る
と
こ
ろ
の
住
居
か
ら
退
去
す
る
と
い
う
精
神
的
な
柔
軟
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

情
緒
的
な
柔
軟
性
を

4

4

4

4

4

4

4

4

も
は
や
備
え
て
い
な
い
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
般
的
な
心
理
学
上
の
事
実
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・

　

原
告
ら
に
と
っ
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
要
求
し
う
る
よ
う
に
、
高
齢
で
障
害
の
あ
る
被
告
に
と
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終

了
は
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
か
な
り
高
齢
の
人
々
の
特
別
な
保
護
の
必
要
性
は
、
特
に
、
か
な
り
高
齢
の
人
々
が
病
気
で
障
害
の
あ
る
と
き
に
は
、

裁
判
例
に
お
い
て
、
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。・
・
・
・
こ
れ
ら
の
裁
判
例
に
関
す
る
概
観
は
、
高
齢
の
人
々
が
ド
イ
ツ
の
使
用
賃
貸
借
法
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
保
護
を
享
受
す
る
の
か
と
い
う
点
を
示
し
た
。

　

本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
当
部
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
引
用
さ
れ
た
裁
判
例
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
な
状
況
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
被
告
は
、

そ
の
間
に
、
八
四
歳
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、
病
気
で
障
害
が
あ
っ
た
し
、
二
五
年
以
来
、
本
件
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
。
被
告
の
た
め
に
あ

る
住
居
が
す
ぐ
近
く
に
調
達
さ
れ
う
る
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ
て
さ
え
も
、
こ
の
こ
と
は
、
本
件
解
約
告
知
お
よ
び
被
告
に
よ
る
明
渡
し
が
要

求
で
き
る
こ
と
に
行
き
着
か
な
か
っ
た
。
か
な
り
高
齢
の
人
々
に
と
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
す
で
に
住
居
の
交
替
そ
れ
自
体
だ
け
で
、
そ
の
住
居
が
旧
住

居
の
近
隣
に
存
在
し
よ
う
と
も
、
た
と
え
ば
、
異
な
る
住
居
の
様
式
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
混
乱
さ
せ
、
妨
害
す
る
も
の
で
あ
り
う
る
。
特
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に
、
か
な
り
古
く
な
っ
た
建
物
に
お
い
て
、
あ
る
住
居
は
、
ほ
か
の
住
居
と
同
様
で
は
な
い
。
そ
の
場
合
に
、
か
な
り
高
齢
の
人
々
は
、
古
く
な
っ

た
建
物
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
と
も
、
ま
た
は
、
新
た
な
建
物
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
と
も
、
新
た
な
住
居
に
お
い
て
勝
手
が
わ
か
る
の

は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
被
告
が
、
原
告
ら
の
見
解
と
は
異
な
り
、
本
当
に
障
害
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
九
七
年
一
一
月
五
日
付
の
Ｙ
病
院
の
主
任
医
師
・
私
講
師
・
医
学
博
士
・

Ｘ
の
報
告
か
ら
判
明
し
た
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、
一
九
九
七
年
一
一
月
三
日
に
、
当
該
病
院
に
入
院
さ
せ
ら
れ
、
差
し
迫
っ
て
必
要
不

可
欠
な
延
期
不
可
能
な
手
術
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

・
・
・
・
そ
の
他
の
点
で
は
、
原
告
ら
自
身
は
、
新
た
な
住
居
を
探
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
か
つ
て
の
住
居
を
賃
貸
借
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

原
告
ら
は
、
被
告
よ
り
も
、
よ
り
若
く
、
そ
れ
と
と
も
に
、
よ
り
柔
軟
で
あ
る
の
で
あ
る
」）
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。

　

第
八
に
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
区
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
〇
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
39
】
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
区
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
〇
日
判
決）
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
ら
は
、
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
一
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
四
〇
年

以
来
生
活
し
て
い
た
。
被
告
ら
の
全
賃
料
は
、
四
四
六
ユ
ー
ロ
五
九
セ
ン
ト
で
あ
り
、
当
該
金
額
は
、
三
〇
ユ
ー
ロ
六
八
セ
ン
ト
の
車
庫
の
賃
料
、

お
よ
び
、
五
三
ユ
ー
ロ
九
四
セ
ン
ト
の
付
帯
費
用
の
前
納
額
を
含
ん
で
い
た
。
他
方
に
お
い
て
、
原
告
は
、
競
売
手
続
き
に
お
い
て
、
本
件
住
居
を
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買
い
受
け
た
。
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
一
日
に
、
本
件
建
物
の
一
階
の
全
部
の
住
居
に
つ
い
て
の
所
有
権
が
、
地
下
室
お
よ
び
車
庫
と
も
ど
も
、
原

告
に
譲
渡
さ
れ
た
。
登
記
簿
へ
の
登
記
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
六
日
に
行
わ
れ
た
。

　

原
告
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
訴
訟
代
理
人
を
通
し
て
、
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
ら
に
対
し
、
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
本
件
解
約
告
知
は
、「
自
己
必
要
」
を
も
っ
て
理
由
づ
け
ら
れ
た
。
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
四
日
付

の
書
面
を
も
っ
て
、
な
ら
び
に
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
七
日
付
の
訴
訟
代
理
人
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
原
告
は
、

二
〇
〇
六
年
三
月
一
六
日
に
所
有
権
者
と
し
て
登
記
さ
れ
た
あ
と
で
、
も
う
一
度
、
二
〇
〇
六
年
六
月
三
〇
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
二
〇
〇
六
年

一
二
月
三
一
日
付
で
解
約
告
知
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
、
今
回
も
ま
た
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
申
し
立
て
た
。
被
告
ら
は
、
こ
の
解
約
告

知
に
も
異
議
を
述
べ
た
。
原
告
は
、
当
事
者
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
、
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日
付
で
、
補
助

的
に
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
三
一
日
付
で
終
了
し
た
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
彼
の
妻
、
お
よ
び
、
一
九
九
二
年
と
一
九
九
五
年
に
生
ま
れ
た
彼
の
子
供
ら
と
と
も

に
、
三
つ
の
部
屋
、
台
所
、
お
よ
び
、
浴
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
子
供
ら
は
、
お
よ
そ
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住
面

積
を
備
え
た
ひ
と
つ
の
部
屋
を
分
か
ち
あ
っ
て
い
た
。
子
供
ら
は
、
異
な
っ
た
性
別
で
あ
り
、
そ
の
つ
ど
、
固
有
の
部
屋
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
原
告
が
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
に
転
居
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
告
は
、
被
告

ら
の
本
件
住
居
を
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
も
の
に
拡
張
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
そ
の
建
築
許
可
手
続
き
は
、
す
で
に
発
せ
ら
れ
た
。
一

階
の
本
件
住
居
に
お
け
る
改
築
は
、
取
り
つ
け
ら
れ
た
階
段
を
通
し
て
地
下
室
の
住
居
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
ほ
ど
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
原
告
の
現
在
の
住
居
は
庭
を
有
し
な
か
っ
た
。
計
画
さ
れ
た
改
築
は
、
原
告
の
妻
に
、
独
立
し
た
仕
事
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部
屋
を
持
つ
こ
と
を
も
可
能
に
す
る
。
ま
た
、
原
告
は
、
経
済
的
な
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、
本
件
住
居
を
必
要
と
し
た
。
原
告
は
、
本
件
住

居
に
か
か
わ
る
融
資
費
用
を
支
払
い
、
同
時
に
、
現
在
居
住
し
て
い
た
住
居
の
賃
料
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
本
件
住
居
を

自
分
自
身
で
使
用
す
る
場
合
に
の
み
、
自
宅
手
当
を
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
原
告
は
、
被
告
ら
の
状
況
に
対
し
て
目
を
閉
ざ
し
て

は
い
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
老
齢
者
に
適
合
し
た
住
宅
団
地
に
お
い
て
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
隔
た
っ
て
、
被
告
ら
の
た
め
の
代
替
住
居
を
見
出
そ
う

と
努
め
た
。
そ
の
代
替
住
居
は
、
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
コ
ス
ト
の
安
い
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
利
益
の
比
較
衡

量
に
お
い
て
、
原
告
の
状
況
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
優
位
を
見
て
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
は
、
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住
面
積
の
み
で
あ

り
、
お
よ
そ
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
へ
の
本
件
住
居
の
拡
張
の
意
図
と
可
能
性
は
、
否
認
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
解
約

告
知
に
有
効
に
異
議
を
述
べ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
被
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
期
間
の
定
め
の
な
い
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

八
一
歳
と
八
五
歳
の
被
告
ら
は
、
健
康
的
に
、
強
く
そ
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
被
告
・
夫
は
、
転
移
す
る
前
立
腺
癌
、
高
血
圧
症
、
お
よ
び
、
退
化
し

つ
つ
あ
る
脊
柱
症
候
群
に
苦
し
ん
で
い
た
。
被
告
・
夫
は
、
癌
の
病
気
の
た
め
に
、
何
度
か
手
術
さ
れ
た
。
被
告
・
妻
は
、
ほ
と
ん
ど
盲
目
で
あ
り
、

な
お
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
視
力
の
み
を
有
し
て
い
た
。
被
告
・
妻
は
、
未
知
の
環
境
に
お
い
て
、
完
全
に
、
自
己
の
位
置
づ
け
の
で
き
な
い
、
頼
る

も
の
の
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
被
告
・
妻
は
、
心
機
能
障
害
、
高
血
圧
症
に
苦
し
み
、
一
九
九
九
年
以
来
、
同
じ
く
、
癌
に
な
っ
た
。
被

告
ら
の
高
齢
と
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
転
居
す
る
こ
と
は
、
相
当
な
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
新
た
な
環
境
へ
の

転
居
は
、
高
齢
の
人
々
と
し
て
の
被
告
ら
に
と
っ
て
、
特
に
、
被
告
・
妻
に
と
っ
て
、
彼
女
の
失
明
に
も
と
づ
い
て
、
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味

し
た
。
諸
々
の
利
益
の
比
較
衡
量
は
、全
く
明
確
に
、被
告
ら
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
。
被
告
ら
は
、高
齢
で
あ
り
、重
大
な
病
気
で
あ
っ
た
。
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も
っ
ぱ
ら
こ
の
理
由
だ
け
か
ら
、
被
告
ら
は
、
四
〇
年
以
来
存
続
し
て
い
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
期
間
の
定
め
の
な
い
継
続
に
つ
い
て
、
正
当

な
、
優
先
す
る
利
益
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
本
件
住
居
を
そ
の
家
族
と
と
も
に
使
用
す
る
と
い
う
原
告
の
利
益
は
、
そ
の
背
後
に
退
い
て
い
た
。
原

告
は
、
本
件
住
居
に
か
か
わ
る
所
有
権
を
取
得
す
る
前
に
、
本
件
建
物
の
居
住
者
ら
、
特
に
、
被
告
ら
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
た
原
告
の
本
件
解
約
告
知
に
対
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条

に
し
た
が
っ
て
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ

条
一
項
、
二
項
二
文
」）

298
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量

に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定

し
た
の
で
あ
る
。

　
「
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
う
と
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
原
告
の
側
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
の
た
め
の
理
由
（
経
済
的
な
状
況
、
自
分
自
身

の
住
居
の
状
況
、
家
族
の
状
況
）
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
適
切
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
不
確
定
で
あ
り
う
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
証
拠
調
べ

は
、
必
要
で
は
な
い
。
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
申
し
立
て
ら
れ
た
理
由
が
適
切
な
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
る
場
合
で
さ
え
も
、
両
方
の
側
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の
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
被
告
ら
が
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

被
告
ら
に
お
い
て
は
、
す
で
に
ほ
と
ん
ど
四
〇
年
以
来
本
件
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
八
一
歳
と
八
五
歳
の
夫
婦
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
被
告
・
妻
は
、
ほ
と
ん
ど
盲
目
に
な
っ
た
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
裁
判
所
は
、
口
頭
弁
論
に

お
い
て
、
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
被
告
ら
が
ど
れ
ほ
ど
重
大
に
病
気
で
あ
る
の
か
い
う
問
題
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
す
で
に
四
〇
年
を
超
え
て
以
来
本
件
住
居
に
定
住

し
て
い
る
と
こ
ろ
の
高
齢
の
夫
婦
の
利
益
が
、
本
件
住
居
を
買
い
受
け
た
所
有
権
者
の
利
益
を
凌
駕
し
た
。
諸
々
の
利
益
を
全
部
評
価
す
る
こ
と
に

し
た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
明
確
に
、
本
件
住
居
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
と
も
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ

い
て
の
被
告
ら
の
利
益
は
、
明
ら
か
に
、
原
告
の
利
益
よ
り
も
、
よ
り
高
度
に
重
み
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
は

4

4

4

、4・

二
〇
〇
五
年
の
終
わ
り
に
は
じ
め
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
買
い
受
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
〇
〇
六
年
三
月
に
は
じ
め
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

所
有
権
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4 

4

た
。
原
告
は

4

4

4

4

、4・

買
受
け
前
に

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
に
関
す
る
観
念
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
に
よ
っ
て
買
い
受
け
ら
れ
た
本
件
住
居
に
お
け
る
居
住

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

状
態
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
自
宅
手
当
て
を
融
資
の
構
想
に
組
み
込
む
こ
と
、
お
よ
び
、
取
得
さ
れ
た
本
件
住
居
の
た
め
の
融
資
の
分
割
払
い

金
の
支
払
い
と
自
分
自
身
の
住
居
の
た
め
の
賃
料
の
支
払
い
に
よ
る
二
重
の
支
払
義
務
の
よ
う
な
経
済
的
な
観
点
は
、
被
告
ら
の
利
益
の
背
後
に
退

い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
対
応
す
る
緊
張
し
た
経
済
的
状
況
に
お
い
て
、
原
告
は
、
と
り
わ
け
、
自
宅
手
当
て
を
獲
得
で
き
る
た
め
に
、

取
得
さ
れ
た
住
居
に
す
ぐ
に
入
居
で
き
る
こ
と
に
価
値
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
原
告
は

4

4

4

、4・

意
識
し
て

4

4

4

4

、4・

四
〇
年
以
来
高
齢
の

4

4

4

4

4

4

4

4

夫
婦
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
を
買
い
受
け
る
こ
と
の
ほ
う
を
取
る
こ
と
に
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
異
な
っ
た
性

別
の
子
供
ら
の
た
め
に
分
離
さ
れ
た
子
供
部
屋
を
任
意
に
使
わ
せ
、
な
ら
び
に
、
仕
事
部
屋
と
庭
を
自
由
に
使
用
で
き
る
と
い
う
利
益
を
、
き
わ
め
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て
十
分
に
認
め
た
。
し
か
し
、
原
則
と
し
て
、
正
当
な
、
か
つ
、
理
解
で
き
る
利
益
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
、
原
告
の
必
要
、
同
じ
く
、
原
告
の
家

族
の
必
要
に
近
い
よ
り
適
当
な
目
的
物
を
く
ま
な
く
探
す
こ
と
は
、
原
告
の
義
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
被
告
ら
に
お
い
て
は
、
高
齢
の
夫
婦
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
数
十
年
以
来
、
直
接
の
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
だ

け
で
は
な
く
、
特
に
、
本
件
住
居
自
体
に
も
定
住
し
、
熟
知
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
、
失
明
し
た
被
告
・
妻
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
裁
判
所
は
、
弁
論
期
日
に
お
い
て
、
被
告
ら
の
個
人
的
な
印
象
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
・
夫

は
、
明
ら
か
に
、
自
己
お
よ
び
妻
の
こ
と
を
心
配
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
被
告
・
夫
の
援
助
を
も
っ
て
、
長
い
間
周
知
し
て
い
る
本
件
住
居
に
お
い

て
、
視
力
な
し
に
も
勝
手
が
わ
か
る
こ
と
が
、
被
告
・
妻
に
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
病
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
、
失
明
し
た
被
告
・
妻

の
個
人
的
な
状
態
、
お
よ
び
、
本
件
住
居
に
数
十
年
に
わ
た
っ
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
件
住
居
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告

ら
の
利
益
の
優
位
の
た
め
に
、
決
定
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
裁
判
所
は
、
原
告
が
、
特
に
看
護
さ
れ
た
居
住
の
領
域
に
お
い
て
、
被
告
ら
に
別
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
こ
と
を
見
誤
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
自
己
の
四
つ
の
壁
の
な
か
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
が
、
い
つ
、
高
齢
と
い
う
理
由
ま
た
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
放
棄
さ
れ
る

の
か
と
い
う
点
は
、
お
の
お
の
の
個
人
の
個
人
的
な
決
定
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
高
齢
者
の
威
厳
は
、
そ
の
よ
う
な
決
定
が
な

お
行
わ
れ
う
る
限
り
、
自
分
自
身
の
住
居
に
自
己
責
任
に
も
と
づ
い
て
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
が
、
い
つ
、
も
は
や
可
能
で
は
な
い
と
い
う
点
を
自

分
自
身
で
決
定
す
る
こ
と
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
理
性
の
観
点
を
も
ち
だ
す
と
こ
ろ
の
客
観
的
な
第
三
者
の
基
準
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
。
年
を
と
っ
た
お
の
お
の
の
個
々
の
人
は
、
彼
が
こ
の
こ
と
を
な
お
す
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
、
自
己
の
四
つ
の
壁
の
な
か
に
自
己
責

任
に
も
と
づ
い
て
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
が
、
い
つ
、
も
は
や
可
能
で
は
な
い
と
い
う
点
を
自
分
自
身
で
決
定
す
る
可
能
性
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
現
在
の
状
況
に
お
い
て
、
被
告
・
夫
の
援
助
、
お
よ
び
、
被
告
ら
夫
婦
自
体
が
な
お
一
緒
に
い
る
こ
と
に
も
と
づ

い
て
、
四
〇
年
以
来
熟
知
し
て
い
る
周
辺
の
地
域
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
が
な
お
可
能
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
二
文
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る

こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。・
・
・
・
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
も
は
や
苛
酷
さ
で
あ
る
と
思
わ
せ
な
い
と
こ

ろ
の
理
由
が
生
じ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
、
い
つ
生
じ
る
か
と
い
う
点
は
、
予
測
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

299
（

。

　

第
九
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
ミ
ッ
テ
区
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
40
】
ベ
ル
リ
ン
・
ミ
ッ
テ
区
裁
判
所
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
判
決）

300
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
は
、一
九
八
〇
年
か
ら
、ベ
ル
リ
ン
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
、ひ
と
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
七
年
三
月
二
七
日
付
で
、
当
時
の
賃
貸
人
は
、
住
居
所
有
権
に
変
更
さ
れ
た
本
件
住
居
を
、
Ａ
に
譲
渡
し
、
そ
の
売
買
契
約
の
一
一
条
の

も
と
で
、
Ａ
が
、
現
在
の
賃
借
人
に
対
し
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
解
約
告
知
を
意
思
表
示
し
な
い
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、

本
件
住
居
の
な
お
こ
れ
以
上
の
売
買
の
場
合
に
、
そ
の
時
々
の
権
利
の
承
継
者
に
も
、
対
応
し
て
そ
の
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
を
合
意
し
た
。

　

Ａ
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
一
五
日
付
の
売
買
契
約
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
を
さ
ら
に
原
告
ら
に
売
買
し
、
原
告
ら
は
、
所
有
権
の
名
義
の
書
換
え

を
も
っ
て
、
賃
貸
人
と
し
て
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
に
入
っ
た
。
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原
告
ら
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
三
一
日
に
到
達
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
に
対
し
て
、
二
〇
一
二
年
五
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借

関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
を
、
原
告
ら
の
実
の
娘
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
も
っ
て
理
由
づ
け
た
。
被
告
は
、

二
〇
一
二
年
三
月
二
八
日
に
到
達
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
期
間
の
定
め
の
な
い
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を

請
求
し
た
。
原
告
ら
は
、
被
告
に
対
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
請
求
し
た
。

　

原
告
ら
は
、次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、本
件
住
居
は
、原
告
ら
の
現
在
三
五
歳
の
娘
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
。
原
告
ら
の
娘
は
、現
在
、

あ
る
住
居
共
同
体
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
部
屋
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
ら
の
娘
は
、
数
年
来
、
そ
の
区
域
の
環
境
に
社
会
的
に
定
着
し
て
い
た
。
原

告
ら
の
娘
は
、
独
立
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
月
あ
た
り
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
実
質
収
入
の
み
を
も
っ
て
い
た
。
原
告
ら
の
娘
は
、

自
由
な
住
居
市
場
に
お
い
て
、
彼
女
の
経
済
的
な
出
発
点
と
し
て
の
状
況
に
お
い
て
、
比
較
で
き
る
住
居
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
理
由
に
お
い
て
も
、
本
件
住
居
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
件
住
居
に
お
い
て
、
職
業
的
な
利
用
も
ま
た
、
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
次
の
よ
う
に
申
し
立
て
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
解
約
告
知
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
通
常
で
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味

し
た
。
被
告
は
、
す
で
に
、
一
九
六
七
年
以
来
、
絶
え
間
な
く
、
本
件
住
居
に
居
住
し
、
本
件
住
居
お
よ
び
そ
の
直
接
の
周
辺
の
地
域
へ
の
強
度
の

精
神
的
な
結
び
つ
き
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
（M

enierschen K
rankheit

）、
難
聴
、
抑
鬱
症
、
お
よ
び
、
適
応
障
害

に
苦
し
ん
で
い
た
。
被
告
の
健
康
状
態
は
、
現
在
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
か
ら
の
退
去
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
悪
化
す
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
差
し
迫
る
本
件
住
居
の
喪
失
は
、
被
告
に
お
い
て
、
自
殺
の
危
険
に
行
き
着
き
、
被
告
は
、
被
告
の
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、

活
発
に
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
状
態
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
支
払
可
能
な
代
替
住
居
は
、
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
ア
ー
ベ
ル
ク
と
い
う

古
い
地
区
に
お
い
て
、
実
際
に
、
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
、
許
容
し
う
る
が
、
し
か
し
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

原
告
ら
は
、
被
告
に
対
し
て
・
・
・
・
明
渡
請
求
権
を
有
し
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
、
原
告
ら
は
、
証
拠
調
べ
の
結
果
に
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
一
項
お
よ
び
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係

の
終
了
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
を
有
し
た
。

　

し
か
し
、
被
告
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
存
在
し
、
当
該
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は
、

被
告
の
異
議
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
に
し
た
が
っ
て
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
行
き
着

い
た
の
で
あ
る
」）

301
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量

に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
賃
貸
人
ら
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定

し
た
の
で
あ
る
。

　
「
し
か
し
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意

味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

被
告
は
・
・
・
・
有
効
に
、
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
異
議
を
述
べ
た
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
す
で
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
二
項
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
存
在
し
た
。
と
い
う
の
は
、
要
求
で
き
る
条
件
の
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相
当
な
代
替
住
居
は
、
被
告
の
た
め
に
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

被
告
は
、
被
告
の
母
が
、
一
九
六
七
年
に
、
原
告
ら
の
前
主
と
、
本
件
住
居
に
関
し
て
締
結
し
た
と
こ
ろ
の
使
用
賃
貸
借
契
約
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
被
告
が
、
す
で
に
四
五
年
以
来
、
か
つ
、
す
で
に
被
告
の
幼
年
時
代
か
ら
、
本
件
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
ま
さ
し
く
、
本
件
住
居
お
よ
び
そ
の
居
住
環
境
と
被
告
と
の
特
別
な
定
着
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
定
着

は
、
ベ
ル
リ
ン
の
広
い
区
域
内
に
お
け
る
代
替
住
居
を
被
告
に
指
摘
し
な
い
こ
と
を
例
外
的
に
正
当
化
し
、
む
し
ろ
、
区
域
的
な
周
辺
の
地
域
に
お

け
る
代
替
住
居
だ
け
が
被
告
に
と
っ
て
要
求
で
き
る
こ
と
に
行
き
着
く
の
で
あ
る
。
区
域
的
な
周
辺
の
地
域
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
、
被
告
が
、
鑑

定
人
に
よ
っ
て
診
断
さ
れ
た
よ
う
に
、
人
格
障
害
に
苦
し
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
、
健
康
な
賃
借
人
よ
り
も
、
被
告
に
は
よ
り
少
な
く

要
求
さ
れ
う
る
と
い
う
事
実
に
も
と
づ
い
て
も
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

被
告
は
、
ハ
ル
ツ
Ⅳ
の
受
給
者
（B

ezieher
）
で
あ
る
。
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
ア
ー
ベ
ル
ク
地
区
に
お
い
て
、
被
告
の
経
済
的
な
可
能
性
に
と
っ
て
、

要
求
で
き
る
代
替
住
居
が
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
裁
判
所
に
周
知
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
区
域
的
な
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、
自
由
な

住
居
市
場
に
お
い
て
、
月
あ
た
り
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
実
質
収
入
の
場
合
に
、
比
較
で
き
る
住
居
は
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
明
確
に
申
し

立
て
た
と
こ
ろ
の
原
告
ら
自
身
に
よ
っ
て
も
、
明
ら
か
に
そ
の
よ
う
に
見
て
取
ら
れ
た
。
本
件
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
被
告
に
と
っ
て
、
被
告
が

ハ
ル
ツ
Ⅳ
を
受
給
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
も
と
づ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
被
告
の
病
状
に
も
と
づ
い
て
も
、
使
用
賃
貸
借
の
志
望
者
と
し
て
、
競

争
相
手
に
対
し
て
勝
利
を
お
さ
め
る
こ
と
は
特
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
当
裁
判
所
は
、
二
つ
の
弁
論
期
日
に
お
い
て
、
被
告
か
ら

得
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
個
人
的
な
印
象
に
も
と
づ
い
て
、
し
か
し
、
医
学
上
の
鑑
定
書
に
お
け
る
確
定
に
も
と
づ
い
て
も
ま
た
、
被
告
が
、
精
神
的
に

特
に
不
安
定
で
あ
り
、
す
で
に
、
な
お
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
薬
に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
精
神
科
医
の
病
歴
を
経
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験
ず
み
で
あ
り
、
そ
し
て
、
人
格
障
害
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
の
な
か
に
、
な
お
こ
れ
以
上
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
鑑

定
人
は
、
確
か
に
、
現
在
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
自
殺
の
危
険
を
確
認
し
た
が
、
し
か
し
、
被
告
に
お
い
て
、
自
殺
す
る
傾
向
の
あ
る
行
為
が
・・・・

具
体
的
な
徴
候
の
な
い
ほ
か
の
人
々
に
お
け
る
よ
り
も
、
よ
り
近
い
こ
と
を
排
除
し
な
か
っ
た
。
鑑
定
人
は
、
な
お
こ
れ
以
上
の
経
過
に
お
い
て
、

特
に
、
強
制
明
渡
し
の
場
合
に
お
い
て
、
被
告
の
自
殺
傾
向
が
高
め
ら
れ
う
る
こ
と
を
も
排
除
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
限
り
で
の
み
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
と
被
告

の
利
益
と
の
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
お
よ
び
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
、
賃
貸
人
の
利
益
と
対
比
さ
せ
ら
れ
、
賃
貸
人
の

利
益
と
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
確
定
さ
れ
た
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
に
お
い
て
・
・
・
・
本
件
事
案
の
再
度
の
徹
底
的
な

審
理
に
し
た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
う
と
、
被
告
の
利
益
は
、
原
告
ら
の
利
益
よ
り
も
優
位
を
占
め
て
い
た
。

　

確
か
に
、
所
有
権
は
、
憲
法
に
し
た
が
っ
て
保
護
さ
れ
た
法
益
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
被
告
が
す
で
に
四
五
年
以
来

行
使
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
占
有
権
に
も
妥
当
す
る
。
さ
ら
に
、
原
告
ら
は

4
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、4・
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っ
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も
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一
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こ
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発
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こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。

　

原
告
ら
は

4

4

4

4

、
こ
の
点
で
は
、
す
で
に
本
件
売
買
の
時
点
に
お
い
て

4
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4

4

4

4

4

4
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4

4

・
・
・
・
重
度
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障
害
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の
援
助
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
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て
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原
告
ら
の
自
己
使
用
に
つ
い
て
の
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利
益
に
、
少
な
く
と
も
真
摯
に
受
け
と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
被
告
に
と
っ
て
の
健
康
の
危
険
が
直
面
し
た
。
被
告
は
、
高
め
ら
れ

た
基
礎
と
な
る
自
殺
傾
向
を
も
ち
、
こ
の
自
殺
傾
向
が
い
つ
も
の
周
辺
の
地
域
か
ら
の
退
去
に
よ
っ
て
な
お
高
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
排
除
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

被
告
の
健
康
に
つ
い
て
の
利
益
は
、当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
う
と
、原
告
ら
の
利
益
よ
り
も
優
位
を
占
め
て
い
た
。
も
っ
ぱ
ら
、す
で
に
個
々

の
場
合
の
助
力
者
が
被
告
を
援
助
し
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
、
被
告
が
、
ま
さ
し
く
、
健
康
な
人
の
よ
う
に
、
自
己
の
利
益
を
独
力
で
主
張
す
る
状

況
に
は
な
く
、
さ
ら
に
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
状
況
に
さ
え
も
、
ま
た
、
転
居
を
実
行
す
る
状
況
に
さ
え
も
な
か
っ
た
こ
と
を
も
示
し
た

の
で
あ
る
。
個
々
の
場
合
の
助
力
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
が
ら
が
成
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
追
加
的
に
、
特
に
、
被
告
の
特
別

な
個
人
的
な
状
況
に
も
と
づ
い
て
、
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
ア
ー
ベ
ル
ク
地
区
に
お
い
て
要
求
で
き
る
代
替
住
居
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
被
告
に
と
っ
て
可

能
で
は
な
い
こ
と
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
事
者
は
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二

項
一
文
に
し
た
が
っ
て
、
判
決
に
よ
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
被
告

に
お
い
て
い
つ
存
在
し
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
は
予
測
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
二
文
に
し
た

が
っ
て
、
期
間
の
定
め
の
な
い
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
の
判
決
が
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

302
（

。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
住
居
の
購
入
の
と
き
に
、
賃
貸
借
と
い
う
状
態
に
関
し
て
わ
か
っ
て
い
た
し
、

少
な
く
と
も
、
原
告
ら
の
賃
借
人
が
す
で
に
一
九
八
〇
年
か
ら
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
②

原
告
ら
は
、
す
で
に
本
件
売
買
の
時
点
に
お
い
て
、
重
度
に
障
害
の
あ
る
と
格
付
け
さ
れ
、
州
の
健
康
・
社
会
福
祉
庁
の
援
助
を
受
け
て
い
た
と
こ
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ろ
の
被
告
（
賃
借
人
）
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
③
も
っ
ぱ
ら
原
告
ら
の
娘
の
利
用
の
た
め
に
だ
け
あ

る
住
居
を
取
得
す
る
こ
と
が
原
告
ら
の
関
心
事
で
あ
っ
た
場
合
に
、
空
い
て
い
る
住
居
を
直
接
購
入
す
る
こ
と
は
、
原
告
ら
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ

て
も
い
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

②
当
該
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　

次
に
、
当
該
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
考
察
し
た
い
。

　

一　

は
じ
め
に
、
賃
貸
人
は
、
そ
の
「
自
己
必
要
」
が
生
じ
る
前
に
賃
貸
借
さ
れ
て
い
た
諸
々
の
住
居
の
な
か
で
、
当
該
解
約
告
知
の
対
象
を
選

択
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
た
と
こ
ろ
の
裁
判
例
と
し
て
、
ジ
ー
ゲ
ン
地
方
裁

判
所
一
九
八
九
年
八
月
三
〇
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
41
】
ジ
ー
ゲ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
八
月
三
〇
日
判
決）

303
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

被
告
は
、
原
告
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
被
告
は
、
七
六
歳
で
あ
り
、
一
九
六
九
年
三
月
一
日
以
来
、
本
件
住
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居
に
居
住
し
て
い
た
。
被
告
は
、
二
三
の
部
分
的
に
年
齢
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
病
気
の
病
状
に
苦
し
ん
で
い
た
。
一
九
八
八
年
一
月
二
八
日
に
、
原

告
（
賃
貸
人
）
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
原
告
の
娘
（
お
よ
び
、
そ

の
三
人
の
子
供
ら
）
の
特
別
な
家
族
的
関
係
、
お
よ
び
、
そ
の
こ
と
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
る
特
有
の
経
済
的
な
負
担
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
の
本

件
住
居
を
原
告
の
娘
の
た
め
に
使
用
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告

知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。

　

原
告
の
本
件
建
物
に
は
、
ほ
か
の
二
つ
の
住
居
が
所
在
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
住
居
は
い
ず
れ
も
賃
貸
借
さ
れ
て
い
た
。
原
告
の
本
件
住
居

に
つ
い
て
の
必
要
性
は
、
本
件
住
居
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
住
居
の
賃
貸
借
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
第
一
に
、「
原
告
の
本
件
解
約
告
知
の
正
当
さ
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
か
ら
判
明
し
た
」）

304
（

、
第
二
に
、

「
被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
」）

305
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
第
一
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
正
当
で

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
・
・
・
・
原
告
は
、
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
の
本
件
住
居
を
、
原
告
の
娘
お
よ
び
そ
の
三
人
の
子
供
ら
に
よ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
保
護
領
域
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
使
用
さ
せ
て
お
き
た
か
っ
た
。
当
部
は
、
こ
の

よ
う
な
願
望
を
、
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
標
準
的
な
判
決）

306
（

に
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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し
、
当
部
の
判
決
を
見
出
す
こ
と
の
基
礎
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
か
異
な
る
こ
と
は
、
当
該
自
己
使
用
の
願
望
が
口
実
に
さ
れ

た
だ
け
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
当
該
解
約
告
知
が
権
利
の
濫
用
で
あ
る
場
合
に
だ
け
妥
当
し
う
る
。

　

自
己
使
用
の
願
望
の
真
摯
さ
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
自
己
使
用
の
願
望
を
単
に
口
実
に
し
た
こ
と
の
た
め
の
根
拠
を
、
被
告
は
主

張
し
な
か
っ
た
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
明
ら
か
で
も
な
か
っ
た
。

　

全
く
同
様
に
、
権
利
の
濫
用
で
あ
る
解
約
告
知
の
た
め
の
根
拠
は
欠
け
て
い
た
。
確
か
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
所
有
権
者
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
居
住
の
必
要
が
代
替
目
的
物
に
お
い
て
本
質
的
な
削
減
な
し
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
、
権
利
の
濫
用
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
、
そ
の
と
き
に
、
常
に
、
所
有
権
者
の
人
生
の
計
画
策
定
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
の
考
え
が
拘
束
力

を
も
っ
て
所
有
権
者
の
人
生
の
計
画
策
定
の
代
わ
り
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
原
告
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
ほ
か
の
二
つ

の
住
居
は
、
原
告
の
娘
の
居
住
の
必
要
を
本
質
的
な
削
減
な
し
に
満
た
す
の
に
、
全
く
適
当
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
八
八
年
一
月
二
八
日
付
の
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
は
、
権
利
の
濫
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
判
決
に
お
け
る
代
替
目
的
物
に
お
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
、
賃
貸
借
さ
れ
て
い
な
い
住
居
、
ま
た
は
、
自
己
使
用
の
願
望
が
生
じ
た
後
に

は
じ
め
て
新
た
に
賃
貸
借
さ
れ
た
住
居
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
住
居
は
賃
貸
借
さ
れ
て
い
た
。
本
件
に
お
い

て
、
原
告
は
、
そ
の
使
用
の
願
望
と
使
用
の
必
要
は
、
ほ
か
の
二
つ
の
住
居
の
賃
貸
借
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

一
九
八
八
年
一
月
二
八
日
付
の
本
件
解
約
告
知
は
、次
の
場
合
に
の
み
、権
利
の
濫
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、原
告
が
、

本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
の
前
に
、
社
会
的
ま
た
は
ほ
か
の
理
由
か
ら
、
原
告
の
自
己
使
用
の
願
望
に
同
じ
く
対
応
す
る
住
居
に
関
す
る
ほ
か
の

使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
熟
慮
に
入
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。
こ
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の
よ
う
な
義
務
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
文
言
か
ら
も
、
そ
の
意
味
と
目
的
か
ら
も
判
明
し
な
か
っ
た
。
解
約
告
知
の
権
限
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の

4

4

自
己
必
要
に
だ
け
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

そ
の
自
己
必
要
が
ほ
か
の
比
較
で
き
る
住
居
の
解
約
告
知
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
は
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
義
務
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
引
用
さ
れ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判

決
の
基
本
的
な
理
由
と
も
相
い
れ
な
い
。
所
有
権
者
が

4

4

4

4

4

、4・

ど
ん
な
ふ
う
に

4

4

4

4

4

4

、4・

ど
の
よ
う
な
や
り
方
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
己
の
所
有
権
を
利
用
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の

4

4

自
己
使
用
の
願
望
を
満
た
す
つ
も
り
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
以
上
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
自
身
の
決
定
の
自

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

由
の
支
配
下
に
あ
る
。
例
外
的
な
場
合
に
お
い
て
だ
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
原
則
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
完
結
的
で

は
な
く
挙
げ
ら
れ
た
例
外
的
な
場
合
は
、
右
に
述
べ
た
原
則
に
つ
い
て
の
理
由
づ
け
ら
れ
た
例
外
は
、
次
の
場
合
に
だ
け
正
当
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
認
識
せ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
利
用
の
意
思
を
満
た
す
こ
と
が
解
約
告
知
な
し
に
可
能
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
所
有
権
者
が
、
そ
の
解
約

告
知
を
も
っ
て
、
か
つ
て
の
態
様
、
す
な
わ
ち
、
解
約
告
知
さ
れ
る
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
と
矛
盾
し
た
場
合
で
あ
る
。
し
か
し

4

4

4

、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
所
有
権
者
の
利
用
の
願
望
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
け
る
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
部
の
使
用
賃
貸
借
契
約
の
設
定
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

出
発
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
意
図
さ
れ
た
解
約
告
知
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
解
約
告
知
で
は
な
く
て
ほ
か
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
も
ま

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
可
能
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
ほ
ど
ま
で
吟
味
す
る
と
い
う
義
務
が
所
有
権
者
に
課
せ
ら
れ
る
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
複
数
の
賃
貸
借

4

4

4

4

4

4

さ
れ
た
住
居
の
所
有
権
者
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
は
や
彼
の
計
画
策
定
に
お
い
て
自
由
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
ろ
う
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
原

則
と
例
外
の
関
係
は
、
そ
の
反
対
に
変
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」）

307
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
解
約
告
知
の
権
限
は
、
そ
の
「
自
己
必
要
」
に
だ
け
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
し
、
そ
の
「
自

己
必
要
」
が
ほ
か
の
比
較
で
き
る
住
居
の
解
約
告
知
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
、
②
所
有
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権
者
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方
に
お
い
て
、
自
己
の
所
有
権
を
利
用
し
て
、
そ
の
自
己
使
用
の
願
望
を
満
た
す
つ
も
り
で
あ
る
の

か
と
い
う
点
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
以
上
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
自
身
の
決
定
の
自
由
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
、
③
例
外
的
な
場
合

に
お
い
て
だ
け
、
こ
の
原
則
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
所
有
権
者
の
利
用
の
願
望
が
、
本
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
全
部
の

使
用
賃
貸
借
契
約
の
設
定
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
場
合
に
、
こ
の
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
④
意
図
さ
れ
た
解
約
告
知
を
、

そ
の
解
約
告
知
で
は
な
く
て
ほ
か
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
も
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
ほ
ど
ま
で
吟
味
す
る
と
い
う
義
務

が
所
有
権
者
に
課
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
複
数
の
賃
貸
借
さ
れ
た
住
居
の
所
有
権
者
は
、
も
は
や
彼
の
計
画
策
定
に
お
い
て
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
第
二
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
。
そ
の
際
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
解
約
告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
象
で
あ
る

住
居
の
選
択
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
十
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
、
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
の
た
め
の
要
件
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を

評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
こ
と
で
あ
る
。
七
六
歳
の
被
告
の
側
に
、
全
く
重
大
な
理
由
が
、
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
に
、
か
つ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
見
誤

ら
れ
な
か
っ
た
。
被
告
は
、
一
九
六
九
年
三
月
一
日
以
来
、
本
件
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
。
被
告
は
、
本
件
住
居
に
お
い
て
、
彼
女
の
生
活

の
中
心
点
を
見
出
し
た
し
、
そ
こ
で
彼
女
の
晩
年
を
過
ご
し
た
か
っ
た
。
被
告
の
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
、
お
よ
び
、
被
告
の
高
齢
は
、
こ
れ
ま
で

の
生
活
の
中
心
点
を
放
棄
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
願
望
を
理
解
で
き
る
も
の
と
思
わ
せ
た
。
し
か
し
、
原
告
の
側
に
お
い
て
、
被
告
の
本
件
住
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居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
が
、
被
告
の
願
望
に
対
峙
す
る
。
原
告
は
、
原
告
の
娘
の
特
別
な
家

族
的
関
係
、
お
よ
び
、
そ
の
こ
と
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
る
特
有
の
経
済
的
な
負
担
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
の
本
件
住
居
を
原
告
の
娘
の
た
め
に
使

い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
原
告
の
娘
は
、
特
に
原
告
の
娘
に
対
す
る
侵
害
の
た
め
に
拘
留
の
状
態
に
あ
る
夫
と
別
れ
て
生
活
し
て
い
た
。
原
告
の
娘

の
夫
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
釈
放
の
後
で
原
告
の
娘
に
対
し
て
激
し
い
態
度
を
取
る
よ
う
に
試
み
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
の
娘
の
夫
は
、
生
計
費
を
給
付
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
原
告
の
娘
は
、
原
告
の
最
年
長
の
孫
が
そ
の
母
親

の
も
と
で
居
住
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
に
狭
め
ら
れ
た
居
住
関
係
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
。・
・
・
・
こ
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
か
ら
、
原
告
の
娘

を
原
告
の
本
件
建
物
に
お
い
て
無
償
で
安
全
に
居
住
さ
せ
て
お
く
と
い
う
、
特
に
重
大
な
原
告
の
利
益
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
被
告
の
諸
々
の
利

益
は
、
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
被
告
の
健
康
状
態
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
と
き
に
も
、
そ
の
背
後
に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
被
告
は
・
・
・
・
確
か
に
、
二
三
の
、
部
分
的
に
年
齢
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
病
気
の
病
状
に
苦
し
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
述
べ
ら
れ
た
病

気
は
、
被
告
が
健
康
上
の
理
由
か
ら
転
居
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
重
み
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
当
部
は
、
特

に
、
当
部
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
の
被
告
の
個
人
的
な
印
象
に
も
と
づ
い
て
、
確
信
し
て
い
た
。
被
告
の
健
康
状
態
に

関
す
る
医
師
の
鑑
定
書
を
求
め
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
両
方
の
側
の
諸
々
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
原
告
の
側
に
お

い
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
特
別
な
事
情
に
か
ん
が
み
て
、
き
わ
め
て
重
大
な
種
類
の
健
康
の
侵
害
だ
け
が
利
益
の
比
較

衡
量
を
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
も
な
が
ら
の
周
辺
の
地
域
か
ら
引
き
ず
り
出

さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
場
合
に
よ
っ
て
は
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
治
療
す
る
医
師
と
の
隔
た
り
が
、
被
告
に
と
っ
て
、

必
然
的
に
苦
労
を
と
も
な
う
だ
ろ
う
こ
と
は
見
誤
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
住
居
の
交
替
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
重
大
な
健
康
の
侵
害
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は
、
被
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
苦
労
は
、
自
己
の
所
有
権
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
の

特
別
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
に
、
被
告
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

何
か
異
な
る
こ
と
は
、
原
告
が
な
お
本
件
建
物
に
所
在
す
る
ほ
か
の
住
居
を
賃
貸
借
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
判
明
し
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
五
六
ａ
条
の
社
会
的
条
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
決
定
的
な
重
み
が
当
該
事
情
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
す
で
に
何
度
か
引
用
さ

れ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
判
決
が
基
本
法
一
四
条
に
違
反
し
な
い
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

所
有
権
者
の
利
用
の
願
望
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

所
有
権
者
は

4

4

4

4

4

、4・

解
約
告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
住
居
の
選
択
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

自4

由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
解
約
告
知
が
権
利
の
濫
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
場

合
は
別
で
あ
る
。
こ
の
原
則
が

4

4

4

4

4

、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ほ
か
の
解
約
告
知
の
可
能
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
決
定
的
な
重
み
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

裏
を
か
い
て
効
果
が
失
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

確
か
に

4

4

4

、4・

そ4

の
比
較
衡
量
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

本
件
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
諸
々
の
利
益
が
被
告
の
諸
々
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

利
益
の
背
後
に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

重
み
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
確
か
に
、
ひ
と
つ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
が
、
し
か

し
、
そ
の
苛
酷
さ
は
、
原
告
の
差
し
迫
っ
た
利
益
を
評
価
し
て
、
な
お
正
当
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
」）

308
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
裁
判
所
は
、
そ
の
判
決
が
基
本
法
一
四
条
に
違
反
し
な
い
よ
う
に
、
所
有
権
者
の
利
用
の
願
望
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
所
有
権
者
は
、
解
約
告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
住
居
の
選
択
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
自
由
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
②
こ
の
原
則
が
、
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
ほ
か
の
解
約
告
知
の
可
能
性
に
決
定
的
な
重
み
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
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に
よ
っ
て
、
裏
を
か
い
て
効
果
が
失
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
③
ほ
か
の
解
約
告
知
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
情
は
、
確
か
に
、
そ

の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
原
告
の
諸
々
の
利
益
が
被
告
の
諸
々
の

利
益
の
背
後
に
後
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
に
、
重
み
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
借
人
に
な
お
こ
れ
以
上
の
明
渡
期
間
を
認
め
た
。

　
「
そ
れ
と
と
も
に
、
区
裁
判
所
の
判
決
は
的
確
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た
。
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
て
、
当
部
は
、
被
告
に
な
お
こ
れ

以
上
の
明
渡
期
間
を
認
め
る
こ
と
を
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
明
渡
期
間
は
、
本
件
解
約
告
知
が
被
告
に
と
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ

に
か
ん
が
み
て
、
あ
ま
り
に
短
い
結
果
に
な
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
本
件
解
約
告
知
が
す
で
に
一
九
八
八
年
一
月
に
意
思
表
示
さ
れ
た
と
い
う
事

実
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
当
部
は
、
一
九
九
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
な
お
こ
れ
以
上
の
明
渡
期
間
を
十
分
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
」）

309
（

。

　

二　

こ
れ
に
対
し
て
、
例
外
的
に
、
当
該
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
も
存
在
す
る
。
こ

こ
で
は
、
こ
れ
に
関
す
る
三
つ
の
裁
判
例
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
一
月
一
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
42
】
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
一
月
一
一
日
判
決）

310
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈
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原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
多
世
帯
用
住
宅
、
お
よ
び
、
本
件
二
階
建
て
の
裏
の
建
物
の
所
有
権
者
で
あ
っ
た
。
原
告
・
二
は
、
表
側
の
本
件

多
世
帯
用
住
宅
の
四
階
に
所
在
す
る
屋
階
の
住
居
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
。本
件
二
階
建
て
の
裏
の
建
物
に
お
い
て
は
、被
告（
賃
借
人
）、お
よ
び
、

Ｆ
夫
婦
が
二
人
の
小
さ
な
子
供
ら
と
と
も
に
居
住
し
て
い
た
。

　

原
告
ら
は
、
一
九
七
四
年
五
月
一
日
以
来
存
続
し
て
い
る
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
一
九
八
七
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
原
告
・
二
の

た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
・
二
の
現
在
の
住
居
へ
と
六
六
段
の
階
段
を
の
ぼ
る
こ
と
は
、

麻
痺
を
と
も
な
う
卒
中
発
作
の
あ
と
で
、原
告
・
二
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
つ
ら
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、原
告
ら
は
、一
九
八
七
年
二
月
二
日
に
、「
要

求
で
き
な
い
こ
と
」
を
理
由
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
即
時
に
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
、
お
よ
び
、
Ｆ
家
族
は
、
再
三
再

四
、
相
互
の
迷
惑
な
行
為
の
こ
と
で
、
原
告
ら
に
苦
情
を
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
原
告
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
否
認
し
た
し
、
補
助
的
に
、
被
告
の
高
齢
、
被
告
の
病
気
、
お
よ
び
、
近
所
の
人
々
へ

の
被
告
の
社
会
的
な
結
び
つ
き
に
か
ん
が
み
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。
ま
た
、
即
時
解
約
告
知
は
、
被
告
の
見
解
に
し
た

が
う
と
、
理
由
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
裏
の
建
物
に
お
け
る
喧
噪
は
、
も
っ
ぱ
ら
Ｆ
家
族
だ
け
に
由
来
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
、
そ
れ
自
体
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
被
告
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
」）

311
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
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「
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
原
告
ら
と
被
告
と
の
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
一
九
八
七
年
四

月
三
〇
日
付
で
終
了
さ
せ
た
。
裁
判
官
は
、
原
告
・
二
が
、
本
件
裏
の
建
物
に
所
在
す
る
被
告
の
本
件
住
居
に
転
居
す
る
心
構
え
が
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
、
こ
の
よ
う
な
交
替
が
、
明
ら
か
に
歩
行
困
難
な
原
告
・
二
に
と
っ
て
、
本
質
的
な
軽
減
を
意
味
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、

原
告
・
二
は
、
外
出
の
と
き
に
、
表
側
の
本
件
多
世
帯
用
住
宅
の
四
階
に
所
在
す
る
原
告
・
二
の
住
居
か
ら
、
も
は
や
六
〇
段
の
階
段
を
超
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
被
告
の
本
件
住
居
へ
と
、
二
〇
段
よ
り
も
な
お
よ
り
少
な
い
階
段
だ
け
を
の
ぼ
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
原
告
ら
は
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
」）

312
（

。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
し
か
し
、
被
告
は
、
被
告
の
異
議
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続

を
期
間
の
定
め
な
く
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
・

二
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
）」）

313
（

、

と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。
区
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益

と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
ら
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借

人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
当
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
被
告
が
、
要
求
で
き
る
条
件
の
相
当
な
代
替
住
居
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
に

お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
を
被
告
に
と
っ
て
の
苛
酷
さ
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
官
の
判
断
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
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ガ
ル
ト
に
お
け
る
強
度
に
緊
張
し
た
住
居
市
場
の
状
況
に
依
拠
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
住
居
市
場
の
状
況
の
も
と
で
、
特
に
、
外
国
人
、
子

供
ら
を
も
つ
家
族
、
さ
ら
に
ま
た
、
高
齢
で
障
害
の
あ
る
人
々
の
よ
う
な
周
辺
集
団
は
、
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
人
々
の
グ
ル
ー

プ
を
不
利
に
扱
う
こ
と
は
、
本
質
的
に
、
お
の
お
の
の
賃
貸
人
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

高
齢
で
障
害
の
あ
る
人
々
に
対
し
て
は
実
際
に
は
解
約
告
知
で
き
な
い
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

そ
の
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
は

4

4

4

4

、4・

そ
れ
ら
の
人
々
の
ひ
と
り
に
賃
貸
借
す
る
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

実
際
に
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
人
の
死
亡
と
と
も
に
は
じ
め
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
を
再
び
明
け
渡
し
て
も
ら
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
に
も
と
づ
く
。
多
数
の
使
用
賃
貸
借
に
関
心
の
あ
る
人
々
が
い
る
場
合
に
、
残
念

な
が
ら
、
賃
貸
人
は
、
い
つ
か
は
解
約
告
知
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
新
た
な
居
住
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
そ
の

身
体
的
な
病
気
に
も
と
づ
い
て
、
一
階
の
住
居
、
ま
た
は
、
車
い
す
で
使
用
で
き
る
住
居
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
そ
の
結
果
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
な
お
、
考
慮
さ
れ
る
空
間
の
選
択
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
に
適
合
し
た
住
居
へ
の
転
居
を
不
適
切
な
供
給
状
態
の
た
め
に
実
際
に
は
可
能
で
は
な
い
と
述
べ
た
と
こ
ろ
の
、

一
九
八
八
年
八
月
二
五
日
付
の
鑑
定
書
に
お
け
る
医
師
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
官
の
判
断
を
分
か
ち
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
被
告
が
、
被
告
の
歩
行
に
と
も
な
う
苦
痛
、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
身
体
的
な
障
害
に
も
と
づ
い
て
、
隣
人
た
ち
の

援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
被
告
は
、
こ
の
よ
う
な
援
助
を
、
同
居
者
な
い
し
隣
人
ら
に
よ
っ
て
、
本
件
住
居
に
お
い
て
実
際
に
も
受
け

て
い
た
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
被
告
が
転
居
す
る
こ
と
を
苛
酷
さ
で
あ
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
第
三
者
に
よ
る
日
常
の
世
話
が
新
た
な
住
居

に
お
い
て
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
で
あ
る
と
こ
ろ
の
よ
り
高
齢
の
人
々
の
た
め
の
世
話
に
つ
い
て
の
苦
境
を
顧
慮
し
て
、
き
わ
め
て
疑
わ

し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
被
告
が
、
被
告
の
強
度
の
障
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｆ
家
族
が
被
告
に
毎
日
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
腹
の
立
つ
こ
と
を
甘
受
し
て
い
る
こ
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と
も
ま
た
、
被
告
が
ど
れ
ほ
ど
と
て
も
本
件
住
居
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
点
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

当
裁
判
所
は
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
原
告
ら
に
要
求
さ
れ
う
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
・
二
に
と
っ
て
、
被
告
の
本
件
住
居
へ
の
転
居
は
、
確
か
に
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
軽
減
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
階
段
を
の
ぼ
る
こ
と
は
、

原
告
・
二
に
と
っ
て
重
大
な
状
態
に
陥
る
の
で
あ
り
、
原
告
・
二
は
、（
住
居
を
）
交
替
す
る
場
合
に
は
、
外
出
の
と
き
に
、
そ
の
つ
ど
、
こ
れ
ま

で
六
〇
段
の
階
段
を
乗
り
越
え
て
い
た
代
わ
り
に
、
二
〇
段
よ
り
も
な
お
よ
り
少
な
い
階
段
だ
け
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
原
告
・
二
は
、
原
告
・
二
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
・
・
・
・
な
お
、
本
件
住
居
か
ら
の
買
い
物
を
自
分
自
身
か
ら
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
原
告
ら
は
、
原
告
・
二
の
状
態
が
、
い
ま
や
決
定
的
に
悪
化
し
た
こ
と
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
に
帰
属
す
る
本
件
多
世
帯
用
住
宅
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
が
原
告

4

4

4

4

4

4

・4・

二
の
自
己
必
要
の
た
め
に
お
そ
ら
く
何

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
問
題
も
な
く
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
階
な
い
し
二
階
に
所
在
す
る
住
居
を
も
賃
貸
借
し
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
確
か
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

複
数
の
住
居
の
も
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
が
そ
の
自
己
必
要
を
満
た
す
た
め
に
立
ち
退
か
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
と
こ
ろ
の
住

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

居
を
選
び
出
す
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
っ
ぱ
ら
賃
貸
人
の
こ
と
が
ら
だ
け
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
他
方
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
枠
組
み
に
お
け
る

苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
の
比
較
衡
量
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
己
の
た
め
に
自
己
必
要
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
が

4

4

4

4
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、4・

解
約
告
知
に
し
た
が
っ
て
立
ち

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

退
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
ほ
か
の
住
居
を
も
所
有
す
る
こ
と
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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4

4

4
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4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
期
間
の
定
め
の
な
い
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
言
い
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）
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区
裁
判
所
は
、右
の
よ
う
に
、①
お
の
お
の
の
賃
貸
人
は
、高
齢
で
障
害
の
あ
る
人
々
に
対
し
て
は
実
際
に
は
解
約
告
知
で
き
な
い
こ
と
、お
よ
び
、

そ
の
理
由
か
ら
、
賃
貸
人
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
ひ
と
り
に
賃
貸
借
す
る
と
き
に
、
実
際
に
は
、
そ
の
人
の
死
亡
と
と
も
に
は
じ
め
て
、
そ
の
住
居

を
再
び
明
け
渡
し
て
も
ら
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
、
②
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
原
告
ら
に
帰
属
す
る
本
件
多
世
帯
用
住
宅
に
お
い
て
、
原
告

ら
が
原
告
・
二
の
「
自
己
必
要
」
の
た
め
に
お
そ
ら
く
何
の
問
題
も
な
く
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
、
一
階
な
い
し
二
階
に
所
在
す

る
住
居
を
も
賃
貸
借
し
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
③
確
か
に
、
複
数
の
住
居
の
も
と
で
、
賃
貸
人
が
そ
の
「
自
己

必
要
」
を
満
た
す
た
め
に
立
ち
退
か
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
と
こ
ろ
の
住
居
を
選
び
出
す
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
賃
貸
人
の
こ
と
が
ら
だ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
自
己
の
た
め
に
「
自
己
必
要
」
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
が
、
解
約
告
知
に

し
た
が
っ
て
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
ほ
か
の
住
居
を
も
所
有
す
る
こ
と
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た

の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
本
件
多
世
帯
用
住
宅
の
一
階
な
い
し
二
階
に
所
在
す
る
住
居
が
、
賃
貸
人
ら
の
「
自
己
必
要
」
が
生
じ
た
後
に

は
じ
め
て
新
た
に
賃
貸
借
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
賃
貸
人
ら
の
「
自
己
必
要
」
は
、
こ
れ
ら
の
住
居
の
賃
貸
借
後
に
は
じ
め
て
生
じ
た
の
か
と

い
う
点
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
三
月
五
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
43
】
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
三
月
五
日
判
決）

315
（
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

被
告
ら
は
、
原
告
の
本
件
多
世
帯
用
住
宅
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
被
告
・
一
に
は
障
害
が
あ
っ
た
。
原
告
は
、
原
告
の
息

子
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
本
件
多
世
帯
用
住
宅
に
所
在

す
る
ほ
か
の
住
居
が
、
原
告
の
「
自
己
必
要
」
が
生
じ
た
後
に
、
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
住
居
を
、
原
告
の
息
子

に
使
用
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
第
三
者
に
さ
ら
に
続
け
て
賃
貸
借
し
て
い
た
。

　

第
一
審
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
被
告
ら
の
許
容
し
う
る
本
件
控
訴
は
、
成
果
が
あ
っ
た
。

　

原
告
の
本
件
明
渡
請
求
は
、
正
当
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

316
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
本
件
に
お
い
て
、
賃
貸
人
が
そ
の
「
自
己
必
要
」
を
援
用
す
る
こ
と
は
権
利
の
濫
用
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
原
告
の
本
件
解
約
告
知
が
本
来
は
正
当
化
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
不
確
定
で
あ
り
う
る
。
自
己
必

4

4

4

要
を
援
用
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
権
利
の
濫
用
に
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
そ
の
間

4

4

4

に4

、4・

賃
借
人

4

4

4

・4・

Ｇ
の
住
居
が

4

4

4

4

4

、4・

自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

当
該
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
が
原
告
の
息
子
に
と
っ
て
要
求
す
る
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

第
三
者
に
さ
ら
に
続
け
て
賃
貸
借
さ
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
当
該
住
居
は
、
被
告
ら
に
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よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
よ
り
も
よ
り
狭
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
お
よ
そ
二
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
居
間
、
寝
室
、
台
所
、
ホ
ー

ル
、
お
よ
び
、
浴
室
を
備
え
て
い
る
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
二
人
の
人
々
の
居
住
の
必
要
を
も
満
た
す
の
に
一
般
に
適
当
で
あ
る
。
原
告
の
息
子
が

彼
の
個
人
的
な
生
活
態
度
に
も
と
づ
い
て
よ
り
大
き
な
必
要
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
原
告
に
よ
っ
て
立
証
的
に
申
し
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」）

317
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
賃
貸
人
は
、
本
件
多
世
帯
用
住
宅
に
所
在
す
る
ほ
か
の
住
居
が
、
そ
の
「
自
己
必
要
」
が
生
じ
た
後
に
、
自
由

に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
住
居
を
、
賃
貸
人
の
息
子
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
第
三
者
に
さ
ら
に
続
け
て
賃
貸
借
し
て

い
た
と
い
う
事
実
に
か
ん
が
み
て
、
賃
貸
人
が
そ
の
「
自
己
必
要
」
を
援
用
す
る
こ
と
は
権
利
の
濫
用
に
な
っ
た
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
続
け
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択

に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
原
告
の
本
件
解
約
告
知
が
権
利
の
濫
用
で
は
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
社
会
的
条
項
の
範
囲
内
で
の
利
益
の
比
較
衡
量

4

4

4

4

4

4

4

の
枠
組
み
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
が

4

4

4

、4・

本
件
多
世
帯
用
住
宅
の
所
有
者
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
住
居
の
交
替
が
障
害
の
あ
る
被
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

一
に
と
っ
て
よ
り
も
よ
り
少
な
く
苛
酷
に
打
撃
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
ほ
か
の
賃
借
人
ら
に
解
約
告
知
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
申
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

立
て
な
か
っ
た
こ
と
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

ど
の
賃
借
人
に
解
約
告
知
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
か
と
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
点
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

完
全
に
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
複
数
の
住
居
が
原
告
も
し
く
は
原
告
の
息
子
の
必
要
を
同
じ
や
り
方
に
お
い
て
満
た
す
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4 

4

は4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

ま
ず
第
一
に

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
解
約
告
知
に
よ
っ
て
最
も
少
な
く
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
賃
借
人
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

信
義
誠
実

4

4

4

4

に
合
致
す
る

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）

318
（
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
が
、
本
件
多
世
帯
用
住
宅
の
所
有
者
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
住
居
の
交
替
が
障
害
の
あ
る
被
告
（
賃
借
人
）・
一
に
と
っ
て
よ
り
も
よ
り
少
な
く
苛
酷
に
打
撃
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と

こ
ろ
の
ほ
か
の
賃
借
人
ら
に
解
約
告
知
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
こ
と
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
②

原
告
は
、
原
則
と
し
て
、
ど
の
賃
借
人
に
解
約
告
知
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
完
全
に
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
③
複
数

の
住
居
が
原
告
も
し
く
は
原
告
の
息
子
の
必
要
を
同
じ
や
り
方
に
お
い
て
満
た
す
場
合
に
は
、
原
告
は
、
ま
ず
第
一
に
、
そ
の
解
約
告
知
に
よ
っ
て

最
も
少
な
く
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
賃
借
人
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
信
義
誠
実
に
合
致
す
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
区
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
九
月
二
六
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
44
】
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
区
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
九
月
二
六
日
判
決）

319
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
一
九
五
七
年
以
来
、
Ｔ
通
り
五
に
存
在
す
る
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
間
に
九
三
歳

で
あ
っ
た
被
告
・
一
の
母
親
、
す
な
わ
ち
、
婦
人
・
Ｓ
は
、
長
い
間
、
同
じ
地
域
に
居
住
し
て
い
た
が
、
一
九
八
六
年
ま
で
、
Ｔ
通
り
一
な
い
し
三

に
存
在
す
る
隣
の
建
物
に
居
住
し
た
。
被
告
・
一
の
母
親
は
、
す
で
に
そ
の
頃
、
彼
女
の
娘
（
被
告
・
一
）
に
よ
る
世
話
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
九
八
六
年
八
月
三
〇
日
付
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
い
て
、
Ｔ
通
り
五
に
存
在
す
る
本
件
建
物
の
三
階
に
所
在
す
る
空

い
た
住
居
に
転
居
し
た
。
婦
人
・
Ｓ
は
、
そ
の
住
居
に
お
い
て
、
数
年
前
に
、
大
腿
頸
部
骨
折
を
被
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
足
の
血
行
不
全
に
苦
し
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ん
だ
あ
と
で
、
ま
す
ま
す
、
彼
女
の
娘
に
よ
る
家
庭
に
お
け
る
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

Ｔ
通
り
五
に
存
在
す
る
本
件
建
物
は
、
多
世
帯
用
住
宅
で
あ
っ
た
が
、
本
件
建
物
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
こ
数
年

4

4

4

4

、4・

何
度
か

4

4

4

、4・

住
居
が
空
い
た

4

4

4

4

4

4

。
特
に
、

一
階
の
被
告
ら
の
隣
人

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

婦
人

4

4

・4・

Ｍ
は

4

4

、4・

す
で
に

4

4

4

、4・

書
面
を
も
っ
て

4

4

4

4

4

4

、
ド
イ
ツ
賃
借
人
連
盟
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
賃
借
人
協
会
に
、
そ
の

4

4

住
居
か
ら
退
去
す
る
心
構
え
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告

4

4

（4・

賃
貸
人

4

4

4

）4・

に
周
知
で
あ
っ
た
。
し
か
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
よ
り
も
よ
り
高
い
賃
料
を
支
払
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
婦
人

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

Ｍ
に

4

4

、4・

そ
の
住
居
の
明
渡
し
を
求
め
て
話
し
か
け
る
こ
と
を
断
念

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
た

4

4

の
で
あ
る
。

　

原
告
は
、
二
〇
〇
一
年
八
月
三
一
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
土
地
・
建
物
所
有
者
協
会
を
通
し
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、

二
〇
〇
二
年
五
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
住
居
が
、
重
度
の
身
体
障
害
で
あ

る
と
こ
ろ
の
原
告
の
兄
弟
・
Ｈ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

Ｈ
は
、
数
年
以
来
、
事
故
に
も
と
づ
い
て
、
右
ひ
ざ
の
上
で
脚
を
切
断
し
た
。
Ｈ
は
、
左
足
に
つ
い
て
、
未
解
決
の
治
り
の
悪
い
箇
所
を
と
も
な

う
血
行
不
全
に
苦
し
ん
で
い
た
し
、
昨
年
、
数
ヶ
月
に
わ
た
る
病
院
で
の
入
院
滞
在
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
左
足
に
お
け
る
血
行
不
全 

は
、
特
別
な
治
療
を
必
要
と
し
、
左
足
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
で
言
え
ば
、
Ｈ
は
、
車
い
す
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
Ｈ
は
、
長
期
間
、
Ａ
通
り
七
に
存
在
す
る
建
物
の
三
階
に
所
在
す
る
Ｈ
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
、
ま
た
は
、
対
応
す
る
立
地
条
件
に

お
け
る
ほ
か
の
住
居
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
原
告
は
、
Ｈ
の
た
め
に
存
在
す
る
「
自
己
必
要
」
は
、
具
体

的
な
状
況
に
お
い
て
生
じ
て
お
り
、
特
に
、
Ｈ
は
、
原
告
に
よ
る
経
済
的
な
援
助
に
も
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
ら
の
本
件
住
居

を
も
っ
て
、
原
告
の
た
め
に
、
ご
く
わ
ず
か
で
も
可
能
な
賃
料
の
抜
け
落
ち
が
生
じ
る
、
と
主
張
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
四
日
付
の
ド
イ
ツ
賃
借
人
連
盟
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
賃
借
人
協
会
の
書
面
に
よ
っ
て
、
被
告
ら

自
身
の
長
期
間
の
使
用
賃
貸
借
期
間
、
本
件
住
居
に
お
い
て
行
わ
れ
た
改
築
を
顧
慮
し
て
、
さ
ら
に
、
特
に
、
本
件
建
物
に
居
住
す
る
被
告
・
一
の

母
親
が
差
し
迫
っ
て
彼
女
の
娘
に
よ
る
家
庭
に
お
け
る
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
の
た
め
に
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

す
ぐ
近
く
に
お
い
て
、
適
当
な
比
較
で
き
る
住
居
は
、
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
は
、
中
二
階

に
お
け
る
そ
の
位
置
に
も
と
づ
い
て
、
お
よ
び
、
本
件
住
居
に
存
在
す
る
狭
い
シ
ャ
ワ
ー
バ
ス
に
も
と
づ
い
て
、
少
な
く
と
も
当
分
車
い
す
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
原
告
の
兄
弟
・
Ｈ
に
と
っ
て
、
適
当
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
明
渡
し
に
向
け
ら
れ
た
本
件
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
」）
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、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
有
効
で
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
被
告
ら
の
本
件
住
居
の
実
地
調
査
、
お
よ
び
、
原
告
の
兄
弟
と
被
告
・
一
の
高
齢
の
母
親
の
・
・
・
・
聴
聞
を
通
じ
て
の
証
拠
調
べ
の
結
果
に

し
た
が
う
と
、
二
〇
〇
一
年
八
月
三
一
日
付
の
原
告
の
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
原
告
の
兄
弟
・
Ｈ
の
現
在
の
健
康
状
態
が
考

慮
に
入
れ
ら
れ
る
限
り
は
、
原
則
と
し
て
、
理
由
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
。
口
頭
弁
論
の
時
点
に
お

い
て
、
Ｈ
は
、
な
お
、
車
い
す
な
し
に
本
件
建
物
に
お
い
て
移
動
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
本
件
建
物
外
で
も
、
車
か
ら
び
っ
し
り
駐
車
し
た
Ｔ

通
り
を
本
件
住
居
へ
と
、
階
段
を
の
ぼ
っ
て
中
二
階
に
移
動
し
て
い
く
状
態
で
あ
っ
た
。
Ｈ
は
、
そ
の
限
り
で
は
、
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
身
体
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的
な
援
助
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
見
出
さ
れ
た
Ｈ
の
現
在
の
健
康
状
態
に
も
と
づ
い
て
、
Ｈ
は
、
た
だ
台
所
か
ら
分
離
さ

れ
た
シ
ャ
ワ
ー
室
に
あ
る
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
に
存
在
す
る
狭
い
シ
ャ
ワ
ー
バ
ス
を
使
用
す
る
状
態
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
少
な
く
と
も
そ
の
限
り
で
、
Ｈ
は
、
な
お
、
車
い
す
な
し
に
、
歩
行
の
補
助
を
備
え
て
Ｈ
に
残
っ
た
左
足
で
移
動
す
る
状
態
で
あ
る
。
自
分
の

住
居
を
設
備
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
Ｈ
の
申
し
立
て
に
し
た
が
う
と
、
Ｈ
が
原
則
と
し
て
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
関
心
を
も
ち
、
本
件
住
居
が

被
告
ら
に
よ
っ
て
明
け
渡
さ
れ
る
場
合
に
、
実
際
に
も
本
件
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
念
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

321
（

。

　

し
か
し
、
区
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
し
か
し
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は
う
ま
く
作
動
し
、
そ
の
結

果
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
ａ
条
二
項
に
し
た
が
っ
て
、
判
決
に
よ
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
こ
れ
ま
で
妥
当
し
た
条
件
の
も
と
で
期
間
の
定
め
な

く
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
、
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、
原
告

に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告

ら
、
お
よ
び
、
被
告
ら
の
家
族
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た

か
ら
で
あ
る
」）
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、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。
区
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益

と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人

ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
と
い
う
の
は
、
被
告
・
一
の
高
齢
の
母
親
、
す
な
わ
ち
、
婦
人
・
Ｓ
の
個
人
的
な
聴
問
は
、
婦
人
・
Ｓ
も
ま
た
、
彼
女
の
娘
に
よ
る
家
庭
に
お

け
る
精
力
的
な
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
婦
人
・
Ｓ
は
す
で
に
大
腿
頸
部
骨
折
の
前
に
世
話
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
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た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
終
的
に
、
ど
う
し
て
婦
人
・
Ｓ
が
一
九
八
六
年
に
よ
り
近
く
彼
女
の
娘
の
と
こ
ろ
に
同
じ
建
物
に
入
居
し
た
の

か
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
婦
人
・
Ｓ
も
ま
た
、
現
在
す
ぐ
間
近
に
迫
っ
て
い
る
足
指
の
切
断
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
足
の
血
行
不
全
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
婦
人
・
Ｓ
に
と
っ
て
、
原
告
の
兄
弟
に
と
っ
て
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
、
ど
れ
ほ
ど
長
く
婦
人
・
Ｓ
が
な
お
自
分
自
身
の
足
で
自
分
自

身
の
力
を
も
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
は
、
ほ
と
ん
ど
予
測
で
き
な
か
っ
た
。
婦
人
・
Ｓ
の
高
齢
に
も
と
づ
い
て
、
た
と
え
、

婦
人
・
Ｓ
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
な
お
、
好
ま
し
く
よ
い
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
で
も
、

彼
女
の
力
の
衰
弱
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
婦
人
・
Ｓ
の
必
要
の
み
な
ら
ず
、
特
に
、
被
告
ら
自
身
の
必
要
も
ま
た
、
そ
の
つ
ど
必
要
に
な
る
援
助
お
よ
び
世

話
の
た
め
に
、
短
い
道
の
り
を
保
持
す
る
た
め
に
、
被
告
ら
が
被
告
・
一
の
母
親
の
す
ぐ
近
く
に
居
住
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
疑
問
の

余
地
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
す
で
に
数
年
以
来
先
見
の
明
の
あ
る
用
意
周
到
さ
を
も
っ
て
面
倒
を
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
当
該
家
族
の
家
庭
共
同

体
は
、
昨
年
以
来
は
じ
め
て
そ
の
病
気
の
進
捗
に
か
ん
が
み
て
自
分
自
身
の
世
帯
を
構
え
て
い
る
と
こ
ろ
の
原
告
の
兄
弟
の
必
要
に
対
し
て
、
優
位

に
値
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
件
住
居
は
、
原
告
の
兄
弟
に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
長
い
間
に
は
・
・
・
・
左
足
の
血
行
不
全
が
進
捗
し
、

よ
り
長
期
的
に
原
告
の
兄
弟
を
車
い
す
に
強
い
る
だ
ろ
う
限
り
、
適
当
で
は
な
く
な
る
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
原
告
が
、
こ
れ
ま
で
原
告
の
兄
弟

に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
住
居
に
関
し
て
、
当
該
住
居
は
原
告
の
兄
弟
に
と
っ
て
不
適
当
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
階
段
を
経
由
し
て

の
み
の
中
二
階
に
位
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
被
告
ら
の
本
件
住
居
も
ま
た
、そ
れ
に
加
え
て
車
い
す
常
用
者
に
と
っ
て
使
用
不
能
の
シ
ャ
ワ
ー
バ
ス
、

お
よ
び
、
車
い
す
常
用
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
狭
い
ト
イ
レ
と
と
も
に
、
も
は
や
有
意
義
に
使
用
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
件
建

物
自
体
が
、
狭
い
歩
道
、
お
よ
び
、
通
り
の
狭
小
な
駐
車
関
係
に
も
と
づ
い
て
、
車
い
す
常
用
者
と
し
て
の
原
告
の
兄
弟
に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
到
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達
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。

　

こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
数
年
を
超
え
て
す
で
に
実
証
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
婦
人

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

Ｓ
と
被
告
ら
の
間
の
Ｔ
通
り
五
の
本
件
建
物
に
お
け
る
健
全
な
生

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

活
共
同
体
を
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
お
け
る
原
告
の
兄
弟
の
不
確
か
な
将
来
の
た
め
に
破
壊
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

中
二
階
に
お
い
て
隣
の
婦
人

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・4・

Ｍ
の
住

4

4

4

居
が
原
告
の
兄
弟
に
自
由
に
使
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
で
な
い

4

4

4

4

4

、
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
告
が

4

4

4

、
こ
の
関
連

に
お
い
て
、
な
お

4

4

、4・

婦
人

4

4

・4・

Ｍ
に
歩
み
寄
ら
な
か
っ
た
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
責
任
に
帰
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
関
連
に
お
い
て
原
告
に
よ
っ
て
主

張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
被
告
ら
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
低
い
賃
料
に
か
ん
が
み
て
の
経
済
的
な
理
由
は
、
そ
の
場
合
に
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
の
婦
人
・
Ｓ
と
被
告
ら
の
間
の
生
活
共
同
体
に
関
し
て
、
経
済
的
に
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
社
会
的
な
理
由
に
対
し
て
、
後
方

へ
退
く
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
婦
人
・
Ｓ
の
高
齢
に
か
ん
が
み
て
、
対
応
す
る
生
活
共
同
体
は
、
被
告
ら
の
転
居
の
あ
と
で
、
対
応
す
る
良
好

な
質
を
と
も
な
っ
て
、
再
び
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）
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。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
数
年
を
超
え
て
す
で
に
実
証
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
婦
人
・
Ｓ
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
間
の
Ｔ
通
り
五
の
本
件
建

物
に
お
け
る
健
全
な
生
活
共
同
体
を
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
お
け
る
原
告
（
賃
貸
人
）
の
兄
弟
の
不
確
か
な
将
来
の
た
め
に
破
壊
す
る
こ
と
は
、
中

二
階
に
お
い
て
隣
の
婦
人
・
Ｍ
（
そ
の
住
居
か
ら
退
去
す
る
心
構
え
を
し
て
い
る
ほ
か
の
賃
借
人
）
の
住
居
が
原
告
の
兄
弟
に
自
由
に
使
わ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
、
正
当
で
な
い
こ
と
、
②
原
告
が
、
な
お
、
婦
人
・
Ｍ
に
歩
み
寄
ら
な
か
っ
た
場
合
に
、
こ
の
こ
と
は
、
原

告
の
責
任
に
帰
す
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

③
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
そ
の
他
の
事
案
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最
後
に
、
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
そ
の
他
の
事
案
を
考
察
し
た
い
。

　

第
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
コ
ー
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
六
八
年
三
月
一
日
判
決）

324
（

（
裁
判
例
【
２
】）
は
、

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
新
た
な
文
言
（
ほ
ぼ
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
対
応
す
る
）
が
妥
当
し
た
状
況
で
の
賃
借
人

に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
さ
ら
に
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
つ
い
て
も
論
じ

て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
点
を
み
て
お
き
た
い
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
破
産
管
財
人
か
ら
本
件
土
地
・
建
物
を
買
い
受
け
て

賃
貸
人
と
な
っ
た
原
告
が
、
被
告
（
賃
借
人
）
の
娘
に
本
件
土
地
上
に
存
在
す
る
小
さ
な
建
物
を
売
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
場
合
賃
借
人
は
そ
こ

に
移
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
し
か
し
、
賃
貸
人
は
当
該
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
と
い
う
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃

借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
被
告
（
賃
借
人
）、
お
よ
び
、
被
告
の
妻
が
、
七
〇
歳
で
あ
る
こ
と
は
、
争
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
被
告
は
、
そ
の
う
え
、
一
九
六
八
年
二
月

二
〇
日
付
の
・
・
・
・
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
が
、
喘
息
の
傾
向
を
と
も
な
う
重
い
喘
息
性
の
気
管
支
炎
、
お
よ
び
、

心
不
全
に
苦
し
ん
で
お
り
、
被
告
の
妻
は
、
同
じ
く
、
狭
心
症
、
高
血
圧
症
、
お
よ
び
、
相
当
な
神
経
衰
弱
を
と
も
な
う
心
不
全
に
苦
し
ん
で
い
る

こ
と
を
証
明
し
た
。・
・
・
・
さ
ら
に
、
当
事
者
間
で
は
、
被
告
が
現
在
代
替
住
居
を
得
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
は
、
争
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
事
情
も
ま
た
、
今
や
考
慮
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
見
解
に
反
し
て
、
原
告
が

4

4

4

、4・

原
告
の
土
地
の
上
に
存
在
す
る
小
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
建
物
を
被
告
の
娘
に
売
る
と
い
う
原
告
の
約
束
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

反
論
の
余
地
な
く
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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た4

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
小
さ
な
建
物
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
さ
し
く

4

4

4

4

、4・

被
告
お
よ
び
被
告
の
妻
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

住
居
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
は

4

4

4

、4・

自
分
自
身
の
行
為
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

被
告
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
空
間
を
明
け
渡
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
に
自
由
に

4

4

4

4

4

4

使
わ
せ
る
こ
と
を
無
に
帰
せ
し
め
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
被
告
の
重
大
な
理
由
に
対
し
て
、
原
告
は
、
何
が
被
告
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
本
件
住
居
お
よ
び
付
属
室
の
明
渡
し
に
つ
い
て
原
告

の
正
当
な
利
益
を
理
由
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
点
を
、
何
も
申
し
立
て
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
た
と
え
ば
、
原
告
が
賃
貸
借
さ
れ
た
本

件
空
間
に
つ
い
て
自
己
必
要
を
有
し
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
か
っ
た
し
、
た
と
え
ば
、
被
告
が
原
告
に
相
当
な
賃
料
の
支
払
い
を
拒
絶
し
た

こ
と
を
も
引
き
合
い
に
出
さ
な
か
っ
た
。
被
告
が
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
三
一
日
付
の
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
よ
っ
て
、
す
で
に
十
分
に
長
い
間
、

明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
原
告
の
指
摘
は
、
原
告
の
利
益
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
に
、
十
分
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
・
・
・
・
期
間
と
形
式
に
適
合
し
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
被
告
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
ま
た
、
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
か
ら
、
被
告
の
対
応
す
る
申
立
て
に
も
と
づ
い
て
、
当
事
者
間
に
存
続
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た

が
っ
て
、
判
決
に
よ
っ
て
延
長
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）
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。

　

第
二
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、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
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方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
三
月
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
三
日
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約

告
知
し
た
。
被
告
は
、
一
九
八
九
年
七
月
五
日
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、「
苛
酷
さ
」
に
つ

い
て
の
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
一
時
的
な
継
続
を
請
求
し
た
。
原
告
は
、
一
九
八
九
年
八
月
四
日
に
、
被
告
の
異
議
、
お

よ
び
、
被
告
の
異
議
に
お
い
て
説
明
さ
れ
た
理
由
を
認
識
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
賃
借
し
て
い
た
自
分
自
身
の
住
居
の
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、

一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
付
で
、
必
要
も
な
し
に
解
約
告
知
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
区
裁
判
所
の
判
決
は
取
り
消
さ
れ
、
本
件
訴
え
は
棄
却
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
四
月
三
〇
日
ま
で
の
本
件
使
用

賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」）

327
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。
地
方
裁
判
所
は
、
賃

貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
貸
人
が
、
賃
借
人
の
異
議
、
お
よ
び
、
賃
借
人
の
異
議
に
お
い
て
説
明
さ

れ
た
理
由
を
認
識
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
賃
借
し
て
い
た
自
分
自
身
の
住
居
の
使
用
賃
貸
借
関
係
を
必
要
も
な
し
に
解
約
告
知
し
た
と
い
う
賃
貸

人
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
十
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
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「
区
裁
判
所
の
判
決
の
見
解
に
反
し
て
、
被
告
は
・
・
・
・
一
九
九
〇
年
四
月
三
〇
日
ま
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
が
、
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
本
件
に
お
い
て
相
当
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
特

に
、
次
に
述
べ
る
こ
と
か
ら
出
て
く
る
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
継
続
の
請
求
の
審
理
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
と
被
告
（
賃
借
人
）
の
相
互
の
利
益
の
比
較

衡
量
は
、
自
己
の
住
居
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
が
、
ひ
き
続
い
て
半
年
の
間
、
後
方
に
退
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
本
件
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

原
告
が
原
告
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
を
一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
付
で
必
要
も
な
し
に
解
約
告
知
し
た
と
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

う
事
実
が
重
要
で
あ
っ
た
。
原
告
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
一
九
八
九
年
七
月
五
日
の
被
告
の
異
議

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

被
告
の
異
議
に
お
い
て
説
明
さ
れ
た
理
由
を
認

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

識
し
て

4

4

4

、4・

一
九
八
九
年
八
月
四
日
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
解
約
告
知
を
意
思
表
示
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

故
意
に
賃
借
さ
れ
た
住
居
を
放
棄
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

原
告
に
周
知
で
あ
る
と
こ
ろ
の
幼
児
と
と
も
に
困
難
な
被
告
の
経
済
的
な
状
態
、
な
ら
び
に
、
そ
の
こ
と
、
お
よ
び
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
お
け
る
一

般
的
な
住
居
市
場
の
状
況
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
要
求
で
き
る
条
件
の
相
当
な
住
居
を
見
出
す
困
難
さ
を
顧
慮
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
過
渡
期

の
間
、
原
告
の
こ
れ
ま
で
の
住
居
を
維
持
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
一
時
的
な
継
続
に
同
意
す
る
こ
と
が
、
原
告
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
原
告
に
と
っ
て
、
歯
科
医
の
平
均
的
な
収
入
を
想
定
し
て
、
経
済
的
に
も
困
難
で
な
く
可
能
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
か
ら
、
い
っ
そ
う
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
被
告
が
一
九
九
〇
年
五
月
一
日
付
で
あ
る
住
居
を
見
つ
け
出
し
、
こ
の
時

点
ま
で
だ
け
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
あ
と
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
よ
り
長
い
継
続
も
ま
た
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
決
定
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

328
（
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【
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ボ
ー
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ム
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
は
、
一
九
九
五
年
に
、
本
件
建
物
（
二
家
族
用
住
宅
）
を
取
得
し
た
。
現
在
八
六
歳
の
被
告
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
本
件
建
物
に
お
い
て
、

一
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
三
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
原
告
は
、
当
時
一
二
歳
で
あ
っ
た

娘
、
な
ら
び
に
、
当
時
六
歳
、
五
歳
、
お
よ
び
、
ほ
と
ん
ど
一
歳
で
あ
っ
た
三
人
の
息
子
ら
の
母
親
で
あ
っ
た
。
被
告
は

4

4

4

、4・

さ
ら
に

4

4

4

、4・

一
九
九
五
年

4

4

4

4

4

に4

、4・

原
告
の
本
件
建
物
へ
の
入
居
の
あ
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
ほ
か
に
賃
借
し
て
い
た
屋
根
裏
部
屋
を
原
告
に
譲
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

当
該
屋
根
裏
部

4

4

4

4

4

4

屋
を

4

4

、4・

屋
階
の
ま
た
別
の
空
間
を
取
り
入
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ひ
と
つ
の
住
居
に
改
修
し
た
う
え
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

別
に
賃
貸
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
は

4

4

4

、4・

被
告
に
よ

4

4

4

4

っ
て
同
じ
く
賃
借
さ
れ
て
い
た
地
下
室
の
ひ
と
つ
を
原
告
に
委
譲
し
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

当
該
地
下
室
を

4

4

4

4

4

4

、4・

子
供
部
屋
と
し
て
改
修
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
原
告
は
、

二
家
族
用
住
宅
の
た
め
に
容
易
に
さ
れ
た
解
約
告
知
に
つ
い
て
の
規
定
に
依
拠
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
、
明
渡
し
の
訴
え
を

提
起
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
原
告
は
、
補
助
的
に
、
こ
の
解
約
告
知
に
お
い
て
は
、
本
件
住
居
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
空
間
（
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
さ
）
の
た
め
の
部
分
的
な
解
約
告
知
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
依
拠
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
本
件
住
居
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
空
間
（
部
屋
）
の
明
渡
し
の
訴
え
だ
け
を
認
容
し
た
が
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
原

告
は
、
被
告
の
控
訴
に
引
き
続
い
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
九
八
年
八
月
二
五
日
付
の
新
た
な
部
分
的
な
解
約
告
知
（
本
件
解
約
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告
知
）
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
空
間
（
部
屋
）
の
明
渡
し
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
全
部
で
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
当
事
者
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
期
間
の
定
め
な
く
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
」）

330
（

、
す
な
わ
ち
、「
一
九
九
八
年
八
月

二
五
日
付
の
新
た
な
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
も
、
ひ
と
つ
の
部
屋
の
明
渡
請
求
権
は
、
結
果
と
し
て
、
判
明
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ

の
限
り
で
は
、
本
件
訴
え
は
、
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」）

331
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
結
論
と
し

て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
・
・
・
・
実
体
的
に
は
、
一
九
九
八
年
八
月
二
五
日
付
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
に
対
す
る
原
告
（
賃
貸
人
）
の

ひ
と
つ
の
部
屋
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
は
、
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡

量
は
、
本
件
に
お
い
て
、
原
告
の
利
益
は
優
先
し
な
か
っ
た
こ
と
、
も
し
く
は
、
被
告
の
本
件
住
居
か
ら
当
該
部
屋
を
切
り
離
す
こ
と
、
お
よ
び
、

対
応
す
る
明
渡
し
は
、
被
告
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

原
告
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
諸
々
の
利
益
は
、
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
、
特
に
・
・
・
・
新
た
な
議
論
の
余
地
の
な
い
事
実
を
考
慮
に

入
れ
て
、
被
告
の
諸
々
の
利
益
に
対
す
る
優
位
を
受
け
る
ほ
ど
に
、
重
大
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
被
告
は
、
当
該
ひ
と
つ
の
部
屋
の
返
還
に
よ
っ

て
、
要
求
で
き
な
い
ほ
ど
に
も
侵
害
さ
れ
、
負
担
を
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
」）

332
（

。
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そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
以
下
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
住
居
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
部
屋
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
原
告
（
賃
貸
人
）
の
利
益
は
、
確
か
に
、
正
当
と
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
に
か
ん
が
み
る
と
、
賃
貸
人
の
利
益
に
は
よ
り
少
な
い
重
要
さ
が
認
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
確
か
に
、
原
則
と
し
て
、
原
告
に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
の
ま
た
別
の
部
屋
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
相
当
な
利
益
が
正
当
と
認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
該
部
屋
を
、
子
供
部
屋
と
し
て
、
今
や
一
六
歳
の
娘
に
、
ま
た
は
、
八
歳
も
し
く
は
一
〇
歳
の
両
方
の
息
子

ら
に
自
由
に
使
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
つ
の
子
供
部
屋
に
つ
い
て
の
願
望
と
利
益
は
、
子
供
ら
の
成
長
に
か
ん
が
み
て
、

子
供
ら
の
増
大
す
る
必
要
と
利
益
を
顧
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
理
解
で
き
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
に
お
い
て
筋
の

通
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
六
歳
の
娘
が
、
自
分
自
身
の
ひ
と
つ
の
部
屋
に
対
す
る
願
望
を
も
ち
、
当
該
部
屋
を
彼
女
の
兄
弟
ら
と
分
か
ち
あ
う
つ
も

り
で
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
だ
れ
に
と
っ
て
も
理
解
で
き
る
に
違
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
原
告
の
八
歳
と
一
〇
歳
の
両
方
の
息
子
ら
が
自
分

自
身
の
部
屋
を
も
ち
た
い
場
合
に
、
そ
の
こ
と
も
ま
た
理
解
で
き
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
息
子
ら
の
関
心
は
、
姉
、
お
よ
び
、
よ
う
や
く
三

歳
の
ま
た
別
の
兄
弟
の
関
心
と
明
ら
か
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
三
歳
の
息
子
を
さ
ら
に
引
き
続
き
九
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
け
の
広

さ
の
寝
室
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
原
告
に
も
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
当
該
息
子
が
最
後
に
は
自
分
自
身
の
部
屋
を
保
持
す
る
場
合
に
、

特
に
、
当
該
息
子
も
ま
す
ま
す
年
齢
が
進
む
場
合
に
、
そ
の
こ
と
は
理
解
で
き
た
。
三
つ
の
子
供
部
屋
に
つ
い
て
の
原
告
の
必
要
は
、
子
供
ら
の
異

な
る
関
心
、
お
よ
び
、
子
供
ら
の
異
な
る
そ
の
と
き
ど
き
の
年
齢
と
性
別
に
か
ん
が
み
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
相
当
な
重
要
さ
を
も
つ
。
こ
の

こ
と
は
、
子
供
ら
自
身
の
発
育
の
た
め
に
も
、
そ
の
家
族
の
生
活
の
緊
張
緩
和
の
た
め
に
も
、
必
要
不
可
欠
で
、
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
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子
供
ら
は
、
自
分
自
身
の
部
屋
に
お
い
て
、
よ
り
自
由
に
、
よ
り
自
然
に
成
長
し
、
彼
ら
の
異
な
る
関
心
を
よ
り
よ
く
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
さ
し
く
、
そ
の
よ
う
な
自
分
自
身
の
自
由
な
空
間
は
、
子
供
ら
の
年
齢
に
適
合
し
た
発
育
の
た
め
に
、
重
要
で
あ
る
。
原
告
自
身
も
ま
た
、
彼
女

の
夫
と
と
も
に
、
妨
げ
ら
れ
な
い
ご
く
個
人
的
な
領
域
に
対
す
る
請
求
を
も
つ
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
原
告
の
現
在
の
住
居
に
お
い
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
原
則
と
し
て
正
当
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
該
必

要
に
は
、
本
件
に
お
い
て
、
次
の
理
由
か
ら
、
よ
り
少
な
い
重
要
さ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は

4

4

4

、4・

過
去
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

拡
大
す
る
現
在
の
必
要
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

予
見
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

子
供
ら
の
成
長
を
十
分
に
顧
慮
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

場
合
に
よ
っ
て
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
本
件
住
居
の
一
部
の
領
域

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
要
求
す
る
こ
と
な
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
必
要
を
保
障
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

存
在
す
る
代
案
と
し
て
の
可
能
性
を
用
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

過
去

4

4

に
お
け
る
自
分
自
身
の
決
定
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

今
や
存
在
す
る
可
能
性
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
理
由
で
あ
る
。

　

通
常
の
自
己
必
要
の
主
張
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
裁
判
例
お
よ
び
文
献
に
お
い
て
、
賃
貸
人
は
、
自
分
自
身
の
態
様
に
つ
い
て
、
次
の
場
合
に
矛

盾
す
る
こ
と
が
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
が
、
す
で
に
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
見
通
す
こ
と
の
で
き
た
と
こ
ろ

の
主
張
さ
れ
た
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
、
ま
た
は
、
賃
貸
人
が
将
来
を
見
通
す
計
画
策
定
に
お
い
て
何
の
問
題
も
な
く
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
主
張
さ
れ
た
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
自
己
必
要
を

理
由
と
す
る
解
約
告
知
は
・
・
・
・
そ
の
解
約
告
知
の
生
じ
る
こ
と
が
賃
貸
人
に
と
っ
て
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
す
で
に
予
見
で
き
た

と
い
う
理
由
か
ら
、
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
則
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て
も

4

4

4

4

4

4

4

、4・

主
張
さ
れ
た
本
件
解
約
告
知
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
本

4

4

4

4

件
住
居
に
つ
い
て
の
部
分
的
な
必
要

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

諸
々
の
利
益
の
対
応
す
る
比
較
衡
量
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

意
味
に
即
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）
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地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
過
去
に
お
い
て
、
拡
大
す
る
現
在
の
必
要
を
予
見
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供

ら
の
成
長
を
十
分
に
顧
慮
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
の
本
件
住
居
の
一
部
の
領
域
を
要
求
す
る
こ
と
な
し
に
、

当
該
必
要
を
保
障
す
る
た
め
に
、
存
在
す
る
代
案
と
し
て
の
可
能
性
を
用
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
も
し
く
は
、
過
去
に
お
け
る
自
分
自
身
の
決
定

に
か
ん
が
み
て
、
今
や
存
在
す
る
可
能
性
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
賃
貸
人
の
矛
盾
す
る
態
様
に
つ
い
て
の
原
則
は
、
本
件
に
お
い
て

も
、
主
張
さ
れ
た
本
件
解
約
告
知
に
お
い
て
、
被
告
の
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
部
分
的
な
必
要
、
お
よ
び
、
諸
々
の
利
益
の
対
応
す
る
比
較
衡
量
の

た
め
に
、
意
味
に
即
し
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
矛
盾
す
る
態
様
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
、
本
件
事
案
の
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で

あ
る
。

　
「
被
告
は

4

4

4

、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
一
九
九
五
年
の
春
ま
た
は
夏
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
っ
ぱ
ら
被
告
だ
け
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
屋
階
の
屋

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

根
裏
部
屋
を
手
放
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

取
得
者
と
し
て
の
原
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
に
自
由
に
使
わ
せ
た
。
原
告
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
か
ら

4

4

4

4

、4・

一
九
九
五
年
六
月
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
建
物
の
取
得

4

4

4

4

4

4

4

の
あ
と
で
入
居
し

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
に
引
き
続
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
前
に
被
告
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
か
ら
原
告
の
願
望
に
も
と
づ
い
て
手
放
さ
れ
た
屋
根
裏
部

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

屋
を
取
り
入
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
屋
階
を
改
修
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
九
五
年
一
二
月
に
完
成
し
た
あ
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
九
五
年
の
終
わ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
し
く
は

4

4

4

4

、4・

一
九
九
六
年
の
は

4

4

4

4

4

4

4

じ
め
に

4

4

4

、4・

他
人
に
賃
貸
し
た
。
し
か
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
入
居
お
よ
び
屋
階
の
改
修
の
時
点
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に

4

4

4

、4・

原
告
の
す
べ
て
の
四
人
の
子
供
ら
は
生

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ま
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
一
九
九
八
年
一
二
月
三
日
付
の
・
・
・
・
原
告
自
身
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
、
当
時
、
娘
は
す
で
に
一
二
歳
で
、

両
方
の
よ
り
年
長
の
息
子
ら
は
六
歳
と
五
歳
で
、
な
ら
び
に
、
一
番
下
の
息
子
は
ま
さ
に
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
は

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

現
在
の
高
め
ら
れ
た
空
間
に
つ
い
て
の
必
要

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

将
来
を
見
通
す
必
要
な
計
画
策
定
に
お
け
る
原
告
の
高
め
ら
れ
た
必
要
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

予
見
す
る
こ

4

4

4

4

4
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と
が
で
き

4

4

4

4

、4・

か
つ

4

4

、4・

予
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
子
供
ら
が
、
成
長
し
、
よ
り
年
齢
が
進
み
、
そ
れ
と
と
も
に
、

子
供
ら
の
た
め
の
高
め
ら
れ
た
空
間
に
つ
い
て
の
必
要
、
お
よ
び
、
年
齢
に
適
合
し
た
発
育
の
た
め
の
増
大
し
た
必
要
が
生
じ
る
こ
と
は
、
は
じ
め

か
ら
、
認
識
で
き
た
し
、
屋
階
の
改
修
に
関
す
る
原
告
の
決
定
、
な
ら
び
に
、
そ
の
形
態
の
方
式
に
お
い
て
、
原
告
に
よ
っ
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
、
当
時
、
原
告
が
、
少
な
く
と
も
、
被
告
自
身
の
本
件
住
居
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、

自
由
に
使
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
の
ま
た
別
の
子
供
部
屋
を
原
告
の
子
供
ら
の
た
め
に
必
要
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
限
り
で
は
、
当
部
は

4

4

4

、
確
か
に
、
屋
階
の
改
修
に
関
す
る
原
告
の
決
定

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

当
該
全
平
面
の
他
人
へ
の
賃
貸
と
い
う
原
告
の
決
定

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を4

、4・

す
で
に
当
時
生
ま
れ
て
い
た
四
人
の
子
供
ら
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
決
定
が
筋
の
通
っ
て
い
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

相
当
で
あ
る
こ
と
に
も
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

づ
い
て
審
理
し
て
は
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
は
、
本
件
目
的
物
の
所
有
者
と
し
て
の
原
告
の
自
由
な
形
成
、
お
よ
び
、
原

告
の
人
生
の
計
画
策
定
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
原
告
は

4

4

4

、4・

屋
階
に
お
け
る
ほ
か
の
当
然
の
形
成
の
可
能
性
を
も
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
た
が

4

4

4

、4・

し
か
し

4

4

4

、4・

こ
の
こ
と
が
原
告
に
要
求
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
該
可
能
性
を
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

統
一
的
に
賃
借
さ
れ
た
被

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

告
の
本
件
住
居
に
介
入
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に
当
時
具
体
的
に
見
通
す
こ
と
の
で
き
た
必
要
を
今
や
極
端
な
例
外
的
事
案
の
理
由
づ
け
の
基
礎
と
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に

4

4

4

、4・

原
告
が

4

4

4

、4・

原
告
の
依
頼
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

事
後
的
に

4

4

4

4

、4・

被
告
か
ら

4

4

4

4

、4・

追
加
的
に

4

4

4

4

、4・

な
お
こ
れ
以
上
の
広
い
地
下
室
を
保
持
し
た
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

つ
け
加
わ
っ
た

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
原
告
は
、
子
供
ら
の
ひ
と
り
の
使
用
の
た
め
に
、
当
該
地
下
室
を
改
修
し
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

最
終
的
に
、
同
じ
く
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。・
・
・
・
当
該
地
下
室
は

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
か
ら

4

4

4

4

、4・

原
告
の
娘
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

子
供
部
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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そ
れ
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
高
め
ら
れ
た
必
要
は
満
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
本
件
住
居
を
要
求
す
る
た
め
の
基
礎
そ
れ
自
体
が
な
く
な
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た4

の
で
あ
る
。

　

し
か
し

4

4

4

、4・

原
告
が

4

4

4

、4・

当
該
地
下
室
は

4

4

4

4

4

4

、4・

湿
っ
ぽ
く

4

4

4

4

、4・

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
た
限
り
で
言
え
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

そ
れ
を
も
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

成
果
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

現
在
の
状
態
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

空
間
を
手
放
す
こ
と
に
よ
る
被

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

告
の
す
で
に
二
回
の
好
意
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

過
去
に
お
い
て
異
な
る
決
定
を
し
た
こ
と
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
か
ら
建
築
措
置
に
よ
っ
て
当
該
地

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

下
室
を
乾
燥
さ
せ

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ひ
と
り

4

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

数
人
の
子
供
ら
に
よ
る
申
し
分
の
な
い
利
用
の
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い4

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
な
経
済
的
な
費
用
を
も
っ
て
も
、
お
よ
そ
可
能
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
原
告
は
証
明
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
部
は
、
確
か
に
、
被
告
の
本
件
住
居
に
介
入
す
る
場
合
よ
り
も
、
本
質
的
に
よ
り
高
い
経
済
的
な
費
用
が
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
見
誤
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
該
費
用
は
、
特
に
、
被
告
の
逆
方
向
の
利
益
を
考
慮
に
入
れ
る
場
合
に
、
原
告
に
全
く
要
求
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
あ
る
」）

334
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
一
九
九
五
年
の
春
ま
た
は
夏
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
被
告
だ
け
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

た
と
こ
ろ
の
屋
階
の
屋
根
裏
部
屋
を
手
放
し
、
取
得
者
と
し
て
の
原
告
（
賃
貸
人
）
に
自
由
に
使
わ
せ
た
。
原
告
は
、
そ
れ
か
ら
、
一
九
九
五
年
六

月
に
、
本
件
建
物
の
取
得
の
あ
と
で
入
居
し
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
そ
の
前
に
被
告
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
原
告
の
願
望
に
も
と
づ
い

て
手
放
さ
れ
た
屋
根
裏
部
屋
を
取
り
入
れ
て
、
当
該
屋
階
を
改
修
し
、
一
九
九
五
年
一
二
月
に
完
成
し
た
あ
と
で
、
一
九
九
五
年
の
終
わ
り
、
も
し

く
は
、
一
九
九
六
年
の
は
じ
め
に
、
他
人
に
賃
貸
し
た
。
し
か
し
、
原
告
の
入
居
お
よ
び
屋
階
の
改
修
の
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
、
原
告
の
す
べ
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て
の
四
人
の
子
供
ら
は
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
限
り
で
は
、
原
告
は
、
現
在
の
高
め
ら
れ
た
空
間
に
つ
い
て
の
必
要
、
お
よ
び
、
将
来
を
見
通
す
必

要
な
計
画
策
定
に
お
け
る
原
告
の
高
め
ら
れ
た
必
要
を
、
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
予
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
②
当
部
は
、

屋
階
の
改
修
に
関
す
る
原
告
の
決
定
、
お
よ
び
、
当
該
全
平
面
の
他
人
へ
の
賃
貸
と
い
う
原
告
の
決
定
を
、
す
で
に
当
時
生
ま
れ
て
い
た
四
人
の
子

供
ら
に
か
ん
が
み
て
、
原
告
の
決
定
が
筋
の
通
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
相
当
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
審
理
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
③
原

告
は
、
屋
階
に
お
け
る
ほ
か
の
当
然
の
形
成
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
原
告
に
要
求
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

可
能
性
を
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
統
一
的
に
賃
借
さ
れ
た
被
告
の
本
件
住
居
に
介
入
す
る
た
め
に
、
す
で
に
当
時
具
体
的
に
見
通
す
こ
と
の
で

き
た
必
要
を
今
や
極
端
な
例
外
的
事
案
の
理
由
づ
け
の
基
礎
と
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
④
さ
ら
に
、
原
告
が
、
原
告
の
依
頼
に
も
と
づ
い
て
、

事
後
的
に
、
被
告
か
ら
、
追
加
的
に
、
な
お
こ
れ
以
上
の
広
い
地
下
室
を
保
持
し
た
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
当
該
地
下
室
は
、
そ
れ
か
ら
、
原
告

の
娘
に
よ
っ
て
、
子
供
部
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
原
告
の
高
め
ら
れ
た
必
要
は
満
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
被
告
の
本

件
住
居
を
要
求
す
る
た
め
の
基
礎
そ
れ
自
体
が
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
原
告
が
、
当
該
地
下
室
は
、
湿
っ
ぽ
く
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
主
張
し
た
限
り
で
言
え
ば
、
原
告
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
成
果
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
件
に
お
い
て
、
原
告
は
、
現
在
の
状
態
を
予

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
空
間
を
手
放
す
こ
と
に
よ
る
被
告
の
す
で
に
二
回
の
好
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
に
お
い
て
異
な
る
決
定
を
し
た
こ

と
に
か
ん
が
み
て
、
そ
れ
か
ら
建
築
措
置
に
よ
っ
て
当
該
地
下
室
を
乾
燥
さ
せ
、
ひ
と
り
、
ま
た
は
、
数
人
の
子
供
ら
に
よ
る
申
し
分
の
な
い
利
用

の
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
住
居
の
う
ち
の
ひ
と
つ
の
部
屋
の
明
渡
し
と
返
還
を
被
告
（
賃
借
人
）
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
く
す
る
と
こ
ろ

の
相
当
な
重
要
な
賃
借
人
の
利
益
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
論
述
を
進
め
た
。
そ
の
と
き
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
の
過
去
に
お
け
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る
態
様
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
た
と
え
原
告
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
の
空
間
の
分
離
が
、
大
き
な
困
難
さ
と
変
化
も
し
く
は
被
告
の
本
件
住
居
へ
の
介
入
な

し
に
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
す
べ
て
の
こ
と
が
、
可
能
な
限
り
、
被
告
が
、
ほ
と
ん
ど
負
担
を
か
け
ら
れ
な
い
し
、
費
用
を
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
よ
う
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
本
件
に
お
い
て
、
当
該
空
間
の
分
離
お
よ
び
原
告
へ
の
返
還
を
被

告
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
く
す
る
と
こ
ろ
の
相
当
な
重
要
な
被
告
の
利
益
が
存
在
す
る
。
提
出
さ
れ
た
医
師
の
診
断
書
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
の
視

力
は
、
強
く
制
限
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
に
お
い
て
は
、
重
大
な
循
環
障
害
お
よ
び
血
行
不
全
が
存
在
す
る
。
当
部
は
、
提
出
さ

れ
た
診
断
書
、
お
よ
び
、
被
告
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
病
状
が
正
し
い
こ
と
に
つ
い
て
、
疑
念
を
も
た
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
被
告
が
・
・
・
・

す
で
に
今
や
継
続
的
に
世
話
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
最
終
的
に
、
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

被
告
は
、
一
九
九
九
年
二
月
一
〇
日
付
の
書
面
に
お
い
て
、
補
足
的
に
、
か
つ
、
原
告
に
よ
っ
て
反
論
さ
れ
ず
に
、
被
告
の
娘
ら
の
ひ
と
り
が
、
一

年
の
間
に
、
世
話
人
・
援
助
人
と
し
て
、
本
件
住
居
に
お
い
て
三
ヶ
月
な
い
し
四
ヶ
月
を
過
ご
し
、
そ
の
理
由
か
ら
、
原
告
に
よ
っ
て
も
・
・
・
・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
申
し
立
て
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
す
で
に
現
在
、
世
話
人
が
・
・
・
・
時
々
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
よ
り
長

い
期
間
の
間
、
被
告
の
本
件
住
居
に
お
い
て
、
援
助
と
世
話
の
た
め
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
被
告
と
と
も
に
居
住
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
告
が
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
八
六
歳
で
あ
る
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
ま
さ
し
く
、
よ
り
高
齢
の
人
々

に
お
い
て
、
一
般
に
周
知
の
こ
と
と
し
て
、
存
在
す
る
病
気
や
苦
し
み
は
、
も
は
や
本
質
的
に
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
逆
に
、
明
ら

か
に
悪
化
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
う
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
挙
げ
ら
れ
た
事
情
に
も
と
づ
い
て
、
い
く
ば
く
か
の
確
実
性
を
も
っ
て
、
賃
借
人
と

し
て
の
被
告
が
、
き
わ
め
て
高
齢
を
も
っ
て
、
世
話
と
援
助
の
た
め
に
、
援
助
人
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
、
も
し
く
は
、
す
で
に
昨
年
存
在
し
た
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状
態
が
む
し
ろ
強
ま
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
被
告
の
申
立
て
に
反
し
て
、
継
続
的
に
世
話
さ
れ
る
必
要
性
が
、
な
お
、
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な

い
と
し
て
も
、
他
方
に
お
い
て
、
過
去
に
、
被
告
の
ひ
と
り
の
娘
が
、
す
で
に
比
較
的
長
い
期
間
（
一
年
の
う
ち
三
ヶ
月
な
い
し
四
ヶ
月
）、
本
件

住
居
に
お
い
て
看
護
婦
と
し
て
過
ご
し
、
被
告
の
世
話
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
被
告
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
、
か
な
り
高
齢
の
賃
借
人
と
し

て
、
か
ろ
う
じ
て
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
二
つ
と
半
分
の
部
屋
を
使
用
し
、
ひ
と
り
の
人
が
、
時
々
だ
け
、
追
加
的
に
本
件
住
居
に
泊
ま
る

場
合
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
な
お
十
分
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
世
話
人
・
援
助
者
と
し
て
追
加
さ
れ
る
人
が
、
す
で
に
、
今
や
、
比

較
的
長
い
期
間
、
本
件
住
居
に
滞
在
す
る
場
合
に
、
こ
の
こ
と
が
、
な
お
、
継
続
的
で
は
な
い
場
合
で
さ
え
も
、
三
つ
と
半
分
の
部
屋
で
一
一
六
平

方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
と
い
う
本
件
住
居
の
現
在
の
様
式
に
お
い
て
、
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
住
居
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
部
屋
を
原
告
に

手
放
す
こ
と
は
、
被
告
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
被
告
が
、
世
話
人
に
、
相
当
な
広
い
ひ
と
つ
の
部
屋
を
、
世

話
人
の
使
用
の
た
め
に
自
由
に
使
わ
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
場
合
に
、
異
議
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

さ
ら
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
に
し
た
が
っ
て
、
賃
貸
人
が
、
ど
の
よ
う
な
居
住
の
必
要
を
、
自
己
の
た
め
に
相
当
で
あ
る
と
考
え
る
の

か
と
い
う
点
を
定
め
る
こ
と
は
、
所
有
権
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
る
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
の
単
独
の
権
限
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
が
つ
け
加
わ
る
。
そ

の
限
り
で
は
、
主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
が
住
居
の
統
制
管
理
と
い
う
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
お
よ
び
、
賃
貸
人
が
そ
こ
で

な
お
相
当
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
も
と
づ
い
て
、
主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
を
審
理
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
の
な
す
べ

き
事
柄
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
同
じ
こ
と
は
、
賃
借
人
の
た
め
に
も
、
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
に
お
い
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

裁
判
所
は

4

4

4

4

、4・

相
当

4

4
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な
居
住
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
考
え

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

賃
借
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
賃
借
人

に
お
い
て
も
、
賃
借
人
が
、
住
居
の
統
制
管
理
と
い
う
理
由
か
ら
、
相
当
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
審
理
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
占
有
権
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
つ
ま
り
、
全
く
同
様
に
、
基
本
法
一
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
所
有
権
の
保
護
を
享

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

受
す
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
何
か
異
な
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
に
お
い
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
に
お
い
て
も

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
く

4

4

、4・

ゆ
き

4

4

す
ぎ
た
も
の
で

4

4

4

4

4

4

、4・

不
相
当
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
だ
け
妥
当
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し
、
三
つ
と
半
分
の
部
屋
で
一
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
様
式
に
お
い

て
、
被
告
の
た
め
に
、
お
よ
び
、
一
年
の
う
ち
か
な
り
長
い
時
期
の
間
ひ
と
り
の
世
話
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
決
し
て
、
ゆ
き
す
ぎ
た
も
の
で

不
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
本
件
に
お
い
て
も
、
被
告
の
場
合
に
、
将
来
の
た
め
に
あ
る
程
度
の
予
測
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
妥
当
す
る
。

も
っ
と
も
、
高
齢
お
よ
び
す
で
に
被
告
の
現
在
の
健
康
状
態
に
か
ん
が
み
て
、
ひ
と
つ
の
部
屋
を
手
放
す
こ
と
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
も
は
や
要
求

で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
被
告
の
健
康
状
態
は
、
経
験
上
、
改
善
さ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
悪
化
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
結
果
、
世
話
人
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
引
き
続
き
、
被
告
の
娘
ら
に
よ
る
さ
ら
に
進
ん
だ
世
話
と
援
助
の
実
行
が
、
必
要
と
な
り
、
特
に
、
被
告
が
、
多
年
に

わ
た
っ
て
賃
借
さ
れ
た
本
件
住
居
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
が
な
ん
と
か
し
て
だ
け
可
能
で
あ
る
限
り
は
、
そ
の
晩
年
を
過
ご
す
つ
も
り
で
あ
る
こ
と

が
、
原
告
に
よ
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
は
、
原
告
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
部
屋
を
手
放
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
部
屋
が
か
つ
て
分
離
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
被
告
の
病
気

が
な
お
こ
れ
以
上
現
実
化
し
、
継
続
的
な
世
話
と
持
続
的
な
監
督
が
必
要
で
あ
る
こ
と
ま
で
、
な
お
こ
れ
以
上
の
世
話
の
実
行
の
必
然
性
が
あ
る
場

合
に
、
も
は
や
後
戻
り
さ
せ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
世
話
人
の
滞
在
が
、
か
な
り
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
ま
た
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
将
来
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に
お
い
て
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
継
続
し
て
、
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
も
し
く
は
、
必
要
不
可
欠
に
な
る
場
合
に
、
被
告
は
、
確
か
に
、
こ
の
点
で

は
、
決
し
て
、
お
よ
そ
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
と
半
分
の
部
屋
と
い
う
様
式
を
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に

4

4

4

、4・

こ
れ
以
外
の
観
点
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

過
去
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に
二
度

4

4

4

4

4

、4・

原
告
に
譲
歩
し

4

4

4

4

4

4

、4・

屋
階
に
お
け
る
屋
根
裏
部
屋
お
よ
び
広

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
地
下
室
を
明
け
渡
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お
こ
れ
以
上
の
利
用
を
放
棄
し
た
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
今
や

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
の
健
康
状
態
お
よ
び
高
齢
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
は

4

4

や4

、4・

よ
り
以
上
の
も
の
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
特
に
、
被
告
は
・
・
・
・
被
告
の
統
一
的
な
本
件
住
居
の
不
可
欠
な

構
成
要
素
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
両
方
の
側
の
利
益
状
況
の
比
較
衡
量
は
、
す
で
に
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
に

お
い
て
、
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
計
画
さ
れ
た
改
修
措
置
に
よ
る
負
担
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
結
び
つ
け
ら

れ
た
結
果
が
、
被
告
に
と
っ
て
、
病
気
の
相
当
な
悪
化
に
行
き
着
き
う
る
と
い
う
身
体
的
・
精
神
的
な
結
果
を
も
ち
う
る
し
、
こ
の
こ
と
が
、
そ
の

う
え
さ
ら
に
、
自
殺
の
危
険
に
ま
で
行
き
着
き
う
る
場
合
に
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
該
事
情
は
、
な
お
こ
れ
以
上

解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
、
利
益
の
比
較
衡
量
が
、
こ
の
よ
う
な
追
加
的
な
観
点
を
考
慮
に
入
れ
る

こ
と
な
し
に
、
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」）

335
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
賃
借
人
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
、
相
当
な
居
住
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
考
え
、
お
よ
び
、
賃
借
人
に
よ
っ

て
主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
の
占
有
権
も
ま
た
、
基
本
法
一
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
所

有
権
の
保
護
を
享
受
す
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
何
か
異
な
る
こ
と
は
、
主
張
さ
れ
た
居
住
の
必
要
が
、
賃
貸
人
に
お
い
て
も
、
賃
借
人
に
お
い
て

も
、
全
く
、
ゆ
き
す
ぎ
た
も
の
で
、
不
相
当
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
だ
け
妥
当
す
る
こ
と
、
②
さ
ら
に
、
こ
れ
以
外
の
観
点
と
し
て
、
被
告
（
賃
借

人
）
が
、
過
去
に
お
い
て
、
す
で
に
二
度
、
原
告
（
賃
貸
人
）
に
譲
歩
し
、
屋
階
に
お
け
る
屋
根
裏
部
屋
お
よ
び
広
い
地
下
室
を
明
け
渡
し
、
な
お
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こ
れ
以
上
の
利
用
を
放
棄
し
た
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
今
や
、
被
告
の
健
康
状
態
お
よ
び
高
齢
に
お
い
て
、
も
は
や
、
よ
り
以
上
の
も
の
は
、
被

告
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
一
地
方
裁
判
所
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
47
】
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
一
地
方
裁
判
所
二
〇
一
二
年
八
月
一
七
日
判
決）

336
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

被
告
ら
は
、原
告
の
前
主
か
ら
、一
九
六
六
年
に
、本
件
建
物
（
一
家
族
用
住
宅
）、お
よ
び
、付
属
建
物
を
賃
借
し
た
。
原
告
は
、売
買
に
よ
っ
て
、

本
件
建
物
等
の
所
有
権
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
原
告
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
七
日
に
、
相
当
な
経
済
的
利
用
の
妨
げ
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
と

の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
本
件
建
物
等
を
取
り
壊
し
、
本
件
土
地
上
に
、
新
た
な
建
物
を
再
築
す
る
こ
と
を
意
図
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
、
五
七
四
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
・
・
・
・
付
属
建
物
と
一
緒
に
本
件
一
家
族
用
住
宅
の
明
渡
し
と
返
還
に

対
す
る
請
求
権
を
有
し
た
。
と
い
う
の
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
七
日
付
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
一
項
一
文
、
二
項
三
号
に
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し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
た
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
、
五
七
四
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の

継
続
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」）

337
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
区
裁
判
所
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
三
号
に
関
し
て
、
賃
貸
人
と
し
て
の
原
告
は
、

被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
よ
っ
て
、
本
件
土
地
・
建
物
の
相
当
な
経
済
的
利
用
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
著
し

い
不
利
益
を
被
る
と
い
う
確
か
な
結
論
に
行
き
着
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
継
続
す
る
場
合
に
、
原
告
の
本
件
土
地
・
建
物
の
経
済
性
は
、

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。・
・
・
・

　

原
告
の
側
で
意
図
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
目
的
物
の
取
壊
し
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
の
・
・
・
・
新
築
は
、
本
件
土
地
・
建
物
の
経
済

的
な
利
用
を
意
味
し
た
。

　

原
告
の
側
で
意
図
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
経
済
的
な
利
用
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
三
号
の
意
味
に
お
い
て
、
相
当
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
経
済
的
な
利
用
は
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
考
慮
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。・
・
・
・

　

原
告
が
存
続
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
た
め
に
原
告
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
土
地
・
建
物
の
経
済
的
な
利
用
に
つ
い
て
妨
げ

ら
れ
る
場
合
に
、
著
し
い
不
利
益
が
原
告
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
」）

338
（

、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
ら
の
側
に

お
け
る
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
が
賃
貸
人
の
利
益
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
そ
の
と
き
に
、

地
方
裁
判
所
は
、
経
済
的
な
利
用
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
前
段
階
に
お
け
る
賃
貸
人
お
よ
び
賃
借
人
ら
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
も
考
慮

し
た
う
え
で
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
一
月
）

245

　
「
被
告
ら
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
も
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
、
五
七
四
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
行

き
着
か
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
本
件
に
お
い
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

被
告
ら
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
被
告
ら
の
申
立
て
を
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
想
定
し
た
場
合
に
、
長
い
本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
（
一
九
六
六
年
か
ら
）、
八
〇
歳
と
い

う
被
告
ら
の
年
齢
、
持
続
的
な
病
気
で
あ
る
と
い
う
被
告
ら
の
健
康
状
態
（
お
よ
び
、
転
居
す
る
場
合
に
、
自
殺
す
る
傾
向
を
と
も
な
っ
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
起
こ
り
う
る
相
当
な
健
康
状
態
の
悪
化
）
と
い
う
背
景
の
も
と
で
、
な
ら
び
に
、
制
限
さ
れ
た
被
告
ら
の
経
済
的
な
関
係
を
顧
慮
し
て

－

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
つ
ど
、
代
替
住
居
の
調
達
と
い
う
背
景
の
も
と
で
も

－

、
ま
ず
第
一
に
、
苛
酷
さ
の
存
在
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。・
・
・
・

　

し
か
し
、
当
該
苛
酷
さ
は
、
原
告
の
利
益
を
評
価
し
て
、
被
告
ら
の
側
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
原
告
の
利
益
を
凌
駕
す
る
ほ
ど

に
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
特
に
、
賃
借
人
の
健
康
な
い
し
生
命
に
つ
い
て

の
利
益
に
は
、
通
常
、
賃
貸
人
の
経
済
的
な
利
益
に
対
し
て
、
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
ま
さ
し
く
、
被
告
ら
の

4

4

4

4

身
体
的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

き
わ
め
て
高
い
重
要
さ
が
帰
属
す
る
の
が
当
然

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
る
。
し
か
し

4

4

4

4

4

4

、4・

同
時
に

4

4

4

、4・

原
告
は

4

4

4

、4・

ま
さ
し
く

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
利
益
を
無
視
し
た
の
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む
し
ろ

4

4

4

、4・

持
続
的
に

4

4

4

4

、4・

か
つ

4

4

、4・

す
で
に

4

4

4

（4・

経
済

4

4

的
な

4

4

）4・

利
用
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
前
段
階
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
た
め
に
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
う
る
苛
酷
さ
を
緩
和
す
る
よ
う
に
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4

4

4

4

努
力
し
た
こ
と
も
ま
た

4

4
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4
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4
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考
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に
入
れ
ら
れ
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け
れ
ば
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ら
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か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

原
告
へ
の
本
件
建
物
等
の
売
買
と
関
連

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
て

4

4

、4・

二
〇
〇
六
年
の
春
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

以
前
の
賃
貸
人
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た

4

4

、4・

原
告
に
対
し
て
も

4

4

4

4

4

4

4

、4・

議
論
の
余
地
も
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
取
得
前
に

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

比4
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較
し
う
る
住
居
を
取
得
し
た
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

い
つ
で
も

4

4

4

4

、4・

本
件
建
物
か
ら
退
去
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
、
議
論
の
余

地
も
な
く
残
っ
た
。
原
告
の
側
か
ら
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
時
も
す
で
に
病
気
で
あ
っ
た
被
告
ら
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
そ
れ
か
ら
、
な
お
こ
れ
以
上
の
経
過
に
お
い
て
、（

4

経4

済
的
な

4

4

4

）4・

利
用
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
前
段
階
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
〇
〇
九
年
の
夏
な
い
し
秋
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

議
論
の
余
地
も
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

（
三
万
六
千
ユ
ー
ロ

の
金
額
に
お
け
る
転
居
費
用
の
補
助
金
を
度
外
視
し
て
・
・
・
・
）、
本
件
建
物
の
す
ぐ
近
く
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
隔
た
り
）、
転
居
費
用

4

4

4

4

を
受
け
取
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

二
〇
〇
一
年
に
完
全
に
近
代
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
本
件
建
物
は
七
八
・
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

付
属
建
物
は
三
一
・
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
っ
た
）
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
テ
ラ
ス
と
庭
を
と
も
な
う
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

一
階
の
代
替
住
居
が
提
供
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
社
会
扶
助
額
に
連
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
五
六
二
ユ
ー
ロ
五
九
ペ
ニ
ヒ
の
金
額
に
お

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

け
る
物
価
指
数
に
準
拠
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4・

低
い

4

4

）4
・

（
4
・

正
味
の

4

4

4

）4・

賃
料

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

両
方
の
被
告
ら
が
そ
の
住
居
に
居
住
す
る
あ
い
だ
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

通
常
の
解
約
告
知
権

4

4

4

4

4

4

4

4

を
断
念
す
る

4

4

4

4

4

こ
と
に
向
か
っ
た
。
両
方
の
被
告
ら
の
一
方
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

死
亡
し

4

4

4

、4・

ま
た
は

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
か
ら
退
去
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

三
年
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
側
か
ら
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
提
供
は

4

4

4

4

4

、
物
価
指
数
に
準
拠
し

た
条
項
、
お
よ
び
、
被
告
ら
の
息
子
が
と
も
に
そ
の
住
居
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
し
・
・
・
・
使
用
賃
貸
借
法
の
規
定
が
両
方
の
賃
借

人
ら
の
死
亡
後
に
は
じ
め
て
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
文
書
に
書
き
記
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
顧
慮
し
て
、
拒
絶
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
続
け
て
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・
（

4
・

経
済
的
な

4

4

4

4

）4・

利
用
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
前
段
階
に
お
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て4

、4・

暖
房
お
よ
び
電
気
の
近
代
化
を
妨
げ
た
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し
、
鑑
定
人
は
、
ま
さ
し
く
、
本
件
建
物

お
よ
び
付
属
建
物
が
、
た
と
え
ば
、
電
気
の
短
絡
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
居
住
者
に
と
っ
て
、
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
結
論
に
行
き
着
い
た
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の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
た
と
え
ば
、
付
属
建
物
に
お
い
て
、
電
気
の
配
線
は
、
主
た
る
建
物
か
ら
ゆ
る
く
垂
れ
下
が
っ
て
分
岐
し
、
当
該
配
線
は
、

木
の
枝
を
介
し
て
通
じ
て
い
た
。
主
た
る
建
物
に
お
い
て
も
、
電
気
配
線
は
古
く
な
り
、
部
分
的
に
、
電
気
設
備
は
、
外
へ
外
壁
を
通
っ
て
突
き
通

さ
れ
て
い
て
、
地
面
の
な
か
に
適
当
な
保
護
措
置
な
し
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
付
属
建
物
の
屋
根
が
わ
ら
は
、
は
が
れ
て
い

た
。
付
属
建
物
の
天
井
は
す
っ
か
り
湿
っ
て
い
た
結
果
と
し
て
、
一
時
し
の
ぎ
の
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
井
し
っ
く
い
の
落
下
が
差
し
迫
っ
て

い
た
。
ま
た
、
主
た
る
建
物
の
木
の
バ
ル
コ
ニ
ー
は
、
風
化
に
よ
っ
て
そ
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
鑑
定
人
の
的
確
な
査
定
に
し
た

が
っ
て
、
近
代
化
は
、
経
済
的
な
観
点
に
お
い
て
、
完
全
に
不
合
理
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
全
体
の
背
景
の
も
と
で
、
当
部
も
ま
た
、
被
告
ら
の
存
続
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
原
告
の
利
用
に
つ
い
て
の
利
益
に
対
し
て
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
優
勢
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
、
五
七
四
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の

継
続
は
考
慮
に
値
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
」）

339
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
身
体
的
に
損
傷
の
な
い
こ
と
に
は
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
比
較
衡
量
の
枠
組

み
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
高
い
重
要
さ
が
帰
属
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
ま
さ
し
く
、
被
告
ら
の
利
益

を
無
視
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
持
続
的
に
、
か
つ
、
す
で
に
経
済
的
な
利
用
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
前
段
階
に
お
い
て
、
被
告
ら

の
た
め
に
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
う
る
「
苛
酷
さ
」
を
緩
和
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
こ
と
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
、
②
被
告
ら
が
、
原
告
へ
の
本
件
建
物
等
の
売
買
と
関
連
し
て
、
二
〇
〇
六
年
の
春
に
、
以
前
の
賃
貸
人
に
対
し
て
、
ま
た
、
原
告
に
対
し
て

も
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
そ
の
取
得
前
に
、
被
告
ら
は
、
比
較
し
う
る
住
居
を
取
得
し
た
場
合
に
、
原
則
と
し
て
、
い
つ
で
も
、
本
件
建
物
か
ら

退
去
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
、
③
原
告
の
側
か
ら
は
、
当
時
も
す
で
に
病
気
で
あ
っ
た
被
告
ら
に
対
し
て
、
経
済
的
な
利
用
を
理
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由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
前
段
階
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九
年
の
夏
な
い
し
秋
に
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
本
件
建
物
の
す
ぐ
近
く
に
、
転
居
費
用

を
受
け
取
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
に
完
全
に
近
代
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
テ
ラ
ス
と
庭
を
と
も
な
う
三
つ
の

部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
一
階
の
代
替
住
居
が
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
④
そ
の
代
替
住
居
に
お
い
て
は
、
社
会
扶
助
額
に
連
結
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
五
六
二
ユ
ー
ロ
五
九
ペ
ニ
ヒ
の
金
額
に
お
け
る
物
価
指
数
に
準
拠
し
た
（
低
い
）（
正
味
の
）
賃
料
が
定
め
ら
れ
、
両
方
の
被
告
ら
が
そ
の
住
居

に
居
住
す
る
あ
い
だ
は
、
通
常
の
解
約
告
知
権
を
断
念
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
し
、
さ
ら
に
、
両
方
の
被
告
ら
の
一
方
が
、
死
亡
し
、
ま

た
は
、
そ
の
住
居
か
ら
退
去
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
な
お
、
三
年
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
被
告
ら
は
、
こ
の
提
供
を
拒
絶
し
て
い
た
こ
と
、
⑤
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
被
告
ら
が
、
経
済
的
な
利
用
を
理

由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
前
段
階
に
お
い
て
、
暖
房
お
よ
び
電
気
の
近
代
化
を
妨
げ
た
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
当
事
者
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て
、
三
つ
の
類
型
に
分
け
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

　

⑶
　
当
事
者
の
利
益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

　

賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
当
事
者
の
利
益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
が
存
在
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を
行
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
的
な
枠
組
み
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に
か
か
わ
る
裁
判
例
の
考
察
の
最
後
で
あ
る
が
、
第
三
に
、
当
事
者
の
利
益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ

と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
七
五
年
一
二
月
八
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
48
】
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
七
五
年
一
二
月
八
日
判
決）

340
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
ら
は
、
本
件
建
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
本
件
建
物
に
お
い
て
、
一
九
六
六
年
一
一
月
一
日
付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
よ

っ
て
、
四
つ
の
部
屋
、
台
所
、
廊
下
、
お
よ
び
、
浴
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
賃
借
し
た
。
原
告
ら
は
、
一
九
七
四
年
二
月
二
二
日
付

の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、一
九
七
四
年
八
月
三
一
日
付
で
、本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
被
告
ら
は
、
原
告
ら
の
「
自
己
必
要
」
を
否
認
し
、
本
件
解
約
告
知
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
不

当
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
す
る
、
と
主
張
し
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
短
い
期
間
に
お
い
て
相
当
な
代
替
住
居
を
調
達
す
る
こ
と
は
、
被
告

ら
に
可
能
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

原
告
ら
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
請
求
し
た
。
原
告
ら
は
、
原
告
ら
の
娘
が
、
夫
と
子
供
と
と
も
に
、
原
告
ら
の
本
件
建

物
に
お
い
て
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
だ
け
を
占
有
し
、
そ
の
結
果
、
一
九
七
二
年
の
終
わ
り
に
生
ま
れ
た
子
供
が
、
き
わ
め
て

狭
め
ら
れ
た
関
係
の
た
め
に
、
両
親
の
寝
室
に
お
い
て
夜
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
原
告
ら
の
利
益
を
理
由
づ
け
た
。
そ
れ



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
六
）

250

に
加
え
て
、
原
告
ら
は
、
原
告
ら
の
健
全
で
な
い
健
康
状
態
の
た
め
に
、
娘
と
そ
の
夫
の
存
在
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
建
物

に
娘
ら
が
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
原
告
ら
は
、
よ
り
広
い
住
居
を
娘
ら
に
自
由
に
使
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

本
件
明
渡
し
の
訴
え
の
提
起
の
あ
と
で
、
被
告
ら
は
、
一
九
七
五
年
五
月
に
、
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
当
事
者
は
、
控
訴

審
に
お
い
て
、
本
件
訴
訟
は
処
理
さ
れ
た
こ
と
を
表
明
し
、
訴
訟
費
用
の
負
担
の
点
だ
け
が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
訴
訟
費
用
を
被
告
ら
に
負
担
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
訟
費
用
は
・
・
・
・
被
告
ら
に
負
担
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。・
・
・
・
原
告
ら
は
、

一
九
七
四
年
二
月
二
二
日
付
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
し
た
が
っ
て
・
・
・
・
異
議
権
が
Ｂ

Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
被
告
ら
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
し
に
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
」）

341
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
・
・
・
・
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
を
原
告
ら
の
娘
と
そ
の
家
族
に
委
譲
す
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
し
、
原
告
ら
の
娘
と
そ
の
家
族
は
、
そ
の
頃
、
要
求
で
き
な
い
ほ
ど
狭
め
ら
れ
た
関
係
に
お
い
て
居
住
し
て
い
た
。

　

二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
は
、
子
供
を
も
っ
た
夫
婦
に
と
っ
て
、
た
と
え
そ
の
子
供
が
や
っ
と
わ
ず
か
な
年
齢
で
あ
る
と
し
て
も
、

原
則
と
し
て
、
不
相
当
に
狭
い
。
さ
ら
に
、
両
方
の
部
屋
は
・
・
・
・
快
適
に
い
く
つ
か
の
居
住
領
域
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど
広
く
は

な
い
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
同
じ
階
層
に
子
供
部
屋
と
し
て
設
備
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ま
で
居
住
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
四
巻
　
　
第
二
号
（
二
〇
二
二
年
　
一
月
）

251

ま
た
別
の
部
屋
が
な
お
存
在
す
る
と
い
う
被
告
ら
の
指
摘
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
何
も
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
原
告
ら
は
、
こ
れ
に
つ
い

て
、
そ
の
部
屋
は
暖
房
装
置
を
備
え
て
い
な
い
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
部
屋
は
す
で
に
こ
の
理
由
か
ら
幼
児
を
泊
め
る
た
め
に
考
慮
に
値
し
な
い
こ

と
を
反
論
な
し
に
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
」）

342
（

、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」

を
否
定
し
た
。
そ
の
と
き
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
当
事
者
の
利
益
は
、
少
な
く
と
も
均
衡
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
当
事
者
の
利

益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
、
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
賃
借
人
ら
の
異
議
は
正
当
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
本
件
解
約
告
知
の
有
効
性
は
、
一
九
七
四
年
六
月
二
〇
日
付
の
賃
借
人
協
会
の
書
面
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
被
告
ら
の
異
議
に
よ
っ

て
も
、
無
に
帰
さ
な
か
っ
た
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
、
賃
借
人
ま
た
は
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利

益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
き
に
だ
け
、
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知

に
異
議
を
述
べ
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
本
件
に
お
い
て
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
す
で
に
、
本
件

解
約
告
知
の
意
思
表
示
の
と
き
に
、
自
宅
の
建
築
を
計
画
し
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
そ
の
間
に
、
そ
の
建
築
に
と
り
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
区
裁
判
所
が
す
で
に
的
確
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
、
両
当
事
者
の
対
立
す
る
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
本
件
賃
借
住
居
に
と



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
六
）

252

ど
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
が
優
先
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
行
き
着
か
な
か
っ
た
。
被
告
ら
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た

一
家
族
用
住
宅
が
い
つ
入
居
可
能
に
な
る
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る
不
確
か
な
状
態
、
お
よ
び
、
特
に
、
原
告
ら
の
構
成
員
ら
に
要
求
で
き
な
い
居

住
関
係
に
か
ん
が
み
て
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
利
益
が
優
先
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
き
に
、
解
約
告
知
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
し
、
そ
れ
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
の
材
料
を
提

供
す
る
と
こ
ろ
の
両
当
事
者
の
諸
々
の
理
由
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

少
な
く
と
も
均
衡
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
し
か
し

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
解
約
告

4

4

4

4

4

知
に
対
す
る
異
議
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
の
終
了
に
対
す
る
影
響
を
と
も
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

343
（

。

　

第
二
に
、
ベ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
・
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
区
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
八
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
49
】
ベ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
・
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
区
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
八
日
判
決）

344
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

八
一
歳
の
原
告
は
、
本
件
建
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
本
件
建
物
に
お
い
て
、
一
階
に
所
在
す
る
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
一
九
七
五

年
に
、
原
告
は
、
二
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
を
、
現
在
同
じ
く
八
一
歳
で
あ
る
被
告
、
お
よ
び
、
そ
の
間
に
亡
く
な
っ
た
被
告
の
夫
に
賃
貸
借
し

た
。
原
告
お
よ
び
被
告
は
、
高
齢
に
典
型
的
な
病
気
の
結
果
と
し
て
、
健
康
を
そ
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
九
八
七
年
の
春
に
、
同
じ
く
本
件
建
物
に

居
住
し
て
い
た
原
告
の
姉
妹
が
死
亡
し
た
。
原
告
は
、
そ
の
姉
妹
に
よ
っ
て
、
援
助
さ
れ
、
世
話
を
さ
れ
て
い
た
。
原
告
は
、
そ
の
姉
妹
の
死
亡
の

結
果
と
し
て
、
一
九
八
七
年
四
月
二
七
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
八
八
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
と
の
本
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件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
本
件
住
居
を
あ
る
若
い
夫
婦
の
た
め
に
必
要
と
し
た
。
そ
の
若
い
夫
婦
は
、
本
件
住
居
を
賃
借

し
、
個
人
的
な
領
域
に
お
い
て
も
、
家
事
の
領
域
に
お
い
て
も
、
原
告
を
助
け
る
心
構
え
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
・
・
・
・
本
件
解
約
告
知
の
た
め
に
十
分
な
原
告
の
自
己
必
要
は
、
存
在
し
た
し
、

認
め
ら
れ
て
も
い
た
」）

345
（

、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し

た
。
そ
の
と
き
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
両
方
の
当
事
者
の
利
益
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
、
当
事
者
の
利
益
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
場
合
、
建
物
所
有
者
と
し
て
の
賃
貸
人
の
利
益
に
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
そ
れ
に
対
し
て
、
明
渡
し
が
、
被
告
に
と
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
こ
と
は
見
誤
ら
れ
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
被
告
の
年
齢
お
よ
び
健
康
状
態
に
か
ん
が
み
て
、
適
当
な
ほ
か
の
住

居
を
見
出
し
、
転
居
を
が
ま
ん
し
、
新
た
な
住
居
と
そ
の
周
囲
の
地
域
に
慣
れ
る
こ
と
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
困
難
な
状
態
に
陥
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
苛
酷
さ
は
、
本
件
訴
え
を
棄
却
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
認
め
ら

れ
た
明
渡
期
間
を
度
外
視
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
延
長
す
る
こ
と
に
行
き
着
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
原
告
は
、
療
養
施
設
の
世
話
に
入
る
た
め
に
、
い
つ
か
本
件
建
物
を
離
れ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
て
、
本
件
建
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物
に
Ｓ
婦
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
弱
な
状
態
が
い
ち
だ
ん
と
増
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
の
所
有
物
の
な
か
に
居
住
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
の
も
と
で
、
一
方
に
お
い
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、
他
方

に
お
い
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
、
両
方
の
当
事
者
の
利
益
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し4

、4・

そ
の
場
合

4

4

4

4

、4・

建
物
所
有
者
と
し
て
の
原
告
の
利
益
に
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）

346
（

。

　

な
お
、
区
裁
判
所
は
、
そ
れ
と
と
も
に
、「
も
っ
と
も
、
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
て
、
適
当
な
代
替
住
居
を
見
出
す
可
能
性
を
被
告

に
与
え
る
た
め
に
、
か
な
り
長
い
明
渡
期
間
（
八
ヶ
月
半
）
が
被
告
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」）

347
（

こ
と
も
認
め
た
。

　

第
三
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
コ
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
三
月
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
50
】
コ
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
三
月
七
日
判
決）

348
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

原
告
ら
は
、
一
九
八
八
年
九
月
一
二
日
に
、
競
売
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
二
家
族
用
住
宅
を
買
い
受
け
た
。
被
告
ら
は
、
一
〇
年
以
上
前
か
ら
、

本
件
二
家
族
用
住
宅
の
一
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。

　

原
告
ら
は
、
強
制
競
売
法
の
規
定
を
援
用
し
て
、
一
九
八
八
年
九
月
一
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
八
九
年
九
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
ら
と

の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
原
告
ら
は
、
補
足
的
に
、
本
件
解
約
告
知
の
根
拠
を
、「
自
己
必
要
」
に
も
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
七
二
歳
に
な
る
被
告
・
夫
の
高
齢
、
そ
の
ほ
か
に
、
被
告
・
夫
は
、
脊
柱
の
損
傷
、
ひ
ざ
の
関
節
の
磨
損
、
肝
臓
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の
損
傷
、
血
行
不
全
と
い
う
健
康
上
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

被
告
ら
は
、
原
告
ら
に
対
し
て
、
一
九
八
九
年
九
月
三
〇
日
付
で
・・・・
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
」）

349
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、区
裁
判
所
は
、は
じ
め
に
、「
自
己
必
要
」を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
当
事
者
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
一
九
八
八
年
九
月
一
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
意
思
表
示
さ
れ
た
本
件
解
約
告
知

に
よ
っ
て
、
有
効
に
、
一
九
八
九
年
九
月
三
〇
日
付
で
、
終
了
し
た
。

　

原
告
ら
は
、
確
か
に
、
意
思
表
示
さ
れ
た
原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
の
根
拠
を
、
も
っ
ぱ
ら
、
強
制
競
売
法
・
・
・
・
に
だ
け
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
は
、
強
制
競
売
法
・
・
・
・
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
、
買
受
人
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
一
項
ま
た
は
二
項
の

意
味
に
お
い
て
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

　

し
か
し
、
原
告
ら
に
よ
っ
て
補
足
的
に
原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お
い
て
申
し
立
て
ら
れ
、
説
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
自
己
必
要
と
い
う

解
約
告
知
理
由
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
）
は
、
存
在
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
は
、
自
己
の
た
め
に
自
分
自
身
で
被
告
ら
の
本
件
住

居
を
使
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
原
告
ら
は
、
本
件
住
居
を
必
要
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
原
告
ら
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た

住
居
は
・
・
・
・
現
在
の
原
告
ら
の
賃
貸
人
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
、
自
己
必
要
を
理
由
と
し
て
解
約
告
知
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
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に
、
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
要
件
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
存
在
し
た
の
で
あ
る
」）

350
（

。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を

否
定
し
た
。
そ
の
と
き
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
は
、
少
な
く
と
も
、
賃
借
人
ら
の
利
益
と
同
価
値
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
が
同
価
値
で
相
対
峙
す
る
場
合
、
賃
貸
人
ら
の
明
渡
し
に
つ

い
て
の
利
益
が
優
先
す
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　
「
被
告
ら
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
期
間
の
定
め
な
く
継
続
す
る
と
い
う
確
認
を
求
め
た
限
り
で
言
え
ば
、

こ
の
こ
と
に
応
じ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
は
、
そ
の
終
了
が
、
賃
借
人
ま
た
は
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て

も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
き
に
は
、
当
該
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
当
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
結
論
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
確

か
に
被
告
ら
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
が
、
し
か
し
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
が
こ
の
こ
と
を
正
当
化
し
た
と
い
う
こ
と
に
行
き
着

い
た
。

　

当
裁
判
所
は
、
そ
の
際
、
被
告
ら
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
被
告
・
夫
の
高
齢
、
な
ら
び
に
、
被
告
・
夫
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら

れ
た
健
康
上
の
損
傷
を
考
慮
に
入
れ
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
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し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
被
告
ら
の
高
齢
、
お
よ
び
、
被
告
・
夫
の
健
康
上
の
体
質
だ
け
が
残
る
場
合
に
、

こ
の
こ
と
に
、
家
族
の
自
宅
を
構
え
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
本
件
建
物
の
取
得
の
た
め
の
相
当
な
経
済
的
な
支
出
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
利
益
が
対

立
し
た
。
さ
ら
に
、
原
告
ら
が
、
原
告
ら
に
対
し
て
意
思
表
示
さ
れ
た
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
、
自
分
自
身
・
・
・
・
住
居
の
な
い
状
態
に
な
る

こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。

　

当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
理
由
か
ら
、
原
告
ら
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

少
な
く
と
も

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
利
益
と
同
価
値
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
な
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

。
特
に
、
と
り
わ
け
高
齢
に
起
因
す
る
被
告
・
夫
の
苦
労
は
、
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
の
転
居
を
排
除
し

な
か
っ
た
。
結
論
と
し
て
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
が
同
価
値
で
相
対
峙
す
る
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
利
益
が
優
先
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）

351
（

。

　

第
四
に
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
五
月
二
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
51
】
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
五
月
二
九
日
判
決）

352
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

被
告
ら
は
、
本
件
住
居
（
二
戸
建
て
住
宅
の
半
分
）
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告

ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
の
妻
は
、
少
し
ず
つ
現
れ
る
重
い
病
気
に
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
援
助
す
る

人
が
近
く
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
の
娘
が
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
入
居
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
原
告
の
妻
を
援
助
す
る
と
い
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う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
被
告
ら
の
入
居
の
と
き
に
、
か
な
り
長
い
期
間
の
間
賃
貸
借
す

る
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
た
め
に
高
い
投
資
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
は
、

被
告
ら
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
（
女
性
）
は
臨
月
間
近
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
被
告
（
男
性
）
は
筆
記
試
験

等
に
対
す
る
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
娘
に
被
告
ら
の
本
件
住
居
を
委
譲
す

る
と
い
う
原
告
の
意
思
は
、
正
当
と
認
め
ら
れ
る
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の
利
益
を
意
味
し
た
。
さ
ら
に
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ

条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
職
業
教
育
に
お
け
る
試
験
、
お
よ
び
、
妊
娠
状
態

は
、
通
常
の
生
活
の
出
来
事
を
意
味
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
あ
る
程
度
の
侵
害
は
、
一
九
九
〇
年
四
月
三
〇
日
ま
で
の
明
渡
期
間
を
認
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
当
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
被
告
ら
の
本
件
控
訴
は
、
本
件
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
に
よ
っ
て
一
九
九
〇
年
四
月
三
〇
日
ま
で

認
め
ら
れ
た
期
間
を
超
え
て
、
一
九
九
〇
年
七
月
三
一
日
ま
で
の
明
渡
期
間
が
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
成
果
だ
け
を
も
っ
た
」）

353
（

、

と
判
断
し
、
被
告
ら
の
本
件
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
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せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
・
・
・
・
賃
貸
借
さ
れ
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
た
。
と
い
う
の
は
、
一
九
八
九

年
九
月
二
六
日
付
の
原
告
の
通
常
の
本
件
解
約
告
知
は
、
被
告
ら
の
異
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
付
で
、
当
事
者
の
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
ら
は
、
原
告
の
娘
が
そ
の
婚
約
者
と
と
も
に
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う

理
由
に
お
い
て
・
・
・
・
は
っ
き
り
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
一
項
、
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
正

当
な
利
益
を
原
告
に
認
め
た
。
原
告
は
、
当
該
理
由
（
娘
の
た
め
の
自
己
必
要
）
を
、
一
九
八
九
年
九
月
二
六
日
付
の
本
件
解
約
告
知
の
書
面
に
お

い
て
も
申
し
立
て
た
。
そ
れ
に
加
え
て
原
告
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
解
約
告
知
の
理
由
（
差
し
迫
っ
た
病
気
の
場
合
に
お
い
て
原
告
の
妻
の
た

め
に
救
急
医
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
と
こ
ろ
の
監
督
者
の
た
め
の
居
住
の
必
要
）
が
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
未
決
定

の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
告
の
妻
は
病
気
で
あ
っ
た
。・
・
・
・
長
い
間
の
病
気
の
た
め
に
、
原
告
、
原
告
の
妻
、
お
よ
び
、
原

告
の
娘
は
、
原
告
の
娘
が
両
親
の
も
と
で
（
被
告
ら
に
賃
貸
さ
れ
た
本
件
二
戸
建
て
住
宅
の
半
分
に
お
い
て
）
住
居
を
利
用
し
、
母
親
を
援
助
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
利
益
を
有
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
少
な
く
と
も
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
正
当
と
認
め
ら
れ
た
自
己
必
要
（
原
告
の
娘
の
居
住
の
必
要
）

に
強
め
ら
れ
た
重
み
を
与
え
た
の
で
あ
る
」）

354
（

。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を

否
定
し
た
。
そ
の
と
き
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
対
立
し

て
い
る
利
益
の
等
価
値
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
賃
貸
人
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
利
益

が
優
先
す
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。
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「
被
告
ら
は
、
原
告
の
自
己
必
要
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
）
を
申
し
立
て
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
住
居
の
交
替
は
、
今
や
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
必
然
的
に
、
転
居
に
よ
る
通
例
の
侵
害
の
領
域
を
凌
駕

し
、
そ
の
理
由
か
ら
賃
借
人
に
要
求
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
不
利
益
を
も
は
や
と
も
な
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
被
告
ら
に
よ
っ

て
第
二
審
に
お
い
て
な
お
申
し
立
て
ら
れ
た
理
由
（
被
告
・
一
の
妊
娠
状
態
と
出
産
）、
帝
王
切
開
、
一
九
九
〇
年
三
月
二
〇
日
ま
で
の
病
院
滞
在
、

一
九
九
〇
年
四
月
ま
で
続
い
て
い
る
被
告
・
二
の
試
験
は
、
確
か
に
、
少
し
前
ま
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
今
や
、
時
の
経
過

に
よ
っ
て
片
が
つ
い
た
。
少
な
く
と
も
、
被
告
ら
の
た
め
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
と
同
時
に
現
れ
る
苛
酷
さ
は
、

そ
の
間
に
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
、
五
六
四
ｂ
条
に
し
た
が
っ
て
命
じ
ら
れ
る
利
益
の
比
較
衡
量
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
当

該
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
、
本
件
住
居
を
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
の
正
当
な
利
益
よ
り
も
、
も
は
や
よ
り
重
大
で

あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う
ほ
ど
に
和
ら
げ
ら
れ
て
い
た
。
被
告
・
二
は
、
一
九
九
〇
年
四
月
一
一
日
に
、
最
後
の
筆
記
試
験
を
終
え
た
。
被
告
・

一
は
、
出
産
し
、
一
九
九
〇
年
三
月
三
一
日
に
、
病
院
か
ら
退
院
し
た
。
被
告
・
一
が
一
九
九
〇
年
五
月
七
日
付
の
医
師
の
診
断
書
に
し
た
が
っ
て

一
九
九
〇
年
六
月
の
は
じ
め
ま
で
転
居
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
当
該
苛
酷
さ
が
和
ら
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
当
該
診
断
書
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
場
合
に
よ
っ
て
は
健
康
を
危
う
く
す
る
転
居
の
と
き
の
被

告
・
一
の
身
体
的
な
協
力
を
、
補
助
員
の
助
力
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
当
事
者
が
一
九
八
八
年
五
月
二
日

付
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
の
と
き
に
一
致
し
て
か
な
り
長
期
の
使
用
賃
貸
借
関
係
か
ら
出
発
し
、
被
告
ら
が
本
件
住
居
の
た
め
に
八
つ
の

ド
ア
を
も
っ
た
戸
棚
を
購
入
し
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
を
寸
法
に
合
わ
せ
て
作
ら
せ
た
と
い
う
事
実
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
、

五
六
四
ｂ
条
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
も
し
く
は
継
続
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
利
益
の
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比
較
衡
量
は
、
原
告
の
通
常
の
本
件
解
約
告
知
が
い
ず
れ
に
せ
よ
現
時
点
に
お
い
て
社
会
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
せ
い

4

4

ぜ
い
の
と
こ
ろ

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

対
立
し
て
い
る
利
益
の
等
価
値
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
よ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
事
案
に
お
い
て
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
明
渡
し
に
つ
い
て
の
利
益
が
優
先
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
相
当
な
代
替
住
居
が
要
求
で
き
る
条
件
で
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
は
、
本
件
に
お
い
て
、
問
題
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
支
配
的
な
見
解
に
し
た
が
っ
て
も
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
と
い
う
賃
借
人

の
義
務
は
、
解
約
告
知
を
受
け
取
る
と
と
も
に
は
じ
ま
る
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
四
月
に
な
っ
て
か
ら
苛
酷
さ
の
脱
落
が
予
想
で
き

た
と
こ
ろ
の
被
告
ら
は
、
十
分
に
、
代
替
住
居
を
得
よ
う
と
努
め
る
時
間
と
機
会
を
も
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
・
・
・
・
に

し
た
が
っ
た
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
延
長
は
、
拒
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」）

355
（

。

　

な
お
、
地
方
裁
判
所
は
、「
し
か
し
、
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
職
権
上
、
相
当
な
明
渡
期
間
が
被
告
ら
に
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」）

356
（

こ
と
に
も
付
言
し
た
。

　

第
五
に
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
八
月
一
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
52
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
八
月
一
三
日
判
決）

357
（

　
﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
、一
九
七
七
年
に
、退
職
後
の
隠
栖
の
地
と
し
て
、賃
貸
借
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
（
住
居
所
有
権
）
を
取
得
し
た
。
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
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本
件
住
居
に
一
六
年
を
超
え
て
定
着
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
原
告
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約

告
知
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
は
、
高
齢
お
よ
び
健
康
上
の
侵
害
と
い
う
理
由
か
ら
、
原
告
の
管
理
人
の
仕
事
を
放
棄
す
る
差
し
迫
っ
た
利
益
を

有
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
、
原
告
が
、
こ
れ
ま
で
居
住
し
て
い
た
管
理
人
の
社
宅
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
同
じ
く
、
高
齢
お
よ
び
健
康
上
の
侵
害
等
を
理
由
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本

件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
賃
貸
人
は
、
本
件
に
お
い
て
、「
自
己
必
要
」
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
区
裁
判
所
は
、
的
確
に
、
原
告
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
自
己
必
要
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
原
告
は
、
原
告
の
明
渡
請
求
の
た
め
に
・
・
・
・
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
を
有
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
を
超
え
て
、
原
告
は
、
高
齢
お
よ
び
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
原
告
の
管
理
人
の
仕
事
を
放
棄
す
る
差
し
迫
っ
た
利
益
を
有
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

必
然
的
に
、
原
告
が
、
こ
れ
ま
で
居
住
し
て
い
た
管
理
人
の
社
宅
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。・
・
・
・
ま
た
、
原
告
が
自

分
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
管
理
人
の
仕
事
の
終
了
お
よ
び
管
理
人
の
社
宅
の
明
渡
し
の
必
然
性
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
、
原
告
に
負
わ
せ
ら
れ
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
本
件
の
自
己
必
要
は
、
原
告
お
よ
び
原
告
の
妻
の
個
人
的
な
事
情
に
そ
の
根
拠
が
あ
っ
た
。
特
に
、
彼
ら
の
高
齢
、
お
よ
び
、
彼

ら
の
相
当
な
健
康
上
の
侵
害
に
そ
の
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
」）

358
（

。
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さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定

し
た
。
そ
の
と
き
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
側
に
お
け
る
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
は
賃
貸
人
の
「
正
当
な
利
益
」
よ

り
も
優
位
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
側
に
お
け
る
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
が
均
衡
し
て
相
対
峙

す
る
と
き
に
、
賃
借
人
は
、
有
効
に
当
該
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論

述
で
あ
っ
た
。

　
「（
他
方
に
お
い
て
、）
区
裁
判
所
は
、
的
確
に
、
原
告
の
事
情
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
普
通
で
な
い
特
別
な
苛
酷
さ
の

受
入
れ
を
正
当
化
す
る
と
こ
ろ
の
被
告
の
側
に
お
け
る
個
人
的
な
事
情
が
対
峙
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
被
告
の
高
齢
お
よ
び
相
当
に
そ
こ
な
わ
れ

た
健
康
、
な
ら
び
に
、
被
告
が
現
在
の
本
件
住
居
と
周
辺
の
地
域
に
一
六
年
を
超
え
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
対
立
す
る

重
大
な
理
由
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
疑
念
を
抱
く
余
地
が
な
か
っ
た
。
被
告
に
よ
る
本
件
住
居
の
明
渡
し
が
、
な
お
こ
れ
以
上
の
重
大
な
健
康
的
、

精
神
的
な
障
害
に
行
き
着
く
と
い
う
重
大
な
危
険
が
存
在
し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
念
な
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
全
部
の
事
情
を
評
価
し
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
に
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
行
き
着
い
た
。
原
告
お
よ
び
そ
の
妻
は
、
彼
ら
の
側
で
、
高
齢
の
状
態
に
あ
り
、
健
康
的
に
重
大
に
侵
害
さ
れ
て
い
た
。
引
き

続
い
て
の
管
理
人
の
仕
事
が
一
般
に
な
お
可
能
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
仕
事
は
、
同
じ
く
、
な
お
こ
れ
以
上
の
重
大
な
健
康
上
の
損
害
の
危
険

を
必
然
的
に
と
も
な
う
で
あ
ろ
う
。
原
告
お
よ
び
そ
の
妻
は
、
認
め
ら
れ
た
事
情
の
も
と
で
、
ほ
か
の
住
居
を
探
す
と
い
う
選
択
の
余
地
だ
け
を
有

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
被
告
の
側
に
存
在
す
る
特
別
な
苛
酷
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
ら
に
要
求
で
き
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
本
件
住
居
を
退
職

後
の
隠
栖
の
地
と
し
て
取
得
し
た
。
定
年
に
到
達
し
た
こ
と
だ
け
が
、
被
告
の
側
に
お
け
る
特
別
な
苛
酷
さ
に
か
ん
が
み
て
、
自
己
の
住
居
を
今
や
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要
求
す
る
権
利
を
原
告
に
与
え
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
告
お
よ
び
そ
の

妻
の
健
康
上
の
侵
害
は
、
少
な
く
と
も
、
本
件
住
居
の
利
用
に
つ
い
て
同
じ
く
重
大
な
利
益
を
理
由
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
原
告
お
よ
び
そ
の
妻
の

健
康
上
の
侵
害
は
、
一
時
的
な
解
決
と
し
て
の
第
三
の
住
居
へ
の
転
居
を
許
容
し
な
か
っ
た
。
原
告
が
彼
の
職
業
に
も
と
づ
い
て
容
易
に
解
約
告
知

で
き
る
管
理
人
の
社
宅
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
事
情
は
、
原
告
の
状
況
を
特
別
に
困
難
に
す
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
自
己
の

住
居
所
有
権
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
の
正
当
な
利
益
は
、
本
件
住
居
に
ひ
き
続
い
て
居
住
す
る
と
い
う
被
告
の
正
当
な
利
益
と
同
じ
よ

う
に
重
み
を
も
っ
て
い
た
。
使
用
賃
貸
借
法
に
お
い
て
、
お
よ
び
、
基
本
法
（
一
四
条
）
に
よ
っ
て
、
所
有
権
の
社
会
的
な
拘
束
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

法
秩
序
を
通
し
て
特
別
な
保
護
を
受
け
る
と
こ
ろ
の
所
有
権
が
、
原
告
に
味
方
す
る
。
所
有
権
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
使
用
賃
貸
借
法
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
た
制
限
の
枠
組
み
に
お
い
て
正
当
で
な
い
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
の
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
情
が
、
原
告
に
負
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
一
九
七
七
年
に
賃
貸
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
が
、
正
当
で
差
し
迫
っ
た
自
己
必
要
を
理
由
づ
け
る
と
こ

ろ
の
原
告
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
、
自
己
の
所
有
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
原
告
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
比
較
衡
量
に
も
と
づ
い
て
、
当
部
は
、
被
告
の
側
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は
原
告
の
正
当
な
利
益
よ
り
も
優
位
を
占
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

と
い
う
確
信
に
達
し
た
。
そ
の
場
合
に
、
当
部
は
、
被
告
に
と
っ
て
の
場
合
に
よ
っ
て
は
重
大
な
結
果
を
見
誤
ら
な
か
っ
た
。
賃
貸

4

4

人
の
利
益
と
賃
借
人
の
側
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
均
衡
し
て
相
対
峙
す
る
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

有
効
に
当
該
解
約
告
知
に
異
議
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）

359
（

。
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第
六
に
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
九
月
五
日
判
決）

360
（

を
み
て
お
き
た
い
。

　

判
例
集
に
は
地
方
裁
判
所
の
次
の
論
述
だ
け
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で

あ
る
。

　
「
社
会
的
条
項
の
適
用
の
枠
組
み
に
お
い
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
両
方
の
側
の
正
当
な
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

同
等
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
場
合
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

利
益
の
比
較
衡
量
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

結
果
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、
結
局
は
、
所
有
権
者
も
し
く
は
賃
貸
人
に
と
っ
て
有
利

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
結
果
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
方
の
側
の
利
益
が
同
等
な
場
合
に
賃
貸
人
を
優
先
さ
せ
る
た
め
の
決
定
的
な
観
点
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
結
局
は
、
憲
法
に

4

4

4

し
た
が
っ
て
保
障
さ
れ
た
所
有
権
の
保
護
に
そ
の
根
拠
が
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
社
会
的
な
義
務
性
の
観
点
に
所
有
権
そ
れ
自
体
よ
り
も
よ
り
大
き
な
意
義
を
認
め

る
つ
も
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
所
有
権
は
許
容
で
き
な
い
や
り
方
に
お
い
て
空
洞
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」）

361
（

。

　

地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
①
賃
貸
人
の
利
益
と
賃
借
人
の
利
益
が
同
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
結
果
に
お
い
て
、
所

有
権
者
も
し
く
は
賃
貸
人
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
両
方
の
側
の
利
益
が
同
等
な
場
合
に
賃
貸
人
を
優
先
さ
せ

る
た
め
の
決
定
的
な
観
点
は
、
憲
法
に
し
た
が
っ
て
保
障
さ
れ
た
所
有
権
の
保
護
に
そ
の
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
七
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
一
三
年
二
月
一
四
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
53
】
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
一
三
年
二
月
一
四
日
判
決）

362
（
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﹇
事
案
の
概
要
と
経
緯
﹈

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

被
告
ら
は
、
本
件
建
物
の
一
階
と
半
地
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
ら
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由

と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
は
、
原
告
・
一
の
夫
の
健
康
状
態
の
悪
化
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居

の
利
用
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
高
齢
、
長
い
居
住
期
間
、
お
よ
び
、
被
告
・
一
の
夫
の
病
気
を
理
由
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
て
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
ら
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹇
判
決
理
由
﹈

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
ら
の
本
件
控
訴
は
、
許
容
し
う
る
し
・
・
・
・
こ
と
が
ら
に
し
た
が
っ
て
も
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

原
告
ら
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
・
・
・
・
本
件
賃
貸
住
居
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
当
事
者
を
結
び
つ
け
て
い
る
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
法
的
に
有
効
に
、
二
〇
一
一
年
四
月
四
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
一
年

一
二
月
三
一
日
付
で
、
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」）

363
（

、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
ら
の
「
正
当
な
利
益
」
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
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「
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
は
、Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、特
に
、賃
貸
人
が
、自
己
、

そ
の
家
族
構
成
員
、ま
た
は
、そ
の
世
帯
構
成
員
の
た
め
に
、そ
れ
ら
の
空
間
を
住
居
と
し
て
必
要
と
す
る
場
合
に
も
存
在
す
る
。そ
の
際
、裁
判
例
は
、

賃
貸
人
が
、
そ
の
利
用
の
願
望
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
当
該
住
居
の
利
用
の
た
め
の
筋
の
通
っ
た
理
由
を
有
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
。
当
該
事
情
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
も
存
在
し
た
。
原
告
ら
は
、
当
事
者
と
し
て
の
聴
聞
の
と
き
に
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、原
告
ら
が
、差
し
迫
っ
て
、本
件
建
物
の
一
階
と
半
地
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
利
用
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。

原
告
・
一
の
夫
は
・
・
・
・
医
師
の
診
断
書
に
も
と
づ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
以
来
・
・
・
・
機
能
的
な
失
明
、
な
ら
び
に
、
空
間
認
識
と
身
体
的
な

知
覚
の
激
し
い
障
害
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
中
枢
の
神
経
系
に
つ
い
て
の
・
・
・
・
神
経
医
学
上
の
病
気
に
苦
し
ん
で
い
た
。
原
告
・
一
の
夫
の
病

気
は
、
原
告
・
一
が
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
申
し
立
て
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年
以
来
、
少
し
ず
つ
、
高
め
ら
れ
た
。
二
〇
一
一
年
の

夏
に
、
原
告
・
一
の
夫
の
健
康
状
態
は
、
敗
血
症
に
よ
っ
て
、
な
お
、
さ
ら
に
続
け
て
悪
化
し
た
。
原
告
・
一
は
、
そ
の
こ
と
を
超
え
て
、
納
得
の

ゆ
く
よ
う
に
、
原
告
・
一
が
、
一
階
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
造
し
、
そ
こ
に
世
話
人
を
居
住
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
こ
と
を
申
し
立
て
た
。
こ
の

こ
と
は
、
上
階
の
住
居
に
お
い
て
可
能
で
は
な
か
っ
た
。・
・
・
・
庭
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
通
路
は
、
わ
ず
か
な
改
造
措
置
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
上
階
の
住
居
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
は
、
階
段
が
あ
る
た
め
に
可
能
で
は
な
か
っ
た
。

　

証
人
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
一
〇
日
付
の
口
頭
弁
論
に
お
け
る
証
言
に
よ
っ
て
、
原
告
ら
の
自
己
使
用
の
願
望
の
真
摯
さ
を
証
明
し
た
。
証
人
は
、

委
曲
を
尽
く
し
て
、
か
つ
、
信
用
す
る
価
値
の
あ
る
よ
う
に
、
原
告
・
一
が
、
す
で
に
二
〇
一
〇
年
に
、
原
告
・
一
の
夫
と
と
も
に
、
一
階
の
本
件

住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
証
人
に
述
べ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の
際
、
証
人
は
、
計
画
さ
れ
た
改
造
、
特
に
、
原
告
・
一
の
夫
の
た
め

の
シ
ャ
ワ
ー
の
取
り
つ
け
、
台
所
の
取
り
つ
け
、
な
ら
び
に
、
世
話
人
が
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
の
部
屋
の
改
修
の
た
め
の
か
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な
り
詳
し
い
申
立
て
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」）

364
（

。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
ら
の
利
益
と
賃
借
人
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」

を
否
定
し
た
。
そ
の
と
き
、
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
賃
借
人
ら
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
た
契
約
の
継

続
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
の
、
両
方
の
側
の
利
益
が
お
お
よ
そ
等
し
く
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
た
契
約
の
継
続
は
、
利
益
の
比
較
衡
量
の
実
行
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借

人
の
当
該
住
居
を
維
持
す
る
と
い
う
利
益
に
明
確
に
優
位
が
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
場
合
に
お
い
て
だ
け
考
慮
に
値
す
る
こ
と
、
お

よ
び
、
裁
判
例
と
文
献
に
お
い
て
は
、
両
当
事
者
の
利
益
が
等
し
く
重
要
で
あ
る
と
い
う
場
合
に
お
い
て
さ
え
も
、
賃
貸
人
の
取
戻
し
に
つ
い
て
の

利
益
に
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ

っ
た
。

　
「
・
・
・
・
被
告
ら
は
、
原
告
ら
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
当
該
請
求
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

・
・
・
・
当
部
は
、
被
告
ら
の
高
齢
、
本
件
建
物
に
お
け
る
被
告
ら
の
長
い
居
住
期
間
、
な
ら
び
に
、
両
方
の
被
告
ら
の
健
康
、
特
に
、
被
告
・

二
の
健
康
も
ま
た
損
な
わ
れ
て
い
る
し
、
被
告
・
一
が
ず
っ
と
以
前
か
ら
彼
女
の
夫
を
世
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
も
見
誤
ら

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
し
た
が
っ
た
契
約
の
継
続
は

4
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、4・
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っ
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当
該
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を
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る
と
い
う
利
益
に
明
確
に
優
位
が
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
場
合
に
お
い
て
だ
け
考
慮
に
値
す
る
。
裁
判
例
と
文
献
に
お
い
て
は
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4
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4

4

4

4

4

4

4

。
き
わ
め
て
は
な
は
だ
し
く
世
話
を
必
要
と
す
る
と
い
う
原
告
・
一
の
夫
の
利
益
、
お
よ
び
、
一
階
の
本
件

住
居
へ
の
転
居
に
よ
っ
て
そ
の
居
住
環
境
を
改
善
す
る
と
い
う
努
力
に
対
し
て
、
被
告
ら
の
利
益
に
優
位
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
件
に
お
い
て
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せ
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が
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に
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の
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こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」）

365
（

。

　

な
お
、
地
方
裁
判
所
は
、「
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
、
民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
に
は
二
〇
一
三
年
一
〇
月

三
一
日
ま
で
の
明
渡
期
間
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」）

366
（

こ
と
に
も
付
言
し
た
。

　

以
上
、
当
事
者
の
利
益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

※ 

Ⅱ
の
二
の
２
以
下
の
目
次
の
詳
細
は
、
連
載
を
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
270
）
拙
著
『
住
居
の
賃
貸
借
と
経
済
的
利
用
の
妨
げ
―
ド
イ
ツ
裁
判
例
研
究
か
ら
の
模
索
―
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
九
年
）
一
〇
八

－

一
一
一
頁
、
一
四
二

－

一
四
四
頁
参
照
。

（
271
）A

G
 B

ad H
om

burg W
uM

 1989,303.

（
272
）A

G
 B

ad H
om

burg W
uM

(F
n.271),S.303.

（
273
）
前
掲
注
（
270
）。

（
274
）A

G
 B

ad H
om

burg W
uM

(F
n.271),S.303.

（
275
）L

G
 D

üsseldorf W
uM

(F
n.20).

（
276
）L

G
 D

üsseldorf W
uM

(F
n.20),S.37.

（
277
）L

G
 D

üsseldorf W
uM

(F
n.20),S.37.

（
278
）L

G
 M

ünchen I W
uM

 1994,538.

（
279
）L

G
 M

ünchen I W
uM

(F
n.278),S.539.

（
280
）L

G
 M

ünchen I W
uM

(F
n.278),S.538.

（
281
）L

G
 M

ünchen I W
uM

(F
n.278),S.538.

（
282
）L

G
 M

ünchen I W
uM

(F
n.278),S.538.

（
283
）A

G
 L

everkusen W
uM

 1993,124.

（
284
）A

G
 L

everkusen W
uM

(F
n.283),S.124.

（
285
）A

G
 L

everkusen W
uM

(F
n.283),S.124.

（
286
）A

G
 L

everkusen W
uM

(F
n.283),S.124f.

（
287
）L

G
 K

öln W
uM

 1993,675.

（
288
）L

G
 K

öln W
uM

(F
n.287),S.675.

（
289
）L

G
 K

öln W
uM

(F
n.287),S.675.

（
290
）A

G
 K

öln W
uM

 1997,495.

（
291
）A

G
 K

öln W
uM

(F
n.290),S.495.
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（
292
）A

G
 K

öln W
uM

(F
n.290),S.495.

（
293
）A

G
 K

öln W
uM

(F
n.290),S.495f.

（
294
）L

G
 Z

w
ickau W

uM
 1998,159.

（
295
）L

G
 Z

w
ickau W

uM
(F

n.294),S.159.

（
296
）L

G
 Z

w
ickau W

uM
(F

n.294),S.159f.

（
297
）A

G
 W

itten Z
M

R
 2007,43.

（
298
）A

G
 W

itten Z
M

R
(F

n.297),S.44.

（
299
）A

G
 W

itten Z
M

R
(F

n.297),S.44f.

（
300
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
 2013,746.

（
301
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.300),S.747.

（
302
）A

G
 B

erlin-M
itte W

uM
(F

n.300),S.748.

（
303
）L

G
 Siegen W

uM
 1990,23.

（
304
）L

G
 Siegen W

uM
(F

n.303),S.23.

（
305
）L

G
 Siegen W

uM
(F

n.303),S.24.

（
306
）
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
判
決
に
つ
い
て
は
、
注
（
18
）
参
照
。

（
307
）L

G
 Siegen W

uM
(F

n.303),S.23f.

（
308
）L

G
 Siegen W

uM
(F

n.303),S.24.

（
309
）L

G
 Siegen W

uM
(F

n.303),S.24f.

（
310
）A

G
 Stuttgart W

uM
 1989,297.

（
311
）A

G
 Stuttgart W

uM
(F

n.310),S.297.

（
312
）A

G
 Stuttgart W

uM
(F

n.310),S.297.

（
313
）A

G
 Stuttgart W

uM
(F

n.310),S.297.

（
314
）A

G
 Stuttgart W

uM
(F

n.310),S.297f.
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（
315
）L

G
 H

annover W
uM

 1990,305.

（
316
）L

G
 H

annover W
uM

(F
n.315),S.306.

（
317
）L

G
 H

annover W
uM

(F
n.315),S.306.

（
318
）L

G
 H

annover W
uM

(F
n.315),S.306.

（
319
）A

G
 L

übeck W
uM

 2003,214.

（
320
）A

G
 L

übeck W
uM

(F
n.319),S.215.

（
321
）A

G
 L

übeck W
uM

(F
n.319),S.215.

（
322
）A

G
 L

übeck W
uM

(F
n.319),S.215.

（
323
）A

G
 L

übeck W
uM

(F
n.319),S.215.

（
324
）L

G
 C

oburg W
uM

(F
n.37).

（
325
）L

G
 C

oburg W
uM

(F
n.37),S.27.

（
326
）L

G
 F

reiburg W
uM

 1990,209.

（
327
）L

G
 F

reiburg W
uM

(F
n.326),S.209.

（
328
）L

G
 F

reiburg W
uM

(F
n.326),S.209.

（
329
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

 1999,902.

（
330
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

(F
n.329),S.906.

（
331
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

(F
n.329),S.902.

（
332
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

(F
n.329),S.903f.

（
333
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

(F
n.329),S.904.

（
334
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

(F
n.329),S.904f.

（
335
）L

G
 B

ochum
 N

Z
M

(F
n.329),S.905.

（
336
）L

G
 M

ünchen I Z
M

R
 2013,198.

（
337
）L

G
 M

ünchen I Z
M

R
(F

n.336),S.198.
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（
338
）L

G
 M

ünchen I Z
M

R
(F

n.336),S.198f.

（
339
）L

G
 M

ünchen I Z
M

R
(F

n.336),S.199.

（
340
）L

G
 K

öln Z
M

R
 1976,148.

（
341
）L

G
 K

öln Z
M

R
(F

n.340),S.148.

（
342
）L

G
 K

öln Z
M

R
(F

n.340),S.148.

（
343
）L

G
 K

öln Z
M

R
(F

n.340),S.148f.

（
344
）A

G
 B

ergisch G
ladbach W

uM
 1989,412.

（
345
）A

G
 B

ergisch G
ladbach W

uM
(F

n.344),S.412.

（
346
）A

G
 B

ergisch G
ladbach W

uM
(F

n.344),S.413.

（
347
）A

G
 B

ergisch G
ladbach W

uM
(F

n.344),S.413.

（
348
）A

G
 C

oesfeld D
W

W
(F

n.46).

（
349
）A

G
 C

oesfeld D
W

W
(F

n.46),S.230.

（
350
）A

G
 C

oesfeld D
W

W
(F

n.46),S.230.

（
351
）A

G
 C

oesfeld D
W

W
(F

n.46),S.230f.

（
352
）L

G
 K

aiserslautern W
uM

 1990,446.

（
353
）L

G
 K

aiserslautern W
uM

(F
n.352),S.446.

（
354
）L

G
 K

aiserslautern W
uM

(F
n.352),S.446.

（
355
）L

G
 K

aiserslautern W
uM

(F
n.352),S.446f.

（
356
）L

G
 K

aiserslautern W
uM

(F
n.352),S.447.

（
357
）L

G
 B

erlin W
uM

 1990,504.

（
358
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.357),S.504.

（
359
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.357),S.504f.

（
360
）L

G
 H

annover W
uM

 1992,609.



住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
六
）

274

（
361
）L

G
 H

annover W
uM

(F
n.360),S.609.

（
362
）L

G
 H

am
burg Z

M
R

 2013,635(JU
R

IS).

（
363
）L

G
 H

am
burg Z

M
R

(F
n.362),R

n.8-9.

（
364
）L

G
 H

am
burg Z

M
R

(F
n.362),R

n.10-11.

（
365
）L

G
 H

am
burg Z

M
R

(F
n.362),R

n.14-16.

（
366
）L

G
 H

am
burg Z

M
R

(F
n.362),R

n.17.


